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　首くび吊つり死体がどういうものかについてここで細かく論ろんじる気はないが、首吊りというのは少なくとも見た目に綺き麗れいな死に方ではない。

　自分が首を吊ったらどうなるのだろうと、今現在目の前で揺れている先例を眺めながらちらりと考えてみる。おそらく死にはしないだろうが、一時的に呼吸や血液の循じゆん環かんが遮られるあいだに相当無様な顔になるだろうし頸くびの骨が折れるくらいはするかもしれない。死ねないわりにデメリットばかり多い。

　ふむ……首吊りは嫌いやだなあ。

「なっ、何をぼさっと突っ立ってる、はやく助けろ！　助けんか！」

　居い丈たけ高だかに喚わめく声に思考を遮られ、ヨアヒムはあからさまに舌打ちをした。

　天てん井じようのルーフファンのプロペラとプロペラのあいだに首を挟まれた男が長衣の裾すそを蹴け散ちらかしじたばたと両足を振ってもがいている。漆しつ黒こくの地に金の装飾のある長衣を身にまとった、無む駄だに脂身が多いかわりに頭髪が足りないその老人はこの状況で自分のどこに優ゆう位い性せいがあると思っているのか甚はなはだ疑問だがなおも偉そうだった。

「はやくこれをなんとかしろ！　なんのためにお前なんぞをもう一度使ってやったとっ……」

　ヒステリックな喚き声が耳に障ってヨアヒムは顔をしかめつつ、

「助けろって言われてもですね、何をです？」

　一応言葉遣いは丁てい寧ねいに、むしろ慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなくらいの態度で訊きき返して困惑気味に首をかしげる仕し草ぐさをする。

「何を、だとっ……貴様、目まで腐ったか、私のこの状況に決まって──」

「いや、だってあんたさ」

　激げつ昂こうしてさらに喚く老人の声を遮り、天気の話でもするくらいの当たり前の言い方で。

「もう死んでますよ」

　老人の背後に向かって顎あごをしゃくってみせる。絶句して暴あばれるのをやめた老人がおそるおそる背後を振り返る。プロペラに挟まった首が人体として少々不自然な角度でねじれ、一拍遅れてから首に引きずられて身体からだのほうがぷらんと半回転して後ろを向く。

　うっすらと闇やみに透けて見える老人の背後に、同じ顔をした老人の首吊り死体がぶらさがっていた。二基のルーフファンの交差したプロペラのあいだに首を挟まれ、どす黒く変色して膨ぼう張ちようした顔を苦痛に歪ゆがめ、半開きの口の両端から血と泡と涎よだれを垂れ流して（ああ、細かく論じる気はなかったのになあ）。停とまったルーフファンが障害物を嚙かみ砕いてまだまわろうとしているのか、ぎし、ぎし、と鈍く軋きしむ音が天井の薄うす闇やみにかすかに響ひびく。

「な、なに、なん、なな……」

　自分の死体を凝ぎよう視しして老人が意味不明の単語の活用を口走る。

　ずるり……。

　部屋の四方の闇やみから浸みだすように、いつの間にかたくさんの闇色の人ひと型がたをしたモノが現れて、驚きよう愕がくに顔を引きつらせる老人の足もとに集まっていた。四し肢しで這はって床を蠢うごめき、触手のようにひょろひょろと異様に長く関節だけが際きわ立だった腕が老人の脚や胴に次々に絡みついて這いあがってくる。老人の血走った目が恐怖に見開かれる。

　人型がいっせいに口をあけて老人の霊れい体たいにかぶりつき、食いちぎられた霊体の手足が、黒いノイズ状の物質と化して虚こ空くうに消失した。

「なっ……た、助けてくれ、助けてくれっ……まだ死にたくないっ、タスケテッ……」

「だから無理ですって。今言ったでしょう、」

　未練がましく足あ搔がく老人にヨアヒムは呆あきれ返った視し線せんを向ける。なんで一回説明して理解できないんだろう、頭髪に比例して頭の中身も足りないのだろうかこいつは。

　驚愕と恐怖と絶望に歪ゆがんだ老人の顔が。

「もう死んでるって」

　がばりと大口をあけた人型に丸まる呑のみにされ、ノイズと化して砕け散った。




　ウマイ……ウマイ……。




　さわさわした低くか細い囁ささやき声と、霊体の残りかすをむしゃむしゃと喰くい尽くす咀そ嚼しやくの音がそれ自体重みを持っているかのように部屋の底辺へと沈んでいく。




　ウマイね……ぶくぶくに肥えた魂はウマイね……。

　死にたくないって叫ぶ魂はウマイね……。




　老人の霊体をしゃぶり尽くした人型どもの注意がこっちを向いた。這い寄ってくる人型どもに一いち瞥べつをくれ、ヨアヒムはふうんと内心で呟つぶやいて軽く肩をすくめる。一連の騒ぎの犯人はこいつらだったのか……なるほど暗殺者の仕業だなんて囁かれるわけだ。首都の連中はこういうモノの存在を認めたがらない。

　足もとまで這い寄ってきた人型どもが顔を近づけてふんふんと匂においを嗅かぐ仕し草ぐさをする。人型どもの頭部がぐにゃりと変型して全部が全部今しがた喰らった老人の顔になり、うっとうしい禿はげ頭を横一列に並べて口々に喋しやべりはじめる。




　オマエ……不ふ死し人にんだ。

　オマエの宝石、いいニオイしない。ウマそうじゃない。

　オマエ、喰えない。喰える魂ない。

　オマエ、喰くえないからツマラナイ……。




　禿はげ老人が雁がん首くび並べてささめきながら、ずるずると後ずさって離はなれていく。

「けっ、不ま味ずくて悪かったなあ」

　吐き捨てた声に応こたえる声はすでにない。所有者亡きあとの執務室に自分一人の声が虚むなしく響ひびいて消える。

　聖せい職しよく者しやの執務室のくせにその部屋は質素とかストイックとかいう単語とは縁えん遠どおく、高そうだが趣しゆ味みが悪い調ちよう度ど品ひんやら絵画やらで飾りたてられていた。やたらとでかい応接ソファに腰を沈め（やたらと沈む）、後頭部を背もたれに預けてふんぞり返るような格好で、頭上でぷらぷらと揺れている死体の足を仰ぎみる。ぼた……ぼたん……ぼた……。唾だ液えき混じりの濁にごった色の血が糸を引きながら滴したたり落ちて床に染みを広げる。恨めしげに見開かれた、しかし焦点のあわない澱よどんだ二つの眼球が天てん井じようからこっちを見おろしている。

「ちぇ……ツマンネエのはこっちだよ。俺おれの仕事がなくなっちまったじゃねえか。あーあ、くたばってない呆ぼけジジイはあと何人いたっけなあ……」

　愚ぐ痴ちっぽく独りごちながら、くたばっていない呆けジジイどもの禿げ頭を順番に思い浮かべていく。中には自分は禿げとらんと異い議ぎを申したてる奴やつもいるかもしれないがせいぜい頭髪の面めん積せきが一割か二割かくらいの違いだ。

　最後に一人、一応まだ禿げていない奴が出てきた。

「シグリ・ロウか……」

　頭に浮かんだ顔にあてはまる一つの名前を呟つぶやいて、

「……ははっ」

　よくわからないが唐突に笑いが出た。笑うと同時にごぼっと咳せき込み、口を覆おおった手のひらに鼠ねずみの轢れき死し体たいさながらのぐちゃっとした内ない臓ぞうの塊が吐きだされた。粘性の血液が絡みついた内臓片が手のひらの上でウジ虫みたいに跳ねまわったあと急速に干からびる。「くそ……」一いつ瞬しゆん目め眩まいを感じて視界が暗転し、ソファにもたれて深く息を吐く。

　天井を仰ぎみると首くび吊つり死体が相変わらずぷらぷらと平和に揺れている。

「首吊りは嫌いやだなあ……」

　吐息と一緒に呟いたら空気が抜けたような声になった。

　首吊ったところで死にやしないんだしな。機き能のう停止したければ心臓をえぐりだしたあと自ら炎の中にでも飛び込むか手しゆ榴りゆう弾だんでも抱え込むのがもっとも確かく実じつで手っ取り早い。気が狂ったあげくそうやって死んだ同族を知っている。

　ソファに頭を預けたまま、右手を胸の中心からわずかに左、心臓のあたりにあてる。予行演習のつもりでぐっと五指に力を入れる。本当に第一関節くらいまで指が食い込んで服の下から血が滲にじんだ。

　ふうむと一人で感心したふうに頷うなずいて、もう一度同じことをやってみる。右手の指がさらに深く皮ひ膚ふに沈む。気が狂う前に自分のこの手で確かく実じつにこれをやらないといけないわけなのできっちり身体からだに覚え込ませておかないと。

　さてと……練習はオーケイ。

　それじゃあこれから何をしようか。俺おれが自分に見切りをつけるときまで。

「なあ……あんたはその地位に昇って、何を手に入れた？　なんでも手に入ったか？」

　頭上の死体に何気なく訊きいてみる。死体は虚うつろな視し線せんをこっちに向けたまま天てん井じようからぶらさがっているだけで何も言わない。

　自分の血液と内ない臓ぞう片へんで汚れた右手を目の前に掲げ。

　見えない何かを摑つかまえるように、手のひらを大きく広げて握り込む。

　右手は何も手て応ごたえを得ることなく、冷え冷えとした虚こ空くうを握っただけだった。
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　十四歳の旅のはじまりから今日まで、どれくらいの時間をこんなふうに列車の上で過ごしてきたんだろう。決して楽しいことばかりの旅ではなかったけど、帰りたいと思ったことは一度もなかった。そんなに多くはなかったかもしれないけどキーリにとってはたくさんの、大切な会話がこの四人がけのボックスシートに刻まれていった。どっちかというと会話下べ手たが多勢だったので常に話題がはずんだわけではないし、たまには喧けん嘩かもした。そんな、ときにはぎくしゃくした空気もみんな含めて、この小さな箱形の空間にすべての愛いとおしいものがあった。

　それは今日までずっと同じ。いらないと思ったものなんて一つもない。

　……でも。

　しかし。けれど。とはいうものの。

　今日のボックス席を包む空気のぎすぎす具合は過去最高記き録ろくを余裕で更新していた。

　自分の定位置、ボックス席の通路側の座席に座るキーリは今、両の拳こぶしをぎこちなく膝ひざに置いて俯うつむいた格好で上目遣いに自分の正面の座席を睨にらんでいる。我われながら眉み間けんにくっきりと皺しわが寄っているのがわかる。

　何な故ぜこの人は何かにつけてキーリの真向かいに座るのだろうか。

　これまでの旅路の中でほとんどの場合空席であったその場所には、今日は乗客がいた。

　はじめてキーリの前に現れたときと同じような丈の長い漆しつ黒こくの神官服。夜空と同じ深い青灰色の瞳ひとみは今は窓辺から射さし込む陽光を受けて明るい灰色に見える。キーリの渋じゆう面めんにまるで怯ひるんだふうもなく、そいつはにこにこと上じよう機き嫌げんでその場所に座っている。

　首都から来た交替の使者です。どうぞよろしく──と、交替の監かん視しと一緒にやってきたそいつがキーリたちに挨あい拶さつしたのは昨日のこと。印象に残りにくい薄うすっぺらい笑顔えがおが没個性的な神官服にあまりに完かん璧ぺきに馴な染じんでいたので、キーリは一いつ瞬しゆんそいつの正体に気づかずすんなり受け入れそうになったほどだ。

「何かご用でしょうか、ご令れい嬢じよう？」

　不信感丸だしのキーリの視し線せんを平然と受け流してそいつが白しら々じらしく訊きいてくる。キーリはますます渋面を作り、（偽）神官の隣となり、キーリから見て斜め向かいの座席にちらりと気まずい視線を送った。

　隣の神官とほとんど同じ長身瘦そう軀く、赤しやく銅どう色いろの髪の青年が半ば窓際に押しつけられるような窮きゆう屈くつそうな格好で煙草たばこを吸っている。細身とはいえ長身の二人が肩を並べて座っている様よう子すはたいそう狭苦しくまるで目の前に壁かべがあるみたいだ。ただでさえこの鉱山鉄道の車しや輛りようの座席は普通の旅行客用の客車よりもやや窮屈に造られているうえ、何よりの問題は、この二人はお互いほんの少しでも肩が触れようものなら本気で殺しあいをはじめそうなほど仲が悪い。

　窓際の青年はそっぽを向いて煙草の端を嚙かみ潰つぶしつつ努めて平静に隣の男の存在を無視しようとしているようだが、さっきから左目の下の皮ひ膚ふがぴくぴく引きつっている。今にもあのへんの血管が切れそうだ。その手前、窓辺に置かれた小型ラジオがぶつぶつと威い嚇かくのノイズを吐き続けている。

「いやあ、驚おどろいたよな。まさかキーリがあのシグリ卿きようのご令れい嬢じようだったなんてさあ」

　ひとかけらも歓迎されていない空気を他ほかの全員から容赦なく突き刺されながら、気にしたふうもなく（偽）神官姿のヨアヒムだけが上じよう機き嫌げんだった。

「その呼び方、やめて。ご令嬢……っていうの」

「ん、なんで？」

「まだ本当だって決まったわけじゃない」

　低い声で吐き捨てるキーリにヨアヒムはきょとんとした顔で瞬まばたきし、それからぷはっと、露ろ骨こつに馬ば鹿かにしたように吹きだした。キーリのほうは憤ふん然ぜんとしてますます仏ぶつ頂ちよう面づらになる。

「なあんだよ、そんなことか。向こうがそう言ってるんだろ、だったらどっちにしたって有あり難がたくそう名乗っちまえばいいだけじゃん。いいご身分になれるぜえ？　そうだ俺おれ逆タマ狙ねらっちまおうかな。キーリ、お前いくつになったんだ？」

「……え？」

　本来なら無視して然しかるべき問いかけだった。しかしキーリはついつい反応してしまい、質問相手ではなく斜め向かいの席のほうに戸惑いがちな視し線せんを送りつつ、ぼそっと。

「十七……今日で」

「今日？」

　訊きき返したのはヨアヒムで、ハーヴェイは窓辺に頰ほお杖づえをついてそっぽを向いたまま聞こえないふりをしていたが軽く瞬きをしたのがわかった。ハーヴェイの横顔を流し見つつキーリは小さく頷うなずいた。

　大陸北部の春の到来はサウスハイロの春よりもずっと遅いけれど、今日、暦の上では冬の風が吹く最後の日──お婆ばあが決めてくれた、キーリの十七回目の誕たん生じよう日び。

「十七かあ、育ったなあ……。オーケイ、十七、俺的にはぜんぜん問題なし」

「もっ、問題って何が？」

　満面の笑えみで何やらわからないことを言いながらヨアヒムが腰を浮かせてキーリの側の座席に移ってきたのでキーリは窓際の席に押しやられる格好になり、向かい側のハーヴェイと膝ひざ頭がしらをぶつけあった（ハーヴェイのこめかみのあたりでぴきぴきと奇怪な軋きしみが聞こえた気がしたけど気のせいだろうか）。身を硬くするキーリの頭上の背もたれに肘ひじをついてヨアヒムが詰め寄ってくる。

『こらっ、貴様、キーリから離はなれんかッ！』

　もう我慢ならんというふうにラジオが口を挟んだとき、

　ぶちっ。

　と、今度こそ本当に何かがキレる音がして、ハーヴェイが唐突に座席を立った。動きをとめてそちらを振り仰ぐキーリとヨアヒムの脚を大おお股またでまたぎ（よく見えなかったがヨアヒムの脚はたぶん蹴けっていった）、そのまま無言で通路に出ていく。キーリの場所からは背もたれで死角になる通路の後ろのほうでうわなんだやめろ返せとかいう騒さわぎが聞こえたかと思うと、車しや輛りよう後方に待たい機きしていた監かん視しの教会兵をずるずると腰に引きずりながらハーヴェイはすぐに戻ってきた。

　左手に抜き身のサーベルをぶらさげて。

　赤しやく銅どう色いろの右目と暗あん褐かつ色しよくの左目、完全に据すわった両の瞳ひとみの奥に物ぶつ騒そうな暗い光を沈ませてサーベルを上段に構え、

「待っ、エイフラム、危ねえっ」

「きゃあっ」

　とっさに背もたれをこすって身を沈めるキーリとヨアヒム。寸秒前までまさしくヨアヒムの頭があった場所に、かつんと高い音を立ててサーベルの切っ先が突き立った。

「ちょっ、待てお前落ち着けっ」

「てめえはいっかいその腐った脳みそに風穴あけて換気したほうがいいようだな」

『おう、やれハーヴィー、やっちまえ！』

「やめっ、二人とも、兵長までえっ」
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　サーベルの切っ先をヨアヒムの脳天に突きつけようとするハーヴェイと抜き身の刃を素手で摑つかんで押し戻すヨアヒム、拮抗する力比べをラジオが無責任に煽せん動どうする。ハーヴェイに引きずられてきた兵士は蒼あおくなって右往左往するばかり。キーリ一人じゃどうにもできない大おお騒さわぎになりかけたところに、

「やかましいっ！」

　迫力を帯びた低い怒声が飛び込んできて、思わず全員動きをとめた。

　煤すすけたつなぎの作業服姿の、背は低いががっしりした身体からだつきの老人が、柄の長いシャベルを片手で振りあげて通路の先に立っていた。座席の上で取っ組みあった格好でハーヴェイやヨアヒムまでもが軽く身をすくめて老人を見る。

「わしの列車で騒ぎ起こしたら放りだすつっただろうが、若造どもっ！」

　一般人も神官も教会兵も区別なく浴びせられる怒声に全員返す言葉もなく、すっかり静まり返って縮ちぢこまっていると、老人はふんと鼻を鳴らしてのしのしと通路を戻っていった。

　シャベルを肩に担いだ老人の角張った背中が前方の機き関かん車しやに消え、連絡扉が乱らん暴ぼうに閉められてから、ようやく空気が溶けて全員安あん堵どの息をつく。殺気が失うせたのかハーヴェイがヨアヒムを突きとばすように身体を離はなして立ちあがり、サーベルを兵士に突っ返した。びくつきながらもほっとした顔で兵士がサーベルを自分の腰に収める。

（ばれなかった……）

　不自然な体勢で背もたれにへばりついていたキーリは、すとんと脱力して座席に腰を落とした。……背もたれにできたサーベルの傷きず痕あとをとっさに隠したのだった。見つかったら全員あの老機関士に担ぎあげられて窓からぽいぽい捨てられるに違いない。

「おっかねえ爺じいさん。なんか気にくわないことしたっけ、俺おれら」

　ちゃっかりキーリの隣となりの席に居座ったままやれやれと肩をすくめるヨアヒムに、「俺らって言うな、お前が」同じ括くくりに入りたがるなとばかりにハーヴェイからすかさず拒絶の突っ込みが入る。手て厳きびしい突っ込みをヨアヒムは飄ひよう々ひようとスルーしただけで、

「で、キーリ、何が欲しい？」

「へ？」

「欲しいもの。誕たん生じよう日びなんだろ？」

　いきなり矛ほこ先さきを向けられてキーリは目を白黒させた。にっこりと一見して人のいい笑えみを浮かべてヨアヒムは答えを待っている。一いつ時ときぽかんとした顔で固まってしまってからキーリははっとしてしかめ面つらを作り、

「い、いらないよ」

「遠えん慮りよすんなって。俺とキーリの仲だろ」いつからどういう仲なのか知らないが「じゃあとりあえずチョコやるチョコ」

　何な故ぜそんなものを常備しているのか神官服の懐ふところから固形チョコレートを出したりするヨアヒムの襟えり首くびをハーヴェイが捕まえて「ちょっと来いお前、来い」「あん？　なんだよ邪じや魔ますんなよ俺おれとキーリ嬢じようの楽しい会話をよう」チョコレートをキーリのほうに差しだした格好でヨアヒムが首根っこを引きずられていく。二人の姿が後方の連絡扉の先に消え、キーリは一人座席に取り残されて、窓辺のラジオに所在なげな視し線せんを送った。

『男どうしで話をつけるってやつだろ』

　などとラジオがまた無責任なことを言った。







〈北西鉱山区〉と〈首都〉とを結ぶ、北の山脈の山さん麓ろくに沿った山岳鉄道。一般の旅行者はほとんど使うことのない路線で、キーリたちは化石資源を運ぶ貨物列車に同乗させてもらっている。先頭が機き関かん車しや、続いて坑道の労働者の運搬用だという、普通の旅客車しや輛りようよりも簡かん素そな造りのボックス席の客車が二輛連なり、残りはすべて貨車になっている。この列車の機関士である老人が、何か怒らせるようなことをした覚えは（少なくともキーリには）ないのだが、とにかく怖い人で異常に敵対的なのだった。

　今日は労働者の運搬はなく客車は二輛とも貸し切り状態で、一輛目にキーリたちが（というか主にハーヴェイが）悠々と陣取って、二輛目に監かん視しの兵士たちが待機している。監視は四人、その中から交替で一人ずつ、一応目を離はなさないように一輛目後方の連絡扉の前でこちらの様よう子すに注意を払っているという態勢だった。

　そしてもう一人。誰だれも許可した覚えはないのにキーリたちのボックス席に当たり前の顔で同席しているのが、噓うそか本当か知らないが──おそらく噓なのだろうが、先に引きあげた使者の神官の交替要員として来たと名乗った神官姿の男。

（大丈夫なのかな、二人だけにして……）

　また取っ組みあいの喧けん嘩かでもしてたりして……。ハーヴェイとヨアヒムが消えていった連絡扉にキーリは不安な視線を送った。連絡扉の脇わきのボックス席にぽつんと座っている監視と目があったが（さっきハーヴェイにサーベルを奪われた若い教会兵だ）、怯おびえたように監視のほうから目を逸そらした。

　まあ敬遠されても仕方がない……それが今のキーリの立場。

　教会の最高機関・長老会の第十一老シグリ・ロウとかいう人物がキーリの父親だという話になり、捕まっている（らしい）ベアトリクスを餌えさに首都からの招しよう聘へいを受けた。というか連行されそうになった。結果的にはいわば脅迫し返す形で首都までの行動の自由を約束させ、監視つきとはいえ自分たちの足で首都へ向かっている。おそらく頭の中ではいろいろ考えているのだろうハーヴェイは、表面的には特に急ぐ様子もなく比較的のんびりした旅程を選んでここまで来た。といっても観かん光こうするような場所はなく、寂れた鉱山町に立ち寄る程度だが。おまけにどこに行くにも監視の教会兵のお供つき。

　気にしないと決めてしまえばハーヴェイは監かん視しの存在なんて本当にまったく気にならないようで、例によって自分勝手な行動ペースで監視たちをやきもきさせたり振りまわしたりしている。一度や二度はわざとまく振りをして監視を慌てさせて遊んでみたり。そういう悪いた戯ずらをするときのハーヴェイは、何気ない顔をしているもののどことなく楽しそうだ。

　最後になるかもしれないこの旅を、一日一日、記き憶おくに刻みつけるように。




　　　[image: ]




「不発弾？」

「そ。ウエスタベリの地下からでかい不発弾が掘りだされて、首都の動力塔に運び込まれたんだってよ」デッキの手すりに寄りかかってヨアヒムは口の端で薄うすっぺらく笑ってみせ、「おかげで今、首都はちょっと面おも白しろいことになってるぜ」

　ウエスタベリの地下から掘りだされた不発弾。とくれば、サウス・ウエスタベリ・パークの地下に眠っていると聞いた不発弾のことと考えて間違いない。パークを取り囲んでいたものと同様の、霊れい的てき現象を活性化するあの強い磁じ場ばが首都にそのまま持ち込まれたとしたら、ウエスタベリ以上に強力ななんらかの霊的影えい響きようが出ているだろう。あそこはもともと亡霊が多く巣くう地帯だ──かつての流刑星の時代、囚人の墓地の上に建てられたあの都市は。研ら究所ぼに隔かく離りされている模造不ふ死し人にんたちも磁場の影響を受けている可能性がある。

「と、まあ、これは俺おれからのサービス情報」

　にやにやして言うヨアヒムと向かいあう形で反対側の手すりに寄りかかり、煙草たばこに火をつけながら半眼の視し線せんを送る。

「で、本当の目的は？」

「なんのことカナ？　俺は純粋にキーリ嬢じようと仲良くなりたいだけですが？」

「噓うそつけ。単に俺のもんにちょっかい出したいだけだろうがお前は」

「何気に自うぬ惚ぼれやさんだなお前」

「……」

　ちょっと言い返せなくなった。舌打ちして視線をはずし、そっぽを向いて煙草をふかす。

　友好的とはいえない両者の空気の隙すき間まを、後方に流されていく灰かい白はく色しよくの煙と車しや輪りんの騒そう音おんがちょうどよく埋めていく。山脈の斜面の狭い岩棚を這はうように走る単線軌道。屋根のないデッキから直じかに眺める戸外の景色の一方、山側は岩がん壁ぺきの斜面、谷側は断だん崖がい絶壁が落ち込んでいる。乱らん闘とうにでもなったらどっちかが（あるいは二人とも）転げ落ちるのは容易だ。

「……キーリが、そのシグリなんとかってのの娘ってのは本当なのか？」

「俺の情報に引っかかった限りでは、シグリ・ロウが生き別れた娘を迎えに使者を出したってのは本当だぜ。だから俺、それを利用して今ここにいるわけだし」

　どのへんが自慢なのか妙に胸を張って言うヨアヒム。ひと呼吸ぶんの沈ちん黙もくがあり、吐いた煙草たばこの煙が車しや輪りんの騒そう音おんに乗って後方に飛ばされていく。薄うす笑わらいを浮かべて向かい側に立つ男を睨にらみ据すえ、若干声のトーンを落として、

「ヨアヒム、お前、シグリ・ロウを……」

　立てつけの悪い連絡扉ががたがたと揺れた。扉の隙すき間まからラジオを首にぶらさげたキーリが顔を出したので、そこで話を中断する。高い目め線せんから男二人の視線が集中してキーリは身をすくめつつ、

「あ、喧けん嘩かしてないかなって……」

「喧嘩？　やだなあ、仲良しの俺おれたちが喧嘩なんてするわけがない。なあエイフラム？」

「誰だれと誰が仲良しだ」

　本心のかけらもないことを言ってこっちに片目を閉じてみせたりするヨアヒムにぞくぞくと寒気がした。「もうあっち行け」「自分で引きずってきといてなんだよ」足を振って追い払うとヨアヒムは不満げに首をすくめ、キーリの横を抜けて車内へ戻っていく。戸口の脇わきに張りつくようにして避けたキーリとすれ違い際ぎわ、

「はい。やる」

　と、キーリの手にチョコレート・バーを押しつけた（拒否する隙を与えない見事なまでのさりげなさで）。

「いらないってばっ……」

「まーいいからもらっとけ」

　突っ返そうとしたもののヨアヒムの手はすでにそこになく、チョコレート・バーを握ったキーリの手は宙を搔かく。

「そこの朴ぼく念ねん仁じんはどうせ何も用意しちゃいないんだから」

「うるせえよ。行けよ」

　薄笑いを残してヨアヒムの姿が車内に消え、持てあまし気味にチョコレート・バーを手にして突っ立っているキーリと二人デッキに残されるとなんだか急に空気が気まずくなった。どうせ何も用意してねえよ。ていうかなんであいつチョコとか持ってんだ、自分じゃ食わないくせに。ぜったい餌えづけのためだ。

「これ、捨てよっか、な……」

　捨てる場所を探すようにデッキの左右に視線を泳がせながらぼそっとキーリが言うので、

「食えばいいだろ。さすがに毒は入ってないだろうし」

「え……あ、うん」

　握りしめたチョコレート・バーに視線を落として頷うなずいたものの、上目遣いに顔色を窺うかがうような視線を送ってくる。溜ため息いきをついて、「こっち来て、座って食えば」手すりを背もたれがわりにデッキにすとんと腰を降ろし、目線で隣となりを示すと、近寄ってきたキーリが膝ひざを抱えて隣に座った。

　油紙の包みをもそもそと破ってチョコレート・バーをひと口かじるキーリを視界の端にとどめつつ、くわえた煙草たばこの煙をふかす。

（ウエスタベリの不発弾が……なくなったのか）

　遠方をゆっくりと流れていく山さん麓ろくの景色をもう一方の視界の端で追いながら、今しがた聞いた話が頭に甦よみがえる。だとすると、パークの亡ぼう霊れいたちを取り込んでいたあの磁じ場ばも消滅したのだろうか。磁場に囚とらわれていた亡霊たちが、あの学校の子供たちが解放されたのなら……。

　頭の隅に引っかかっていたことが一つ解消して、また少しだけ肩の荷が降りる。

　全部降ろしきるまで、まだ時間は残っているだろうか。







　もらったチョコレート・バーは十センチくらいの長さの棒状をしていて、薄うす茶ちや色いろの油紙で包まれていて、ほどよい甘さでおいしかった。

　冬から春への境目の日。北の山脈の風はまだまだ冷たくコートと髪を乱らん暴ぼうにはためかす。とはいえさして広いわけでもないデッキの片側に二人で身を寄せて座り込んでいるのでさほど寒さは感じず、列車の揺れが心地ここちよくお尻しりの下で跳ねる。連絡扉の小窓から監かん視しの兵士がちらちらと目を光らせている（というよりそんな寒いところでなんでおやつなんて食ってるんだとでも思われているのだろう）のが見えてキーリは若干畏い縮しゆくしたが、ハーヴェイは別に気にしていないようだ。

　チョコレートを少しずつかじりながら右みぎ隣どなりを窺うかがうと、何気ない仕し草ぐさで煙草をふかすハーヴェイの左手の肘ひじがキーリの右腕に軽く触れている。長めの前髪で多少は隠れているが、タテガミにもらった暗あん褐かつ色しよくの左目の周囲に鉄てつ錆さびが張りついたような爛ただれがまだ薄く残っている。この顔の傷きず痕あとと隻せき腕わんに加えて、傍はたから見た感じ不ふ遜そんな態度にしか見えない無表情、とあきらかに堅かた気ぎではない雰囲気を漂わせているので、ここまでの旅の道中、監視たちは遠巻きに見張っているだけで積せつ極きよく的てきに話しかけてくる者はいなかった。ヨアヒムを除いて、だけど。

　横顔を窺っているとふいにハーヴェイがこっちを向いたので、キーリは条件反射で緊きん張ちようして数センチばかりのけぞってしまった。

「それ、美う味まい？」

「え？　あ、うん」

　不意打ちで訊きかれてとっさに頷うなずくとハーヴェイはなんだか気にくわなそうな顔をしてぷいとそっぽを向いた。お、おいしいと駄だ目めなのだろうか。「えと……そんなにおいしくない」訂正すると、そっぽを向いたまま「うむ」とか言う。う、うむ？

　もしかして……。

　もしかして、もしかして、妬やきもちだろうかこれは。違うかもしれないけど。

「誕たん生じよう日び」

　ちょっとどぎまぎして視し線せんを落としチョコレートをかじっていると、ぶっきらぼうな短い単語が飛んできた。

「言えよ。先に」

「あ、言いそびれてて、なんとなく……。ごめん」

「別に、謝あやまらなくてもいいけど」まあ言われても別に何も思いつかなかったと思うけど、とかハーヴェイはしかめ面つらを明後日あさつてのほうに向けてぶつぶつ言っている。キーリの誕生日なのになんでキーリが文句を言われているんだろうか。

　そういえばハーヴェイたちと出会ってから誕生日が来るのは三回目になるが、あまりちゃんとお祝いをしてもらったことはないかもしれない。サウスハイロのアパートで迎えた十五歳の誕生日は、ハーヴェイは忘れて出かけてしまっていて（日付が変わってからみんなでケーキを食べたけど）、十六歳のときは……いなかったんだった。

　今年、十七歳、三回目の誕生日。

　来年、十八歳、四回目は……

　四回目は、

　あるのだろうか。

「欲しいものある？」

　また早口の短い台詞せりふが飛んできてキーリはチョコレートから視線をあげた。外気は冷たいとはいえ両手で握りしめたまま考えごとをしていたので手の中で若干溶けてきている。「ん、別に……」何もない、といつもの調ちよう子しで答えそうになってから考えなおし、

「じゃあ、や、約束っ……」

　さりげなく言おうとしたが声がひっくり返った。

　そっぽを向いていたハーヴェイがこっちを振り返り、左右で色の違う瞳ひとみで瞬まばたきをした。何それ？という顔をされてキーリは頰ほおを膨ふくらませる。デッキの上で正座しなおして上目遣いに睨にらみつつ（しかし口調はもごもごと）、

「約束、すっ、砂場ですっぽかした」

　ハーヴェイはまだ思いだせないらしい顔をしたが、一いつ瞬しゆん後に思いあたったようで爛ただれが残る左頰を変に引きつらせて身を引いた。

「お前、しつこっ……」

　し、しつこいっ？　そんな反応をされたらキーリだってむっとして意地になる。十年分くらいの勇気を振り絞ってお願ねがいしたキーリの気も知らないで。ハーヴェイが引いたぶん迫るように身を乗りだして、「わ、私が忘れるわけないじゃんっ。約束したのに、ハーヴェイがはぐらかしたんだよっ」「俺おれ別に、約束した覚えは」往おう生じよう際ぎわの悪いことを言いながらハーヴェイはさらに身を引いてデッキの手すりに後頭部をぶつけた。挙きよ動どう不ふ審しんっぽく視線を左右に泳がせたがもう逃げ場はない。

　結局、観かん念ねんしたふうにかくんと首をうなだれて、

「……わかったって」

　苦い顔でまだ微妙に視し線せんを泳がせながらもこっちを向いた。

　あらためて正面きって向かいあうと今度はキーリのほうがうろたえてきたが、正座の格好で硬直したままキーリはちょっと視線を落としどきどきして待つ。

　煙草たばこを挟んだハーヴェイの指が顎あごに軽く触れ、心しん臓ぞうがとくんと音を立てて跳ねたとき、

『約束ってなんだ？』

　顔を寄せかけた二人の文字どおりど真ん中から唐突に声が割り込んできたので（いや唐突でもなんでもなくて最初からずっとキーリの首にぶらさがっていたんだけど）二人同時に思わずお尻しりを浮かせてその場を跳とび退のき、ハーヴェイがまた手すりに頭をぶつける音がした。「いたのかそういえばっ」後頭部をさすりながらかなり失礼なことを言う。といっても実はキーリも今一いつ瞬しゆん兵長がいたのを忘れていた。だってずっと黙だまってたから。ごめん兵長……。

　キーリの首にぶらさがったラジオのスピーカーから、暗あん緑りよく色しよくのノイズ質の兵隊が地獄の番人みたいな形ぎよう相そうを浮かべてひょこりと首だけを覗のぞかせている。知らない人が見たら間違いなく悲鳴をあげて失神する。

『……約束ってなんだ？』

　地の底を這はうような、ノイズを帯びた低い声が繰くり返す。

「なんでもねえよっ」

　うわずった声でハーヴェイが答えたが、ノイズ質の亡ぼう霊れいはさらにじっとりとハーヴェイを睨にらんで三み度たび『約束ってなんだ？』「わざとやってるだろあんたっ」喚わめいてハーヴェイがラジオの電源に手を伸ばし「あ」『あ』キーリとラジオの短い声を最後に、亡霊の顔が映像を切るように横に歪ゆがんで搔かき消えた。

「あーあ。あとで怒られるよ……」

　電源を入れなおしたときのことを考えてキーリは溜ため息いきをつきつつがっかりと肩を落とした。結局邪じや魔まが入ってしまい、なんだか白しらけたような気まずい空気が風に流されることなく二人のあいだに停滞する。列車の振動にあわせて小刻みに揺れる自分の膝ひざを見つめながら、

　あれ、でも、もしかして。

　ハーヴェイがわざわざラジオの電源を切ったということは……。

　ちらっと横目で〝期待の眼まな差ざし〟というやつを送ると、しかしハーヴェイはあからさまにわざとらしく視線を逃がして

「あー俺おれ、チョコ嫌いなんだった」

　などとめちゃくちゃ卑ひ怯きような逃げを打った。「えぇーっ」口の中をチョコレート味でいっぱいにしたキーリはがーんとショックを受ける。食えばいいだろって自分で言っておいてそれを逃げ口上にするとは、そ、そんな手を使ってまで嫌いやがるか。

　やっぱり結局はぐらかされた……もう十七なのに、十四歳から十七歳じゃキーリにしてみたらだいぶ大人おとなになったと思うのに、ハーヴェイからしたらまだまだ子供なんだろうか。

　それなら来年になったらいいのかな。来年なんて、

　あるかどうかわからないのに。

「……らない」

　呟つぶやいた自分の声と一緒に、するりとひと筋、こぼれた涙が頰ほおを滑って唇に吸い込まれた。口に広がっていた甘いチョコレートの味にしょっぱい味が滑り込んでなんだか甘苦い微妙な味になった。

「キーリ？　おい……」

　ハーヴェイがぎょっとした顔をして覗のぞき込んでくる。チョコレート・バーを握った手の甲でキーリは乱らん暴ぼうに涙を拭ぬぐって顔を背けた。こんなことくらいで泣いたりしてハーヴェイを困らせたら駄だ目めだと思ってもしゃっくりみたいな嗚お咽えつが喉のどに引っかかる。前言撤てつ回かい、十七歳は、やっぱり少しも大人なんかじゃない。

「……いらない。何もいらない。約束なんてどうでもいい。何もいらないから……」

　どうか、お願ねがいです、この惑星に奇跡の力を持った誰だれかがいるのなら。

　来年も、その次の年も、その先もずっと、みんなが一緒にいられますように。

　……わかってる。何もいらないなんて言っておいて、これが何より贅ぜい沢たくな、いちばん難むずかしい願いだってことくらい。昔、本当に何も持っていなかった頃ころよりも、私はきっと泣き虫でわがままになった。

「キーリ」

　静かな声が頭にかかった。列車の音に心地ここちよく馴な染じむ掠かすれ気味の低い声。

「なあ、首都の用事が片づいたらさ、イースタベリの乗換駅の、タダイが住んでた家があるだろ。今だいぶ荒れてるけど、住めるようにして、俺おれ、あそこに住みたいな」

　思いも寄らないハーヴェイの提案に、視し線せんを伏せて俯うつむいていたキーリは思わず少し顔をあげた。泣き顔を拭ってハーヴェイの横顔を振り仰ぐ。デッキの外を流れていく景色に顔を向けたままハーヴェイは横目だけをこっちによこして小首をかしげる仕し草ぐさをし、

「どう思う？」

　訊きかれてキーリは目を丸くしてから、

「い……いいと思う。すごく」

「だろ？　乗換駅からなら、兵長の墓も近いしさ」

　と、ハーヴェイはキーリの膝ひざの上のラジオに視線を向けて少しだけやわらかく笑った。

　あの乗換駅から廃線路を南へ行った廃坑に、兵長や他ほかのたくさんの戦没者たちが眠る墓標の群れがある。いつか兵長のラジオが壊こわれたとき、そこにラジオを持っていく約束……乗換駅に住むことになったら、ときどきお墓を訪ねることもできる。例えばお弁当と新しいラジオを持っていって、お弁当を広げて最近のことをいろいろ報告しながら、兵長の好きなロックを聴きかせてあげることもできるだろう。もちろんラジオがずっと壊こわれないでいてくれたらそれが何より嬉うれしいけれど。

　でも……。

　そんな平へい穏おんで幸せな未来があり得るなんて、心から願ねがってはいても想像することができない自分がいる。ハーヴェイ自身だって信じているとは思えないのに、どうして今、キーリにそんな話をするんだろう。将来の計画なんて今まで一度だって話したことないくせに。本当にそうなると思っていないからこそそんな理想を話しているように思えて、キーリはかえって不安になる。ハーヴェイの存在が、なんだか遠く稀き薄はくになっていくようで。

「じゃあ、その前に全部片づけよう。俺おれもお前も、それぞれやることがあるだろ。な」

　笑って「な」と言われても素直に応こたえることができずにキーリは曖あい昧まいに視し線せんを俯うつむけた。握りしめた食べかけのチョコレート・バーを意味もなく見つめる。キーリのやるべきこと……父親かもしれない人と会って事実を確たしかめること、それからベアトリクスを助けること。今はその次のことを心配している暇は、確かにない。

「キーリ」

　重ねて言う声とともにハーヴェイの手が伸びてきて、ちゃんと頷うなずけよお前、みたいに頭を押された。仕方なくこくんと頷きながら、隣となりにあるはずの煙草たばこの匂においがなんだか遠くに感じられて、（そんなわけはないんだけど）振り向いたら誰だれもいないのではないかという気がして顔をあげられない。

　ぷお────……

　列車の警けい笛てきが重く長く、線路の後方に尾を引いていく。この線路の行く先が、そんな平穏な未来へと届く前に谷底へと落っこちているのではないかと、悪いほうにばかり向いてしまう思考を無む理り矢や理り切り替える。

　大丈夫。この手の感触と煙草の匂いは幻ではなくて、ちゃんと隣にハーヴェイはいる。
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　それからしばらく、特に何を話すでもなく平穏な（とも言えないけど）旅路が続いたところで、列車がふいに速度を落とした。客車に戻っていたキーリが窓に張りついて前方に目を凝こらすと、岩がん壁ぺきの斜面を切り崩して造られた野ざらしのホームが見えてきた。車窓の景色がホームに滑り込み、がこん……と前に引っ張られる慣かん性せいを最後に停車した。

　仮設で造られたような、必要最低限のものしかない駅だった。あばら屋同然の駅舎と簡かん単たんな柵さくで囲われたホームがあるだけで、改札らしきものすらない。駅の周囲にも何もなく、駅舎の脇わきから岩がん壁ぺきに囲まれた細い上り坂が延びているのが見えるのみ。とはいえ駅に停とまったからには利用する人間がいるはずだが、（乗客はキーリたち一行と監かん視しの兵士しかいないので降りる客がいないのはもちろんのこと）閑散としたホームには乗車を待っているような人間の姿はまったく見えない。

（あっ……）

　座席から訝いぶかしげに外を眺めていたキーリは窓ガラスに両手をつけて目を見張った。

　客車の前後のタラップから、列車を降りてホームへと流れていくたくさんの人々がいた。もちろんキーリたちの他ほかに乗客などいなかったはずだ、しかもあんなにたくさん、いずれにしろとても二に輛りようの客車には収まりきらないほどの人々が。多くの者は砂色っぽい作業着を着て、つるはしやシャベルなどの道具を担いでいる者もちらほら見える。

　まるでそれ自体が風景の一部であるかのような茫ぼう漠ばくとした、永遠に続くかと思う長い長い行列がホームを抜けて岩壁の上り坂へとゆらゆらと消えていく。目を丸くして窓の外を凝ぎよう視ししているのはキーリ一人だけ。ハーヴェイやヨアヒムはたいして気にとめている様よう子すはなく、監視の教会兵にはそもそも何も見えていないようだ。

（死者の、行列……？）

　ホームを抜けていく人々の列が蜃しん気き楼ろうのようにいつの間にか消えた頃ころ、あの老ろう機き関かん士しが機関車から降りていくのが見えた。背は低いが幅の広い肩につるはしを担ぎ、もう片方の腕には長い棒きれのようなものを何本も抱えている。何をするんだろう……死者の行列のほうは見えていなかった監視の兵士も老機関士の行動には訝いぶかしげな視し線せんを向けている。戸惑う乗客たち（老機関士には乗客扱いされていない気がするが）を残して老機関士は相変わらず不ふ機き嫌げんそうなのしのしした歩き方でホームの端のほうへと歩いていく。

「すいませんね、少しだけ待ってもらえますか。爺じいさんの気が済むまで」

　老機関士と揃そろいのつなぎを着た男が前方の連絡扉から顔を覗のぞかせ、申し訳なさげに頭を下げてそう言った。老機関士よりもだいぶ年若い青年で、機関士見習いだと聞いている。

　窓の外に視線を戻すと、老機関士はホームを囲う柵さくに沿ってつるはしを打ちつけはじめている。

　いや、あれは柵ではなくて──柵かと思ったものは、無数の棒きれの群れだった。長いものや短いもの、太さも傾き方もさまざまだが、ホームの外がい縁えんに沿ってまるでいろんな人が少しずつ食べかけにした巨大サイズのチョコレート・バーみたいにほぼ同じ間隔で地面に突きたてられている。

　あれは……墓標だ。たくさんの墓標。

　つるはしで掘った穴に、老機関士は持ってきた棒きれを突きたてて新たな墓標を立てはじめた。列車に背中を見せて、独り、何かに憑つかれたように黙もく々もくと。







『上に作業場があるようだな……』

　少しすると死者の行列の最後尾が上り坂の先へと消え、ラジオを持ってキーリはホームに降りてみた。深い穴から吹き抜けるような、ぼう────……という風の唸うなりが岩肌の斜面を這はって響ひびいてくる。死者たちの嘆きのようにも聞こえる、悲しげな低い音。

　老人の背中は二本目の墓標を立てはじめている。誰だれも手伝うなと言いたげな頑かたくなな背中にキーリは少し首をすくめた。

「五、六本立てたら気が済むみたいなんで。お急ぎのところ本当にすみませんね」

　声をかけられて振り返ると、老人と揃そろいの煤すすで汚れたつなぎ姿の、しかし老人と対照的に背が高く瘦やせぎすの機き関かん士し見習いの青年が立っていた。困った爺じいさんでねえ、と呆あきれた苦笑いを浮かべている。あの老機関士とこの若い機関士見習いと、二人がこの貨物列車の乗務員とのことだった。老機関士はキーリたちに対して嫌いやに敵対的だが、見習いのほうは反対に妙に腰が低いというのも対照的だ。

「ここは……坑道ですか？」

「坑道だった、というのが正せい確かくかと思いますが。二、三年前に開拓がはじまった新しい坑道だったんですけど……もう古い坑道からは資源が採れなくなってきてますからね。でも、落らく盤ばん事故があって閉へい鎖さされたんです」

「落盤事故……？」

　何気なく周囲を見まわしながら近くまで来ていたハーヴェイが、それを聞いた瞬しゆん間かんふとそばを離はなれるのがわかった。ハーヴェイのほうに横目を送りつつキーリは機関士見習いから話の続きを聞く。

　あの老機関士の息子も監かん督とく官かんとしてここの開拓に参加していたが、落盤事故に巻き込まれて還かえらぬ人となったのだそうだ。もともと教会の出資で開拓がはじまった坑道だが、現場の不便もあって教会は満足な救出活動を行わず、多くの行方ゆくえ不ふ明めい者を残したまま救出活動は立ち消えになり、こうして現場は放置されている。老機関士はこの駅を通るたびに一時停車し、救出されなかった人々を悼いたんで数本ずつ墓標を増やしていくのだという。

「そうだったんですか……」

「だから爺さん、教会の関係者が嫌いなんですよ。どうか悪く思わないでやってください……って言っても無理だと思いますが、あまり気にしないでください。機き嫌げんが悪いのはいつものことなんで。ったく、老人ってのは頑固だからなあ」若い見習いはやれやれと頭を搔かき、今のうちに弁当食おうかなあとか独りごちながら機関車に戻っていった。

　見習いを見送りながらキーリはちょっと憮ぶ然ぜんとして毒づいた。

「教会関係者だって、私たち」

『傍はたから見りゃそう見えるだろ。教会兵の護ご衛えいつきで首都に向かってんだから』

「私は、関係者じゃない……あんな人たちの……」関係者じゃない。否定する声は、弱々しく尻しりすぼみになった。

　ホームの端に沿って歩いているハーヴェイに視し線せんを送る。ポケットに手を突っ込んで散歩でもするみたいにぶらぶら歩いているようでいて、物思いに沈んでいるようにも見える。

　ハーヴェイは、キーリよりも先に気づいたのだろう。

　ウエスタベリのスラムの民家に隠れていた兄弟から聞いた話──数年前、首都の山脈で新しく開拓された坑道で落らく盤ばん事故があり、たくさんの労働者が犠ぎ牲せいになった。犠牲者が多すぎるため遺体は首都でまとめて埋葬されることになり、家族のもとへは帰されなかったという。

　その話をしてくれた心こころ優やさしい青年を、結局助けてあげることができなかったことを、ハーヴェイはずっと気にしている。

　ここは、たぶん間違いなく、クリフトフが最初に死んだ事故現場だ。

　ふらふら歩いていたハーヴェイと、棒きれの束を抱えて歩いてきた老ろう機き関かん士しとが行きあうのが見えた。お互い前を見ていなかったので軽く腕がぶつかり、老機関士が持っていた棒きれがばらばらと地面に散らばった。腰を落として拾おうとしたハーヴェイから老機関士が棒きれを引ったくり、

「さわるな、放っとけ！」

　突然の怒声にキーリはきゅっとすくみあがった。奪い取った棒きれを老機関士が乱らん暴ぼうに横に振り、鈍い音を立ててハーヴェイの上着の右みぎ袖そでのあたりを直ちよく撃げきした。「あっ」思わず駆け寄ろうとしたが、老機関士がすぐに棒きれを引いたのでキーリはとりあえず数歩で立ちどまる。

　あたった感触に違和感があったのか、老機関士は今のではじめてハーヴェイの右腕がないことに気づいたようだ。気まずそうなしかめ面つらをしたものの、ふんと居い丈たけ高だかに鼻を鳴らしただけで、突っ立っているハーヴェイを押しのけるようにして棒きれを搔かき集めまたのしのしと作業の続きに戻っていった。

「ひどっ……」

『なんだあの態度はっ。謝あやまりもしねえでっ』

　ハーヴェイは左手で軽く右の脇わき腹ばらを押さえて見送っただけだったが、これにはキーリとラジオのほうが憤ふん慨がいした。拾うのを手伝おうとしたのにいきなり殴るなんて、いくら教会関係者が嫌いっていってもあんなに無条件に乱暴に接することはないじゃないか。

「まあ放っとけよ。世の中には〝敵〟が必要な種類の人間ってのがいるんだよ」

　老機関士に抗こう議ぎに行こうかとすら考えていると、背中に冷めた声がかかった。いつの間に背後に立っていたのか。キーリは反射的に一歩跳とび退のいて距きよ離りを取り、黒い長衣の（偽）神官の長身を振り仰ぐ。

「〝敵〟が必要な人間……？」

「そ」

　あからさまに避けられたことにヨアヒムはひょいと肩をすくめつつ、

「敵意をぶつける相手がいないと生きていけない種類の人間。そういう人間からすると、あいつみたいに諦てい観かんしてる奴やつはすげえむかつくのさ」

　と、馬ば鹿かにした視し線せんをハーヴェイのほうに向けて唾つばを吐く真ま似ねをした。ハーヴェイは老ろう機き関かん士しの対応にべつだん怒った様よう子すも傷ついた様子もなく、変わらない足取りで車しや輛りようのほうへと戻っていく。

　諦観しているというのとは違うと思うけれど、確たしかにハーヴェイは他人にあまり敵意を持たない……というか、自分に向けられる無意味な敵意というものに無む頓とん着ちやくなほうだ。

（〝敵〟が必要な人間……）

　墓標を打ちつける作業を一人続ける老人の頑かたくなな背中に視線を送る。大切な人を失って、何かに怒りをぶつけないと生きていけなくて……。もし自分が大切な人を失ったら、と考えてみる。もし教会がハーヴェイやベアトリクスを害するようなことがあったら……私も同じだ。絶対に教会を許さない。

　ヨアヒムも、敵が必要な種類の人間なのだろうか。訊きこうと思ったが、現れたときと同じように気がつくとふらりと視界からいなくなっていた。本当に影かげか幽ゆう霊れいみたいな男だ。

　敵意や怒りが人の存在の糧かてとなるのなら、ハーヴェイの存在の糧ってなんだろう。キーリは不安な視線をさまよわせ、少し離はなれた貨車の側そく壁へきに寄りかかって煙草たばこに火をつけている長身瘦そう軀くを見つけた。灰かい白はく色しよくの蒸気を含んだ山脈の風が赤しやく銅どう色いろの髪を搔かき乱す。

　今、ハーヴェイの存在を繫つなぎとめているのはきっと、首都の問題をなんとかしないといけないということだ。じゃあもし、それがすべて済んだときは……。

『まあわからねえでもねえけどな、敵意や怒りが人のエネルギーになるっていうのは。亡ぼう霊れいなんかは未練や怨おん念ねんが存在のエネルギーそのものだしな』

　自分の存在を微妙に棚にあげて言うラジオに、キーリは少し気を取りなおして笑えみをこぼした。いつもどおりのラジオの口く調ちように救われる。ラジオがいてくれることがいつもキーリたちのプラスのエネルギーになる。

「兵長の存在のエネルギーは文句言うことだね」

　冗じよう談だんめかして言うキーリにラジオの声が力強く答える。

『おう、まだまだ百万年分は言い足りねえぜ。お前らときたらいつまでたっても世話焼かせやがって、死人にむち打つってのはこのことだ。おおっそうだ、ちょうどいいから一つ言っとくぞ、いいかキーリ』

「え？　……うん」

『俺おれはいつだってお前の味方ではあるが、しかしだな、』

　と、ふいに真ま面じ目めな口調になったのでキーリまで神妙な顔になって見おろすと、ラジオは深刻な話をするように一拍の間をおいてから、

『いいか、接せつ吻ぷんはまだはやい！』

「せっっ」

　って、いつの時代の言葉っ？　いきなりのことに絶句するキーリにかまうことなくラジオはがりがりと厳いかめしいノイズを立ててまくしたてる。『接吻ってのは結婚の契ちぎりを交わした男女がするもんだっ。俺おれの目が黒いうちはそんな破は廉れん恥ちな行為は許さねえからなっ』ち、契りとか破廉恥とかって……。「ふ、古いよ兵長……」『こういうことに古いも何もねえっ。わかったな、キーリ。約束だ』「エー……。う、うん……」納得できないながらもラジオの勢いに気け圧おされて、はあ、とキーリは肩を落とした。さっきもうちょっとのところで邪じや魔ましたの、絶対わざとだったんだ。どうりでタイミングがよすぎると……。『まったく最近の若いもんときたら気軽にすぐ接吻だのなんだのと……』いつの時代の年寄りなんだみたいなことをラジオはまだぶつぶつ言っている。

　深々と溜ため息いきをついてキーリはラジオから視し線せんを泳がせた。

　すでに四、五本目の新たな墓標を立てはじめている老ろう機き関かん士しの背中を眺める。幅が広くて力強いのに、とても孤独に見える背中。教会が嫌いだというあの老人は、いったい誰だれが死者への祈りを届けてくれることを信じてあの墓標を立てているのだろう。

　作業を続ける老人の背中越しに、キーリは静かに目を伏せて、死者たちの墓標に控えめな黙もく禱とうを捧ささげた。誰に祈りを届けたいのか、キーリ自身にも心に浮かぶ神はいなかったけれど。

（兵長、じゃあ……）

　目を閉じたまま、心の中で呟つぶやく。

（ずっと目が黒いままでいてよ。どこにも行かないでよ。ちゃんとずっと見張っててよ……）

　祈りは、誰に届くのか。







　貨車の壁かべに背中を預け、くわえ煙草たばこの煙越しに頭を垂れて黙禱するキーリの後ろ姿を眺める。二年半前、出会った頃ころからすでに神の存在に疑問を感じていたらしい少女は、しかし何かにすがらずにはいられないように、おそらく彼女自身にもなんだかわかっていないものに対して時折り祈っていることがある。

　ねえ、ハーヴェイは気がついてる？　教会に神さまなんていないってこと──。

　弱冠十四歳の、教会の寄宿学校の制服を着た少女がそんなふうに言ったのは、考えてみるとかなり歪ゆがんだことではないだろうか。

「バッカだよなあ。なんで信じてもいないもののために祈りの真ま似ねごとなんてするのかねえ」

　揶や揄ゆする声が片耳に入ってきた。横目で睨にらむ視線を向けると、神官姿の男が客車のデッキに腰を降ろして相変わらず嫌味いやみな笑いを浮かべている。

　距きよ離り、約三歩。お互い一歩ずつ踏み込めば急所を狙ねらえる間合い。

「教会の神を信じてないガキが教会の最高権力者の血筋だなんて、笑い話だよな。ははっ」

　喉のどの奥で引っかかる笑い方が癪しやくに障る。その話題に乗ってやる気はなかったのですっぱり無視し、前方に視し線せんを流したまま声のトーンを落として問う。

「キーリを利用してシグリ・ロウに接触して、どうするんだ」

「わかりきってること訊きくなよ」

　相手の口く調ちようはあくまで軽けい薄はくなまま変わらない。こちらも変わらない低い声で、

「……殺すつもりか？」

「だったらどうする。とめるか？」

　すぐには答えなかった。作業が終わったようで老人がつるはしを降ろし、キーリも祈りをやめて顔をあげた。少しきょろきょろしてからこちらを振り返り、二人で喋しやべっていることに目をとめて不安げな表情を見せたものの、先に戻ってる、というように客車を指差すジェスチャーを残して一いち輛りよう目めの客車のほうへと戻っていく。遠目にそれを見送りつつ会話を再開する。

「シグリ・ロウのところに、ベアトリクスが捕まってる」

「ベアトリクス？」きょとんとしたような一拍の間があってから、「あー思いだした。あのうるさい金髪女。へえ」へえ、へえ、とヨアヒムは何度かうっとうしく繰くり返したあと、何やら面おも白しろそうにまた喉の奥で笑って言った。

「交換条件ってことか。俺おれがそいつを助ければ、シグリを殺すのをとめない、と」
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「……別に、そういうつもりじゃない」

　ぼそっと答えた自分の声は、否定ではあったが否定というには歯切れが悪く、どっちかというと答えを保留したという感じになった。そんな意図があって話したと言われればそうかもしれないが、相手はキーリの血けつ縁えん者しやかもしれない。旧友とキーリの血縁者、どっちかを切り捨てろと言われたら……今のところそんな選択肢を考える気はない。

　ヨアヒムはあからさまに舌打ちして地面に唾つばを吐いた。

「教会の呆ぼけ老人を殺すのに躊躇ためらう理由なんてねえだろ。キーリの親だかなんだか知らねえが、そんなことは俺には関係ないし、それで八十年間俺たちが追っかけまわされてたことがチャラになんてまったくならねえ」

「復ふく讐しゆうしたらそれで満足するのか？　そんなことに意味があんのかよ」

「意味？　受けた敵意の礼をするのに意味なんているのかよ。お前のそういう、反へ吐どが出るほど甘いところが大っ嫌いなんだよ。なんでもかんでも悟ったような顔しやがって、あーあーご立派なことで」

「だったらお前は……受けた敵意を全部跳ね返して、それでお前に何が残るんだよ。結局何がしたいんだ、お前は、」

　きんっ──。

　高い音が響ひびいた。大きく一歩踏み込みざま右腕を振るったヨアヒムの手に刃を出したフォールディング・ナイフがある。貨車の側そく壁へきに軽く傷をつけて跳ね返り、切れた赤毛が数本はらりと風に舞まう。

　一いつ時とき張り詰める緊きん張ちよう感かん。お互い動きをとめて至近距きよ離りで睨にらみあったあと、左手でふいとヨアヒムの手首を払うと、ヨアヒムはあっさり手を引いてナイフの刃をたたんだ。

「相変わらずむかつくな、お前は」

「安心しろ。俺もだ」

　ナイフをポケットにしまってヨアヒムはきびすを返し、デッキに跳び乗って車しや輛りようへと消えていった。

　ぷお────……。列車が警けい笛てきを鳴らし、灰かい白はく色しよくの分厚い蒸気が吐きだされる。「発車しますよ。乗ってください」機き関かん士し見習いの男が機関車のタラップから身を乗りだして声をかけてきた。老機関士はすでに作業の片づけを終え、つるはしを担いで見習いの脇わきから無言で機関車に乗り込んでいっている。

　煙草たばこを踏み消してデッキに乗ろうとしたとき、意い識しきの端にふと気配けはいが引っかかった。

「……？」

　デッキのタラップに片足をかけて振り返る。後方の貨車の陰で何かが動く気配を感じた。褐炭状の化石資源を積つみ込んだ屋根のない貨車が十輛近く連なっているが、未いまだ左右で微妙にピントのあわない視力にはべつだん変わったものは映らず、最後尾のほうは暗く霞かすんで沈んでしまう。

「ハーヴェイ？」

　一いち輛りよう目めの客車の窓からキーリが顔を出した。「ああ」手すりに摑つかまってデッキに身体からだを持ちあげるのと同時、軽い振動と重苦しい蒸気を吐きだして列車がホームを滑りだす。車輛に入る前に再度後方に連なる貨車を振り返ったが、特に気になるものはなかった。

（視力、落ちてきたな……）

　左目を押さえて軽く頭を振った。〈北西鉱山区〉の峡きよう谷こくで出会った異い形ぎようの獣けもの──タテガミにもらった左目は一応神経が繫つながって使えてはいるが、思った以上に劣化がはやくふいに一いつ瞬しゆんだけ映像が途と切ぎれたりする。右目の視力も完全には回復していないので、全体的にノイズのひどい通信映像の中にいるような状態になることが時折り起こる。もうしばらく、まともにもってもらわないと困る。

　最後にもう一度、ホームの外がい縁えんに沿って長さのちぐはぐな柵さくのように立てられた墓標の列を眺めた。遠ざかっていく墓標の群れはすでに乱雑に灰皿に突き刺さった黒いマッチ棒のようにしか見えない。あの中に、クリフトフのために立てられた墓標もあるだろうか。

　祈る対象がわからなくても──一秒だけ目を閉じて黙もく禱とうした。

　二輛目の客車の後方から車内に入るとヨアヒムの姿はもうなく、前のほうのボックス席の左右を占めてカードゲームをしていた三人の兵士がこちらを振り返った。中の一人が焦って手を滑らせ、持っていた手札がばらばらと通路に舞まい落ちた。気にせず通路を進む。別にわざと踏んだりする気はなかったが、ばらけたカードを拾おうと腰をかがめた兵士がびくっとして手を引っこめた。さっきまで一輛目の見張り当番についていて、サーベルを拝借した（奪ったとも言う）比較的若い兵士だ。

　それぞれの体勢のまま釘くぎでも打ちつけられたように硬直して見送る兵士たちに一いち瞥べつをくれただけで普通の足取りで通路の真ん中を通り、前方の連絡扉の手前で、ふと足をとめた。唐突に振り返ったので一瞬気を抜いたらしい兵士たちがまた硬直した。ごくりと唾つばを飲み込む音まで聞こえてきそうだ。

　内心で肩をすくめた。ヨアヒムに言われた台詞せりふが頭に浮かぶ。なんでもかんでも悟ったような顔しやがって──悟っているつもりはまったくないが、教会兵や教会そのものを忌き避ひしてはいても、敵意のようなものを覚えたことは別にないのは事実だった。ひらたく言うと、どうでもいい人間に敵意を持つことにどれほどの意味があるのか。

「俺おれの顔、怖い？」

　爛ただれが残る左ひだり頰ほおを肩口で示して訊きいてみる。瞳ひとみの色が左右で違うというおまけつきだ。誰だれも率先して答えなかったので通路にしゃがんでいるさっきの若い兵士に対象を絞って視し線せんを向けると、兵士はあわあわと

「たっ、多少」

　などと答えた。

「多少？」

　傷ついた顔をすると「ひっ、い、いや、別に」と弁明する。そこまで怖がられるようなことをした覚えはないのだが。それ以上の答えを聞くことに興きよう味みがなくなり溜ため息いきをついて連絡扉に向きなおったとき、おずおずした声が背中にかかった。

「あの……それは、痛いのか？　不死の兵士は痛みを感じることがないと聞いた……」

　車しや輛りようを出ようとしたところをもう一度振り返る。睨にらまれたと思ったのか「いや、あの、失礼した」と質問を取りさげようとした兵士の声を遮って、

　ばん！

　後ろ手に連絡扉を殴ると、当の兵士はもちろん他ほかの二人も真まっ蒼さおになって凍りついた。

「同じだよ」

　硬直した車内の空気に列車のかすかな振動と自分の声が響ひびく。

「あんたたちと同じだ。怪け我がしたら痛いし、面おも白しろいことがあったら笑うし、怖いと思うことだってあるし、それに……カードもやるよ？」

　通路に散らばったカードに視し線せんを落とし、視線をあげて口の端で少し笑った。

「今度やる？　言っとくけど俺おれ強いよ」

「の、望むところだっ。不ふ死し人にんなんぞに負けはしないっ」

　若い兵士はおろおろしていたが年配のほうの一人が顔を紅こう潮ちようさせ声を荒げて請うけあう。未いまだ偏見たっぷりではあるもののむやみに畏おそれられてはいない、ようやく対等な反応を引きだせたことに満足し、素直な笑えみを残して車輛を出た。

　一輛目と二輛目の客車を繫つなぐデッキに立って、一度立ちどまる。車輛の外がい壁へきに跳ね返る風が乱気流となり髪を搔かき乱す。デッキの隙すき間まに見える空を見あげた。砂色の薄うす雲ぐもに霞かすむ、何十年も、おそらく何百年も変わらない惑星の空は今日もただ茫ぼう漠ばくと漂っているだけで、進む方向を示してくれることはない。

（ユド……。俺は今、そう間違ってない方向に進めてるかな……）







　一輛目の連絡扉をあけた途端とたん、目に入った光景にぐらっと目め眩まいがした。

　ヨアヒムが通路の真ん中にしゃがんで足もとにチョコレート・バーを置き、バケツのようなものをその上に被かぶせて棒を立てている。どう見てもネズミ獲とりか何かの罠わなだが、何を釣ろうというのか……。連絡扉の脇わきに立っている見張りの兵士と、真ん中あたりの座席に座ったキーリが冷ややかな視線でそれを眺めている。

「……何をやってんだ、お前は」

　キーリと同じく冷ややかな目つきで問うと、ヨアヒムがしゃがんだまま顔をあげた。

「お前こうやって手なずけたんじゃねえの？」

「んなわけねえだろ」どこまで本気なんだ。意外と本当に本気かもしれないのがこいつの中の常じよう識しきの恐ろしいところだ。

　ふてくされて罠わなを片づけながらヨアヒムは玩おも具ちやをねだる子供そのものな感じで、

「俺おれも犬が欲しい」

「私、犬じゃなーいっ」

　たまらずキーリが席を立って反はん論ろんしたときだった。




　ぐぉぉんっ……




　まさしく犬の咆ほう吼こうに似たこもった音がどこかで聞こえた。続いて悲鳴とも怒号ともつかない複数の男の声と剣けん戟げきの響ひびき。はっとして今入ってきたデッキを振り返る。

「なんだっ？」

　見張りの兵士が気け色しきばんで連絡扉から飛びだしていく。「ちょっ、待て──」あとを追ってデッキに駆けだしたときには見張りは二に輛りよう目めの連絡扉をあけようとしている。

　べちゃっと嫌いやな音を立てて、小窓の内側に何かが張りついた──血みどろの人間の手のひらが。五指と手のひらの痕あとを赤く残してその手がずるりとガラスをこすり、窓の下に消える。同時、小窓を割って突きだしてきた腕が扉の前で立ちすくむ見張りの兵士の首を摑つかんだ。

　関節が骨張ったいびつな長い指、細胞が腐って溶け落ちたような緑色の皮ひ膚ふ──。

「ハーヴェイっ──」

「出てくるな、中にいろ！」

　背中に聞こえたキーリの声に反射的に切り返し、一輛目の連絡扉を後ろ手で閉めた。キーリの呼ぶ声が扉に遮られて遠くなる。二輛目のデッキに飛び移りざま首を絞めあげられている兵士の腰からサーベルを抜き、

　ずんっ……。

　体重をかけて、小窓に向かってサーベルの切っ先を突き刺した。肉を貫通する不快感が腕を通して重く伝わってくる。

「ぐうぅ……」

　低い揺らぎのある獣けものの唸うなり声。小窓から突きだしていた腕の力がゆるみ、解放された兵士がデッキに尻しりもちをついて倒れ込む。突き刺したサーベルごと扉が外側にはずれ、扉にもたれかかるようにしてそれが姿を現した。

　ぼろぼろの布の切れ端を身体からだに巻きつけただけの、緑色がかった腐った死体としか言いようがないもの。焦点のあわない瞳ひとみがゆらゆらと虚こ空くうを泳ぎ、こちらを向いた。

（さっきの……）

　列車に乗り込む前に感じた気配けはいがこれだったのかと自分自身に舌打ちした。停車中に車内に入り込んだのか──。小窓越しに突き刺したサーベルは正せい確かくに喉のどの急所を貫いていたが、そいつは効いたふうもなく自分に突き刺さったサーベルの刃を素手で摑つかんだ。危うく柄から手を放して引きずり寄せられるのを避け、

「悪く思うなっ」

　気合いとともに、扉越しに全体重を叩たたきつけて体当たりを食らわせた。

　走り続ける列車の突風を全ぜん面めん積せきで受けて扉が煽あおられ、そいつの巨体を巻き添えにしてデッキから投げだされる。一緒に車外に放りだされそうになったがすんでのところで手すりにすがりつき、風にはためく自分のコート越しに振り返ると、壊こわれた扉とそれの巨体が線せん路ろ沿いの岩肌をもんどり打ってバウンドしあっという間に後方に飛ばされていった。

　肩で荒い息をしながら手すりをまたいでデッキに這はいあがる。倒れている兵士の容よう態だいを見ると、頸くびの骨を砕かれてすでに事切れていた。……とりあえず、脳の酸素が不足しているのかなんの感情もわいてこなかった。

　若干ふらつきながら二に輛りよう目めに足を踏み入れたとき、

　それでもさすがに今度は、入り口で立ちどまってこみあげてきた嘔おう吐と感かんを飲み込んだ。

　二輛目は死体と血の池と化していた。連絡扉の窓ガラスについた手形の持ち主である兵士の死体が足もとに転がっている。今しがた会話を交わしたばかりの、あの若い兵士だった。

　それは、痛いのか？──

　遠えん慮りよがちにそう訊きいてきた、ついさっきそんな会話を交わしたばかりの。

　残りの二人は──一人は通路の先の血ち溜だまりの中に俯うつぶせに倒れていた。もう一人、一番年配だった男は座席に深くもたれて座り込み、うなだれているだけのようにも見えるが、窓に叩きつけられたのかガラスにべっとりと血がこびりついて下に向かってこすれている。

　強烈な吐き気と目め眩まいが同時に襲おそってきた。軽くよろけて戸口に寄りかかり口を押さえる。怒りとか後悔とか、あるいは慟どう哭こくとも言えるよくわからない感情がこみあげてくる。敵意はなくても別に好意もない、どっちかというと対立関係にある人間だった。それでも、ほんの一分ばかり前に会話をした、今度カードで勝負しようと、不ふ死し人にんなんぞに負けるものかと粋いきがっていた、そんな人間の無惨な死体が目の前に転がっている。

　あのとき、感じた気配をもう少し気にとめていれば、こんなことには。

　みしり、とどこかで軋きしむ音がした。まだいる──周囲の気配に気を張り詰める。視界の端を影かげが横切り、はっとして振り返ったとき、

　がしゃん！──

　通路の向こう、後方の連絡扉の小窓が外側から割れた。







「兵長、外に何かいるっ……」

　かりかりかりとさっきから車しや輛りようの壁かべを引ひっ搔かくような音が聞こえている。『キーリ、俺おれを放すなよ』「う、うん」ラジオを腕に抱いてキーリは周囲に怯おびえた視し線せんを走らせた。ハーヴェイと見張りの兵士は後方の連絡扉から飛びだしていったきり戻ってこない。

　屋根の真上で何かが走る音が聞こえた気がした。ラジオをきつく抱きしめて後ずさると後ろにいたヨアヒムにぶつかった。思わず距きよ離りを取りつつ振り返るとヨアヒムは片方の肩をすくめ、傍ぼう観かん者しや気取りで座席の背もたれに頰ほお杖づえなんかつく。

「なんか面めん倒どうなもんが入り込んだみたいだなあ」

　他ひ人とごとみたいに言うヨアヒムをキーリはきっと睨にらみつけた。ヨアヒムは気にしたふうもなく、呆あきれた仕し草ぐさで天てん井じようを仰いで首をひねる。

「だって他人ごとじゃねえか。あいつはなんであんな一いつ生しよう懸けん命めいなの？　いつから人助けが趣しゆ味みになったんだ？」

「ハーヴェイは、あんたとは違うっ」

　皮肉る言い方にむっとしてヨアヒムの足を踏んづけようとしたとき、車輛の外で大きな軋きしみが聞こえた。ヨアヒムから離はなれて身をすくめ周囲を窺うかがう。ぎし、ぎし、と車輛全体が締しめつけられるように外側から軋んでいる。

　どこにいるんだ──壁？　屋根？

　気配けはいを探って左右に視線を走らせたとき、側そく壁へきの窓ガラスを突き破って何かが飛び込んできた。窓枠を蜘く蛛もみたいに逆さまにつたって現れたものにキーリは目を見張った。

　緑色がかったのっぺりした肢体、甲こう殻かく虫ちゆうの複眼を思わせる瞼まぶたのない二つの目玉、肉が削そげ落ちて関節が異様に目立つ長い四し肢しを窓枠に這はわせて入り込んでくる姿は実際そういう種類の虫みたいで、生理的な嫌けん悪お感かんに鳥肌が立つ。無む意い識しきに後ずさってたたらを踏み、通路の反対側の座席に背中をぶつけた。

　よろけて座席に倒れ込むのと同時、抱えたラジオから衝しよう撃げき波はが飛びだした。しかし狙ねらいを逸それてわずかにそれの腕を掠かすっただけで空気の塊が壁を叩たたく。

　たたんだ四肢をバネのように伸ばしてそいつが飛びかかってきた。

「きゃああっ」

　座席の上で転んだ格好で身をすくめたとき、

　飛びかかってきたそいつの動きが、キーリの頭上でふいにとまった。頭を抱えたままおそるおそる顔をあげると、

「ちぇ。カモネギのお嬢じようさんをキズモノにするわけにはいかないんだよな」

　面倒くさげな悪態をついて、ヨアヒムが右手に持ったフォールディング・ナイフをそいつの胸に突き刺していた。「ぐぅぅ……」そいつが喉のどから苦しげな声を漏らし、もがいてナイフを引き抜こうとする。しかしもがくほどに逆にナイフがさらに奥まで押し込まれ、ヨアヒムの右手がずくずくと胸の中に埋まっていく。キーリは固まったまま目を見開いてその様よう子すを凝ぎよう視しする。

　ナイフでえぐられた胸の中心からいびつな形の石の心しん臓ぞうが姿を見せた。ヨアヒムが口の端を歪ゆがめて笑い、右手にさらに力を込めて心臓を摑つかみだそうとする。生物の体内から発せられるとは思えない、ぎちぎちという奇怪な音が軋きしむ。

　ヨアヒムの姿にも変化が起きていた。心臓を摑んだ右手から腕に向かって血管が浮きあがり皮ひ膚ふが爛ただれを起こして溶けはじめている。歪んだ笑いを浮かべる頰ほおの片側にも血管が浮き、皮膚が崩れて肉が覗のぞく。自分の姿にかまったふうもなく、ヨアヒムはそれの身体からだの内部に繫つながった生体ケーブルを引きちぎって素手で心臓を摑みだした。

　それが苦しげにもがきながら後ずさって窓にぶつかり、壊こわれた人形みたいに倒れ込む。瞼まぶたのない双そう眸ぼうを虚こ空くうにさまよわせて断続的に痙けい攣れんする姿にキーリは吐き気を覚え、震ふるえる両手で口を押さえた。

　数秒もすると、ぜんまいが切れたように次第に動かなくなった。

　生体ケーブルとコールタール状の黒い血液が滴したたる石の心臓を無雑作に右手に持ったままヨアヒムがこっちを振り返る。石を持った右手の甲で右頰を拭ぬぐうと溶けた皮膚がずるりと剝むけて、キーリは小さな悲鳴をあげた。少しもしないうちにすでに皮膚の再生がはじまっている右頰を歪めてヨアヒムは薄うすく笑い、

「怖い？」

「……こっ、怖くないっ……」

　強気で言い返しつつもラジオを抱きしめて後ずさりながらキーリが答えたとき、前方と後方、両側の連絡扉が同時にあいた。

「何を騒さわいどるか！　今度こそ放りだすぞ！」

　前方の扉からシャベルを振りあげて現れた老ろう機き関かん士しが、場の状況を目にしてさすがに一いつ瞬しゆん怒声を閉ざした。後方の連絡扉からはハーヴェイが戻ってくる。キーリはほっとして表情を明るくした。ハーヴェイのほうは車しや輛りようの状況を一いち瞥べつすることなく連絡扉を乱らん暴ぼうに閉め、持っていたサーベルをレバーに突っ込んでいる。

　直後、小窓のガラスを割って突きだしてきた緑色の腕が、危うく頭を逸そらしたハーヴェイの頰を鋭するどい爪つめでわずかに削そいだ。サーベルで閂かんぬきをされた扉が外側からがたがた揺れる。

「前に行け！」

　今にも壊れてはずれそうな扉を離はなれてこっちに走ってきながらハーヴェイが叫ぶ。ヨアヒムがやれやれという感じで我われ先さきにきびすを返し、突っ立っている老機関士の脇わきから連絡扉を抜ける。「キーリ、平気か」「へっ、平気」座席にへたり込んでいたキーリもハーヴェイに腕を取られて助け起こされ、背中を押されて通路を走りだした。

　シャベルを振りあげた格好で突っ立っている老機関士を押しやるようにして一緒に前方の連絡扉を抜けたとき、後方の扉が激はげしく揺れて戸口からはずれ、そいつらが姿を見せた。

　二体？　いや三体？──キーリの目が確かく認にんする前にデッキを抜けて全員で最前列の機き関かん車しや輛りように飛び込む。「な、なんですか、いったい？」若い見習いが不ふ審しんげにデッキに顔を出し、後方の客車に現れた化け物を目にして悲鳴をあげた。

「切きり離はなせ、はやく！」

「は、はいっ？」

　ハーヴェイの指示に、わけがわかっていなさそうながら見習いが機関車と一輛目の客車とを繫つなぐ連結器をあたふたと切り離しにかかる。しかし焦あせる見習いの手もとは怪しく連結器はなかなかはずれない。そうこうしているうちに奴やつらが客車を抜けて迫ってくる。

「うおお！　化け物どもが！」

　雄お叫たけびをあげたのは、それまで一方的に押しやられるだけで啞あ然ぜんとしていた老機関士だった。何かに憑つかれたように叫んでシャベルを振りあげ、デッキに飛びだしていってやみくもに振りまわしはじめる。「馬ば鹿か、戻れっ」ハーヴェイの声は届かず、振りまわしたシャベルを化け物の一体に摑つかまれて引き寄せられ、老機関士の姿が客車に消えた。

「くそっ」

　舌打ちとともにハーヴェイがあとを追ってデッキに駆けだすのと同時、振動とともに連結器がはずれる音がした。

「ハーヴェイ、駄だ目めっ」

　とっさにキーリは手を伸ばしてハーヴェイのコートの背中を摑んだ。軽くたたらを踏みながらハーヴェイが振り返り、コートにしがみつくキーリの手を取る。「先に行ってろ。今日中に追いつかなかったらお前一人で首都に行くんだ。俺おれもあとから行く」「やだっ」ハーヴェイの声を遮り、周囲を切り裂く風に負けない声でキーリは叫ぶ。

「キーリ──」

「一人でなんかやだ、行かない！　私、ぜったい行かないから！」

「いいから行けって」

「嫌いやだ！」

　首を振って叫びながら、自分の幼稚さを思い知っていた。嫌だ、嫌だ、一人にしないで──十四歳の駄だ々だっ子の自分が頭の中で泣なき喚わめいている。自分は十四歳の頃ころからちっとも成長していない。子供っぽくて、頑固で駄々っ子で、ハーヴェイに引っついてまわっているだけで。でも……でも離れるのはもう嫌だ。今度こそ次はないんじゃないか、もう会えないんじゃないかという気がして。

「キーリ」

　しがみつく手を強引に引ひき剝はがされた。顔を寄せてハーヴェイが囁ささやく。デッキを吹き抜ける風が壁かべとなって二人の周囲を包み、ハーヴェイの静かな低い声だけが耳に届く。

「約束する。絶対迎えにいく。そしたら──」

　がこんっ……。

　重い衝しよう撃げきとともに車しや輛りようが離はなれはじめ、最後の台詞せりふは風に呑のまれてよく聞こえなかった。「ヨアヒム！」機き関かん車しや側のデッキに突きとばされ、後ろにいたヨアヒムに受けとめられる。『あの、馬ば鹿か野郎っ……。キーリ、頼む、俺おれをっ』うねる突風にラジオの声が飛ばされる。

「停とまって、戻ってください！　お願ねがい！」

「無理ですよ！　ていうか嫌いやですっ」

　機関車を振り返って叫んだが、見習いの機関士が喚わめき返して運転席に駆け戻っていく。

　離れていく客車をキーリはもう一度振り返った。客車側のデッキに残ったハーヴェイの顔があっという間に遠のいていく。

　違う。あのときとは同じじゃない──。

　自分自身に言い聞かせた。十四歳の自分と今の自分は同じじゃない。それぞれのやることを片づけよう、ハーヴェイはそう言った。だからキーリのやるべきことを、今どうするべきかを、考えて見極めろ──。

　きっと唇を引き結び、ラジオの吊つり紐ひもに両手をかけた。







「ハーヴェイ！」

　呼ばれた声に、客車に向かって走りだそうとした足をとめて振り返る。「持ってって！」刹せつ那な、キーリにぶん投げられたラジオが『うわああああ』悲鳴をあげながら一いつ直ちよく線せんに突っ込んできて、

　ごっ。

　顔面を直ちよく撃げきされ一いつ瞬しゆん視界が飛んだ。

「おっ……、お前なあっ」

「あ、ご、ごめんっ」

　ラジオを引っぺがして怒ど鳴なると、機関車のデッキから身を乗りだして投球ポーズを取ったままキーリが蒼あおくなっている。

　化け物を罵ののしる老人の濁だみ声ごえが背後で聞こえた。背後の客車に視線を送って舌打ちをしてからもう一度機関車を振り返り、ラジオを掲げて軽く笑ってみせる。

　サンキュー。大丈夫。そう伝わるように。

「ヨアヒム！　妙なことしたら殺す！」

　キーリの後ろで飄ひよう々ひようと他ひ人とごとを決め込んでいるヨアヒムに捨て台詞を残し、ラジオを首にかけながらきびすを返して客車に駆け込んだ。

　通路の途中に老人が持っていたシャベルが落ちていた。走り抜けざま腰をかがめて左手で拾う。老人の姿は通路の奥、肩口に鉤かぎ爪づめを突き刺され吊つりあげられながら、それでもなお相手に無意味な罵ば声せいを浴びせている。「このっ」踏み込みの加速も乗せて、老人を襲おそっているそれの顔面にシャベルを思いきり叩たたきつけた。

　よろけた敵が連絡扉の戸口からデッキに倒れ込み、そのまま車外へ吹っ飛ばされていく。巨体がもんどり打って車しや輪りんに轢ひき潰つぶされ、激はげしい震しん動どうとごりごりとミンチが製造される音に全身が総毛立つ。車体がぐらりと片側に浮きあがる。

　通路にくずおれた老人を助け起こそうと駆け寄ったとき、

『ハーヴィー！　まだいる！』

　ラジオのノイズと警けい告こくの声にはっとして背後を振り仰ぐ。直後、視界の横から薙ながれた腕に側頭部を殴り倒され、抱えた老人と一緒にデッキに転がりでた。もんどり打って後ろの車しや輛りようの壁かべにぶつかったあと、突風に煽あおられてデッキから車外に投げだされた。視界の真横を車輛の側そく壁へきが滑り抜けていく。

　機き関かん車輛から切きり離はなされた残りの車輛は幸いにもすでにだいぶ速度が落ちていた。老人を抱えたまま何回転か岩肌をもんどり打ち、肩口でひどく地面をこすってかなりの距きよ離りを滑ったものの、どうにかそこで停とまった。

　最後尾の車輛の壁が真横を抜けた数秒後、前方で岩肌を激しく削る轟ごう音おんが轟とどろいた。

「くっ……」
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　精神力を搔かき集めて痛覚を遮断し、倒れたままどうにか頭を持ちあげる。

　前から何なん輛りようめかの貨車までが脱だつ線せんして横転し、先頭の客車が岩棚の端からぎりぎり落ちそうなところでかろうじてとどまっていた。貨車に積つまれていた化石資源がぶちまけられ、からからと崖がけを転げ落ちていく。

　目の前の惨状に深い吐息が漏れた。乗客が乗っていたらどれほど無惨な被害になっていたことか──幸いと言っていいのか、生きている人間はもう、あの列車には乗っていなかった。

「兵長、生きてる……？」

『おう。そっちは』

「なんとか」

　下した敷じきになっていたラジオの無事を確かく認にんし、腕を立てて身体からだを起こそうとしたが、袖そでがぼろぼろに裂けて肩と肘ひじの関節の骨がうっすらと見えていた。「ちっ……」傷口に意い識しきを集中してみたが再生はのろのろとしかはじまらない。一箇所に治ち癒ゆ力りよくを集中したため頭痛を覚えて視界が暗くなり、再生は途中で諦あきらめた。痛覚は遮断しているので左腕全体に痺しびれたような鈍い感覚が残る。

　そばに倒れている老人の容よう態だいを見ると、背中と肩口に爪つめ痕あとが深く食い込み作業服が血染めになっていた。這はい寄って顔を覗のぞき込み、声をかける。

「爺じいさん、おい、生きてるか」

「さ、さわるなっ……」

　弱々しいながら罵ば声せいとともに乱らん暴ぼうに手を払われて、「っと」自分自身ふらついていたこともあり、よろけて軽く尻しりもちをついた。つい呆ぼう然ぜんとしてしまったが『なっ……このっ』ラジオのほうが怒りの声をあげたので、一拍おいてから拒絶されたことに気づく。歯を食いしばって頑かたくなに自力で身を起こそうとする老人の作業服に見る間に血の染みが広がる。

「無茶むちやすんなって」

「さわるなと言っとる、教会の犬なんぞにっ……」

　貸そうとした手を老人はまた振り払ったが、その反動で肩口から倒れ込んだ。痛みと出血で朦もう朧ろうとしているようで、もう起きあがる力もなく俯うつぶしたまま浅い呼吸を繰くり返す。「くそ……ったく」舌打ちをして、老人の腕を取り身体の下に潜もぐって担ごうとした。ラジオが抗こう議ぎのノイズをあげる。

『そんな頑固者放っておけっ。こうまで言われて助ける義理なんてねえっ』

「うるさいよ……」

　自分のほうも若干朦朧としているようで聴ちよう覚かくが遠く、ラジオの声が歪ゆがんで耳に届く。

『ハーヴィーっ』

「俺おれは……」呟つぶやく自分の声まで歪んで聞こえた。半分独り言のような愚ぐ痴ちが漏れる。「もうこういうことで後悔はしたくないんだ、俺はっ……。なんで、俺の目の前で起きるんだ、放っときたいのに……」微妙に苛いらついている自分に気づいていた。目の前で助けられずに絶命した人々の顔が頭をよぎる。クリフトフのときもそうだった。ついさっき、気軽な会話を交わしたはずのあの兵士たちも。無関係な場所で起こってくれたら無関係のまま放っておけるものを、どうして俺おれの目の前で死ぬんだよ。目の前で死なれるのは、やっぱり後味が悪いじゃないか、放っとけないじゃないか。

　担ぎあげて立ちあがろうとしたが、がくんと一度膝ひざが崩れた。

『ハーヴィー、やめろっ』

「うるさい、わかってる……」

『何をわかってるってんだ、貴様が動けなくなるぞ、聞き分けろっ』

「うるさいって……普段ふだんだったらあんたが、助けろっていう、くせに、勝手なこと……」

　言い募るラジオの声がやかましく耳に障った。心配して言ってくれているのは十分わかっているのに愚ぐ痴ちで返す自分に自分で苛々する。うるさいうるさい。半ば自分自身に向かって頭の中で繰くり返す。放っておきたいのに放っておけない自分に向かって。

　もう一度老人を担ぎなおし、どうにか立ちあがって歩きだしたとき、視界の端で動くものがあった。

　ずぐ、

　と腹部に嫌いやな感触。せっかく担いだ老人の身体からだを思わずずり落とした。

　自分の身体に視し線せんを落とすと、背中から脇わき腹ばらに向かって鋭するどい爪つめと節くれだったいびつな五指が第二関節あたりまで突きだしていた。「……っ」片膝をつきながら背後を振り返る。半身を列車の車しや輪りんに轢ひき潰つぶされ半ば肉塊と化した化け物が、線路に這はいつくばったままこっちに腕を伸ばしている。人の腹に手を突っ込んどいて、瞳どう孔こうのない空虚な双そう眸ぼうがまるで助けてくれとすがるように見あげてくる。……どいつもこいつも、なんで俺の目の前で。

　一いつ瞬しゆんの甘い躊ちゆう躇ちよが仇あだになった。脇腹の肉をねじりとられる激げき痛つうが走る。

『野郎！』

　ラジオのスピーカーから衝しよう撃げき波はが飛びだした。敵を直撃して吹っ飛ばしざま、しかしそいつの腕が空を薙なぎ、ラジオの吊つり紐ひもが爪に引っかけられた。吊り紐が引きちぎれラジオが地面に転がる。

「兵長っ」

　衝撃波の反動でよろけながら手を伸ばそうとしたとき、

　立ちあがろうとした化け物の足が、ラジオの真上に踏み降ろされた。めきゃっと、筐きよう体たいが潰れて部品が飛び、針が振り切れるような大きな雑音を最後に音が途と切ぎれる。

「──！」

　頭の中が、閃せん光こうを浴びたように一瞬白くなった。

　何を踏んだのだろうとでもいうように、そいつがいったん片足をあげて首をかしげる仕し草ぐさをする。もう一度足を踏み降ろそうとした刹せつ那な、「てめえっ」脇わき腹ばらに激げき痛つうを覚えてうまく走れないままほとんど転がるようにそいつにぶつかっていった。体当たりを食らわせてラジオから突き放し、線せん路ろ脇わきに落ちていたシャベルを引ひっ摑つかむ。

　俯うつぶせに倒れたそいつの背に切っ先を突きつけ、思いきり叩たたきつけた。肉を突き刺す感触のあと、かんっと硬いものにぶつかる。かまわずにさらに渾こん身しんの力でシャベルを突き降ろす。

「はあ……、はあ……」

　肩で息をしながら地面に膝ひざをつき、同時にシャベルが手から滑り落ちた。コールタール状のどろりとした血液とともに、倒れたそいつの身体からだからケーブルを引きずった石の心しん臓ぞうが転がり落ちた。両の瞳ひとみを虚うつろに見開いたまま、そいつはぷつりと動かなくなった。

　思考回路は半ば麻ま痺ひして、ただ吐き気だけがした。

「兵長……」

　掠かすれた声で呼びかけながら、膝で地面を擦すってラジオに這はい寄る。筐きよう体たいが無惨にひしゃげたラジオから返事はない。「へいちょ……」我われながらひどく情けなくなる声だった。なんで最後に言った台詞せりふが、うるさい、って、そんなので……そんなので終わるのは嫌いやだ。

「ごめん、ごめん、……頼む、返事してくれ……」

　這い寄ってラジオの上にかがみ込み、額ひたいをつけて土下座でもするように声をかける。しかしどんなに呼びかけてもスピーカーからはわずかなノイズすら返ってくることはない。

　頭の上で気配けはいを感じた。もう顔をあげる気力も体力も残っていなかったが、少したってからそれでものろのろと視線をあげる。霞かすみがかかって見える視界の先、線路の前方で横転した列車から、緑色がかった腐った死体が数匹這いだしてくる。

　ぐうぅ──……

　うぅ──う──……

　文字どおり死んでも死にきれない、苦しげな呻うめき声が風の唸うなりに乗って山脈の鉄道に響ひびく。

　這いだしてきた死体たちが前かがみに身を起こし、ゆらゆらと亡ぼう霊れいのような歩き方で、見つけた獲え物もののほうへと──こっちへ寄ってくる。「く……そ」ラジオを腕に抱えて老人を振り返るが、担いで逃げる余力があるかどうか自分自身相当に疑わしい。立ちあがろうとして足がふらつき膝をつく。

　そのとき、

　ぎゅぼっ──

　圧あつ縮しゆくした重い空気を一気に解放したような濁にごった銃声が轟とどろいた。

　先頭に迫っていた死体の身体の中心にぽっかりと穴があき、死体が俯せに倒れ込んだ。さらに数発、連続して銃声が轟き、役立たずの壊こわれた人形みたいに死体が次々と吹っ飛ばされて倒れ込む。

（まさか──）

　這はいつくばったまま頭をもたげ、線せん路ろの先に目を凝こらす。

　陽かげ炎ろうに霞かすんでゆらめく線路の先に複数の人ひと影かげが現れた。フルフェイスのいびつな装甲服を身にまとい、その純白の装甲服と対照的な漆しつ黒こくの大口径の銃口を揃そろって携えた、

　モノクロでできた死神のような集団が。







[image: ]













　暇だ。

　そろそろ退屈が限界に達してきたので猫をからかうことにした。

「ガム食う？　ガム」

　ホームの隅にしゃがみ込み、駅舎の壁かべ際ぎわで丸くなってこっちを窺うかがっているみすぼらしい生き物にガムを差しだしてみる。警けい戒かいしながらそいつがそろそろと近づいてきたが、もう少しで捕ほ獲かくというところで身をひるがえして逃げようとしたので後ろ脚をむんずと摑つかんだ。

「ギニャーッ」

　濁にごった鳴き声とともにそいつに激はげしく引ひっ搔かかれ、つい手を放すとそいつは勢いあまって無様にもんどり打ったあときしゃーっと威い嚇かくを残して一目散に壁を駆けのぼり駅舎の裏手に逃げていった。「ちぇ。せっかくガムやろうと思ったのに」猫がガムまみれになってくっついて困るのを見たら暇ひま潰つぶしになるのではないかと思った。

　行き場を失ったガムを口に放り込み、くちゃくちゃと嚙かみながら引っ搔かれた手の甲を見おろす。三本の引ひき攣つれた引っ搔き傷から浸みだす血が次第にじゅくじゅくした膿うみのような黒いコールタール状に変化し再生がはじまる。修復が行き過ぎて余った細胞が腐肉と化して足もとに落ち、即座に蒸発して干からびる。しばらく眺めていたがやがて興きよう味みを失った。

　しゃがんだ格好のまま首を振り向け、

「なー」

　と猫なで声をかける。ホームの突端に腰を降ろした少女は線せん路ろの先に視線を固定したまま反応しない。

「なー。なー」

　無反応。

「なーってば。いい加減諦あきらめて行こうぜ。待ってたってあいつ来ねえよ。食われたんだよ」

　そこまで言うとようやく反応があった。きっとした表情で一度こっちを振り返り、すぐにまたつんと前を向いて、

「一人でどこでも行けばいいでしょ。誰だれも一緒に待っててなんて言ってない」

　わお。エイフラムに対するのとすげえ態度の違いだよこの小娘。そんなに嫌われてるかねえとヨアヒムは肩をすくめた。「だって俺おれ、お前と一緒じゃないとシグリ・ロウに会えないじゃん。化け物の集団に襲おそわれた令れい嬢じようを保ほ護ごして無事送り届けてシグリ・ロウに感かん謝しやされるっていう素敵すてきなシナリオが台無しじゃん」喋しやべりながら再び手を見おろすと、まるで食虫植物が口をあけるように傷口がまた開いてじゅくじゅくと膿うんでいる。傷口を舐なめるとコールタールの血液と膿んだ細胞の味が口の中のガムに絡まった。

　ふと視線をあげるとキーリがまた振り返っていた。

「シグリ・ロウ……って人に会って、どうするの？」

　険しい声こわ音ねで。

「殺すの？」

「だったらどうする。とめるか？」

　エイフラムにもしたような問いかけをする。キーリは少しのあいだ半眼でこっちを睨にらんでいたが、視し線せんを前に戻してこう答えた。

「……別に」

　それきりもうひと言も喋しやべらず、頑として動かないという態度を露ろ骨こつに表してまた線路の先を見み据すえる。貨物車しや輛りようしか使わない閑散としたホームの突端。一直線に荒野を突っ切る線路が消える地平線に砂色の陽かげ炎ろうがたゆたい、次第に夕方の赤しやく銅どう色いろを帯びはじめている。もうしばらくすると陽ひが落ちる。

「あーあ。散歩でもしてこよ」

　溜ため息いきをついてヨアヒムは腰をあげた。立ちあがると右手から腐肉がぼとぼとと足もとに崩れ落ち、舌打ちをして外がい套とうのポケットに手を突っ込んだ。
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　線路の先に人ひと影かげが見えたような気がして、キーリは一いつ瞬しゆん期待して立ちあがりかけた。しかし春先の陽炎が作る錯さつ覚かくだとわかり、落胆してホームの端に膝ひざを抱え座りなおした。

　人ひと気けのない寂れたホームには一輛だけになった機き関かん車輛が停とまっていた。機関士見習いの若者はどこかに救援を求める連絡をしに行ったらしく、駅舎に駆け込んでいったきりしばらく戻ってこない。

　山脈沿いの坑道を行き来する貨物列車の荷降ろしと、坑道で働く労働者の乗り降りにしか使われていないそうで、鉄骨とトタン板で組まれた簡かん素そな駅舎があるだけの殺風景な駅だった。〈北西鉱山区〉が首都の資源庫として栄えていた頃ころはこの駅ももっと賑にぎわっていたのだろうが、今は旅行者はもちろんのこと労働者の姿もなく閑散としている。駅の背後には、労働者が住む集落なのだろう、山脈の斜面にへばりつくようにしてごみごみしたスラムが広がっている。このあたりのエリアは首都のために労働力を提供していながら首都に住むことができない人々のスラムなのだそうだ。山脈から〈門の街〉へと繫つながっている水路がこのあたりの地下にも横たわっているらしく、全体的に古い水の匂においがする。

　水の匂いの中に、かつてここを通った人々が遺のこした想おもいがうっすらと漂っていた。

　駅という場所にはたくさんの人々の想いが停滞している。新しい街に着いたばかりのはずんだ心、大切な誰だれかを残していかなければいけなかった人、どこかへ行きたくても行けなかった無念の心、帰ってこない誰かの帰りを待ち続けた人……。

　低い建物が密集するスラムの向こうに首都のゲートである城じよう壁へきがそびえている。あのゲートを越えると首都の〈機き械かい都市〉。城壁の向こうの斜面に濃のう灰かい色しよくの尖せん塔とうが林立する都市の影かげが見える。首都の教会総本山を最後の巡礼地として目指してくる巡礼者たちには重厚で畏い敬けいの対象なのであろうあの塔の群れは、どんよりとガスがかかって不景気な眺めに見えた。まるで墓標の群れのように。

　誰だれの墓標？……

　キーリの大切な人たちの墓標になることがないように。

　そんなことを考えてしまい、ぎゅっと心しん臓ぞうのあたりを押さえた。

（ハーヴェイ、兵長……大丈夫……？　今どこ……？）

　心細くなる気持ちをどうにか繫つなぎとめようとした。不安なことを考えないように、ハーヴェイの声だけを頭の中で何度も思いだす。




　イースタベリの乗換駅の、タダイが住んでた家があるだろ。

　今だいぶ荒れてるけど、住めるようにして、俺おれ、あそこに住みたいな──。




　口く調ちようが少し投げやりなのはいつもの癖くせで、静かに穏おだやかに話す低い声が胸に沁しみ込み、心が落ち着いてくる。

「にゃあ」

　足もとでふと鳴き声が聞こえた。視し線せんを落としてキーリはぱちくりと瞬まばたきをした。

　足を投げだして座ったホームの下に猫がいた。しかも白いのや黒いのや縞しま柄がらなど四、五匹くらいも集まって、キーリの足もとをうろうろしたりホームに跳び乗ってきたりしている。

「な、何……かな？」

　ちょっと引き気味になりつつ、つい猫に向かって訊きいてしまう。

　どの猫も野の良ら猫ねこっぽくずいぶん汚れて瘦やせていた。そういえばこの駅に着いたばかりのときにも猫を見かけて、誰かが餌えさをやっているらしくこのあたりには野良猫が集まっているのだと機関士見習いの若者が説明してくれたのを思いだした。それはそれとして、野良猫ってこんなふうに無む警けい戒かいに見ず知らずの人間のそばに集まってくるものだろうか。

　猫はキーリのそばに集まっているわけではなく、隣となりにもう一人、別の人影があることに気がついた──今しがたまで誰もいなかったはずなのに。少しばかりぎょっとしてキーリは隣を振り返る。白っぽい作業服を着た男がキーリと並んでホームの突端に座り、足もとの猫たちを何気なく見おろしていた。

　つい無ぶ遠えん慮りよに男を凝ぎよう視ししていると男もこちらに顔を向け、キーリと目があうと少し驚おどろいた顔をした。けれどそれからすぐに淡く笑って、

「こんにちは」

　穏おだやかでごく自然な挨あい拶さつに、キーリもとりあえず、

「こ、こんにちは」

　と挨拶を返す。人の好よさそうな笑い方をする、瘦やせた若い男だった。作業服は坑道の労働者だろうか。

　猫たちはキーリではなくて男の周囲に集まっているのだった。足もとをうろうろしてじゃれついたり、寄り添って座りすっかり安心した顔をして後ろ脚で耳を搔かいたりしている。不ふ思し議ぎそうに見ているキーリの視し線せんに気がついて男が苦笑し、

「前にちょっと餌えさをやったら、なんか集まってきちゃって」

「ああ……」

　とキーリは曖あい昧まいに頷うなずく。猫に餌をあげていたというのはこの人だったのか。

　でも……。

　キーリの心理が伝わったのか、男も寂しそうに視線を伏せた。

「もう俺おれ、餌やれないんだけどね……ほら、何もないんだってば」

　脚を振って追い払う仕し草ぐさをしてみせるが、猫たちは無む警けい戒かいに男のそばに寄ってきて何かを期待する目で見あげる。

　一いつ時とき考えて、キーリは自分の鞄かばんを膝ひざの上に引き寄せて中を探り、携帯食の干し肉の袋を見つけだした。少しずつちぎって足もとにばらまいてみる。猫たちは警戒した目でキーリを見あげている。しかし一番大きな白い猫が寄ってきて干し肉に食いつくと、他ほかの猫たちも集まってきた。一番小さい瘦せた黒猫だけは離はなれたところで最後まで警戒していたが、やがて我慢できなくなったのかそろそろと寄ってきて、他の猫たちの隙すき間まからひょこっと顔を出し餌をがっつきはじめた。みんなお腹なかが空すいていたみたいだ。

　猫たちの様よう子すをしばらく見おろして、男がこちらに笑顔えがおを向けた。

「ありがとう」

「いえ」

　キーリははにかみ笑いを返す。

「懐なついてるんですね、猫たち」

　干し肉に食いつく猫たちを二人で見守りながらキーリが微笑ほほえましげに言うと、男は困ったような微妙な笑えみを見せた。「ちょっとした気まぐれで残り物やって、別にずっと面めん倒どうみようと思ったわけじゃないんだけど……。なんだってこんなに懐かれちゃったのかなあ」はあ、と深い溜ため息いき。

　ぼやく男の反応に既視感を覚えた。なんだか昔、よく見た表情。誰だれだろう？　誰かに似ている。

（あっ、ハーヴェイ……）

　最初に会った頃ころのハーヴェイと重なったのだとすぐに気づく。

　ちょっとした気まぐれで関かかわったせいで面めん倒どうな女の子に懐なつかれてひっついてこられて、最初はすごく迷惑そうにしていた。それでも結局ほっぽりだされることはなくて……。ということは、さしずめこの一番小さい黒猫が十四歳の頃ころの自分かな、なんて思う。黒くてちっちゃくて愛想がないところなんか、昔の自分に似ているかもしれない。

　それからしばらく、餌えさを食べる猫たちの様よう子すを男と並んで見守っていた。空の砂色が次第に黄たそ昏がれ色いろに近づきつつある、二人と猫たちだけの静かな時間。背後にそびえる機き械かい都市から常に聞こえる低い地鳴りのようなボイラー音がかすかに空気に浸透している。

　やがて干し肉をたいらげると猫たちはキーリにお礼の態度を示すでもなく、また男の足もとに集まってじゃれつきはじめた。男は少し邪険に脚を振り、

「俺おれもう、面倒みてやれないんだって。もうどっか行っちまえよ、ほら、あっち行け」

　追い払おうとするが、猫たちは遊んでもらっていると思っているのか飛とび退のいたり飛びつこうとしたりして喜んでいる。男の脚に飛びついたあのチビの黒猫が脚をすり抜けてぺちゃっと転び、起きあがって不ふ思し議ぎそうにきょろきょろする。

　猫たちは……わかっていないのだろう。

　彼がすでにこの世にいない人だということを。駅に漂うさまざまな人々の残思念の一つでしかないということを。

「なんで行かないんだよ……。俺じゃなくてもいいだろ、餌くれる人間なんて他ほかにもいるよ」

　まいったなあとうなだれて溜ため息いきをつく男の様子にキーリは少し笑ってしまった。恨めしげな視し線せんを向けられて慌ててごめんなさいと取とり繕つくろい、

「あの、あなたのこと、好きなんだなって思って」

「最初に餌やったのが俺じゃなかったら、俺じゃなくても別によかったんだよ」

「でも、餌をあげたのはあなただったから」

　キーリの答えに、意外そうに男が瞬まばたきをした。自分の口から出たことにキーリ自身少し驚おどろいてしまい、自分の台詞せりふの意味を考えつつ話す。

「……あなたじゃなくてもよかったのかもしれないです。他の誰かでも同じだったのかもしれない。でも、そのとき現れたのはあなただったから、この子たちが好きになったのはあなただった。……それだけのことじゃ、駄だ目めなんでしょうか？」

　一いつ時ときぽかんとした顔で男に見つめられ、なんだか語ってしまった自分が急に気恥ずかしくなって「あ、当たり前のことですね……」尻しりすぼみになって縮ちぢこまる。猫たちに絡まれながら男はしばらくこっちを見つめていたが、表情を崩して瘦やせた顔にやわらかい微笑を浮かべた。

「そうだな……当たり前だけど、そんなもんなんだろうなあ、きっかけなんて」

　どことなくハーヴェイと雰囲気が似ている人に笑顔えがおを向けられ、キーリは胸をきゅっと締しめつけられる思いがして視線を落とした。と、干し肉をあげたことをようやく認めてもらえたのか、猫たちがキーリの足にもじゃれついてきているのに気づき、

「あっ、私にも懐なついて……」

　嬉うれしくなって視し線せんをあげたとき、男の姿は消えていた。

　キーリと野の良ら猫ねこたちだけが残されたホームに北部の春先のまだ冷たい、しかし彼が残した微笑に似た不ふ思し議ぎと心地ここちよい風が吹き抜ける。

　男がいた場所をしばらく見つめていたあと、キーリは再び線路の先に視線を戻した。

　自分も何かを待ち続ける駅の思念や、家のない猫たちと同じみたい。

　十四歳の、あのみすぼらしいひとりぼっちの黒猫みたいな女の子が、不ふ死し人にんの男の人とラジオの憑ひよう依い霊れいの旅についていくことになったのは、本当に些さ細さいな偶然がきっかけだった。あのときの偶然の出会いがなかったら、ぜんぜん違った未来になっていたかもしれない。自分は今もまだイースタベリの寄宿学校で単たん調ちような生活を送っていたかもしれない。もしかしたら別の誰だれかと出会って、別の旅に出ていたかもしれない。もしかしたらその別の誰かがキーリの大切な人になっていたかもしれない。

　最初の偶然を起こしてくれる誰かは、誰でもよかったのかもしれない。あの窮きゆう屈くつな寄宿舎から連れだしてくれる誰かでさえあれば。

　でも、今はもう他ほかの誰かじゃ駄だ目めなのだ。いつの間にかかけがえのない、何に代えても守りたい大切な人たち。誰でもよかった誰かから、他の誰かとは代えがたい誰かになった、はっきりした変化の瞬しゆん間かんなんて、たぶんなかったのだろうけど。

　そんなもんなんだろうなあ、きっかけなんて──男の台詞せりふが脳裏に甦よみがえる。

（捜しに戻ろうか……）

　前にもこんなふうにひとり、寂れた駅で膝ひざを抱えていたことがあった。あのときそばにいたのは猫じゃなくて犬だったっけ。捜しにいけばいいじゃないですかと、あのとき背中を押してくれた人がいた。深しん緑りよく色いろの制服と制帽が似合う、年老いた駅長さん。自分はもう待つことしかできないけれど、あなたには自分で歩いていける足があるのだからと。

（捜しに戻ろうか……）

　もう一度考える。でも……。




　約束する。絶対迎えにいく。そしたら──。




　そしたら。ハーヴェイは最後になんて言った？　声が風に呑のまれる直前、かすかに聞こえた台詞を思いだす。

　そしたら。

　みんなで帰ろう。
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　昔、敵をなるべくたくさん殺せばいいと教えてくれたのは誰だれだったか、一番最初の記き憶おくにあるその人間の顔はのっぺらぼうで憶おぼえていないが、言われたとおりたくさん殺したらなんだか誉ほめられたのでもっと殺した。自分が一番たくさん殺していることがそれなりに誇りだった。

「まだ足りない……」

　サーベルにこびりついた敵の血と脂を指でこそいで舐なめる。その日は普段ふだんより殺した人間の数が少なく気分が悪かった。それでも一番たくさん殺したことに変わりはなかったはずなのに、その日、自分よりもたくさん殺した奴やつがいると聞いた。どんな奴だろうと思った。凶きよう暴ぼうで頭の悪い大男とかだろうか。

　サーベルの血を舐めながら考えていると、エンジンの爆ばく音おんとともに唐突に真横からトラックが突っ込んできて、……撥はねられた。

　部隊の他ほかの奴らが啞あ然ぜんとして遠巻きに見ている中、尻しりもちをついた格好でヨアヒム自身啞然として視し線せんをあげる。砂すな埃ぼこりを巻きあげ明後日あさつてのほうまで突進していって停とまったトラックの助手席から、自分たちの上官である大柄な男が若干よろっとして降りてくる。

「お前は二度と運転するな、エイフラム」

　上官の口からそんな声が聞こえた。

　運転席からそいつが降りてきた。無表情のまま小首をかしげて、

「何か轢ひいた」

「……俺おれだ」

　ヨアヒムが名乗って立ちあがると、そいつがこっちを向いた。人を轢き殺しかけておきながら取りたてて興きよう味みなさげな態度。

　忌いま々いましい赤目と赤毛のそいつとの出会いは、第一印象からサイアクだった。







「げほっ、げほっ……」

　駅舎の裏の壁かべ際ぎわにしゃがみ込み、喉のどに迫りあがってきたものをガムと一緒に吐きだした。黒ずんだ内ない臓ぞう片へんがガムと絡まって膝ひざ先さきに落ち、生き物のようにのたうったあと干からびる。壁に額ひたいを押しつけて不快感に耐えながら、転がっていた小石ほどのコンクリート片をいくつか右手に握り込む。拳こぶしの中でがりっとコンクリート片がこすれ、腐敗に侵しん蝕しよくされつつある手のひらの皮ひ膚ふに食い込んだ。

　コンクリート片を握りしめたまま拳を口に入れて皮膚を食い破る。腐敗した皮膚はあっけなく引きちぎれ、手の肉とコンクリート片を一緒に奥歯で嚙かみしだく。

　奥歯が欠ける音がし、唐突に我われに返って肉片とコンクリート片を吐きだした。

「くっそ……」

　壁かべに額ひたいをこすりつけてヨアヒムは壁際に倒れ込んだ。口の中にコンクリートと血の味が滲しみ、吐と瀉しや物ぶつの味の不快感を中和するどころか強きよう調ちようする。

　時折り起きる細胞の腐敗と過剰再生の発作の間隔が徐々に短くなってきていた。腐った内ない臓ぞう片へんを吐きだすと同時に意い識しきがぼやけて、気づくと自分自身の肉を喰くうような異常な行動をしている自分がいる。

　握りしめた右手の拳こぶしがかすかに震ふるえていた。

（怖がってる？　俺おれが？　何を？　いつか俺が俺を喰うんじゃないかって？　それとも死ぬこと自体を？）

　自分自身に猛烈に腹が立った。化け物に意識を喰われるくらいなら、その前に自分で心臓をえぐりだせばいいだけのことだ。今すぐに──。胸の中心に手をあてて強く摑つかむ。五指が皮ひ膚ふに食い込み、じわ、と血が滲にじむ。

　くちゃ、くちゃと何かを食はむ音がふいに聞こえた。

　壁際に這はいつくばったまま頰ほおをずらして見ると、みすぼらしく汚れた猫がさっき自分が吐きだした腐肉の臭においをくんくん嗅いで食いつきはじめている。白と黒のブチ模様でぴんと立った尻しつ尾ぽが途中でちょん切れた、ガムでおびき寄せようとして逃げたやつだ。

「……腹こわすぞ」

　一応忠告してみたが、よほど腹が減っているのかブチ猫は聞く耳を持つ様よう子すもなく（そもそも人間語を聞く耳があるのか知らないが）腐肉を食み続けている。若干ぼんやりした意識でブチ猫の短い尻尾を眺めていたあと、

「食うか？　こっちのほうが新しん鮮せん」

　寝転がったまま右手を差しだしてみた。コンクリート片が食い込んだ手のひらの傷口には再生がはじまったばかりの新しい肉が覗のぞいている。腐肉から顔をあげてブチ猫がこっちを向いたが、警けい戒かいしてぴたりと置き物のように固まっている。

「取って食ったりしねえよ（たぶん）」

　そう言って右手で軽く招く仕し草ぐさをすると、ブチ猫はそろそろと猫っぽく足音を忍ばせた歩き方で近寄ってきて、差しだした手のひらの血を舐なめ、肉を食いはじめた。相当飢うえていたらしい。人間の腐肉を食らうほどに。「腹減ってたのか。そっか……」呆ほうけた声で呟つぶやく。ブチ猫は熱ねつ心しんに肉を食んでいる。これはこれで腹を壊こわすか妙な病気にでもなりそうな気もするが、空腹を満たしてから感染症でも起こして死ぬかそれともこのまま飢え死にするか、どっちにしてもそのどっちかだろう。

「くすぐってえよ……」

　手のひらの肉を食む猫の舌の感触が、痛覚は切っているので痛くはないがむずがゆい。しばらくするとひとまず腹が満たされたのか、ブチ猫は食べるのをやめて手のひらの血を舐なめはじめた。

「こっち、こいよ」

　もう一方の手をブチ猫に向かって伸ばしてみる。ブチ猫が顔をあげ、窺うかがうようにこっちを見る。逃げるかなと思ったが、ブチ猫はそろそろと寄ってきて、差しだした左手に喉のどもとを押しつけてきた。薄うす汚よごれた野の良ら猫ねこの体毛はかなり抜け落ちてぱりぱりと固まっている。

　猫の撫なで方なんて知らないが指で喉もとをくすぐってみると、ブチ猫はごろごろという音を出した。「気持ちいいのか？」訊きいてみると猫はまたごろごろ言った。地面につけた片かた頰ほおに知らずに笑えみが浮かんだ。そうか、猫ってこういうふうにするとごろごろ言うのか。猫なんてはじめて撫でたから知らなかった。面おも白しろいな。ガムをくっつけて遊ぶよりは少しは面白い。

　指先で猫の喉を撫でながら、ぼんやりと考える。

　……食えるかな。

　瘦やせてるから、筋張ってて不ま味ずそうだな。

　毛をむしらないと、口の中が毛だらけになるな。

　食いにくそうだな……。

　ふいにどこかで振動が聞こえた。せっかく手なずけかけたブチ猫が、ぴょんと跳とび退のいてまた一目散に壁かべを駆けのぼりどこかへ消えていった。
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　車しや輪りんが近づいてくる振動だとわかる。低く響ひびく規則性のある音。

（なんだ……？）

　半身を起こした格好で、ふとあることに気がついて自分に慄りつ然ぜんとした。

　ブチ猫が逃げていった方向を振り返る。

　──今、

　俺おれの思考を支配していたのは誰だれだ？　俺か？　ダレダ？

　片手でこめかみを押さえる。思考がぼんやりして頭の芯しんに鈍い痛みがあった。

　車輪の音が近づいてくる。壁かべに手をついて立ちあがり、駅舎の表側にまわると、ホームの突端でキーリが背伸びをして線せん路ろの先に目を凝こらしている。黄たそ昏がれに染まりはじめた荒野の彼方かなたから車しや輛りようが近づいてくるのが見えた。黒塗りの装甲車輛──あの無む駄だに仰ぎよう々ぎようしくごてごてした装甲は一般の治安部じゃない、〈不ふ死し人にん狩り〉か──。

「おい、馬ば鹿かっ」

　ホームに突っ立っているキーリの腕を取り駅舎の脇わきに引っ張り込んだ。しかしまだふらついていて、キーリの胴を抱えるような格好で壁際に尻しりもちをつく。「ちょっ、放してっ……」キーリがもがいて足をばたつかせる。胴を抱えているヨアヒムの腕の腐敗に気がついて小さな悲鳴をあげ、「は、放してっ」さらに身をよじって逃れようともがいたが、

「〈不死人狩り〉だ」

　後ろから抱え込んだまま耳もとで囁ささやくと、理解したようでキーリも暴あばれるのをやめた。

　二人で息を潜ひそめて駅舎の陰から窺うかがっていると、装甲車輛はがりがりと一般の車輛よりも数倍やかましい騒そう音おんとともにホームに滑り込んできて、白い蒸気とともに停車した。

　駅舎の中から機き関かん士し見習いの男が何か喚わめきながら駆けだしていくのが見えた。装甲車輛から怪け我が人にんを乗せているらしい担架が降ろされる。担架に横たわっているのはあの老いぼれの機関士だった。重傷を負っているようで応急手当ての包帯から血が濃こく滲にじんでいるが、どうやら化け物どもに食われずに済んだらしい。ちょっと残念に思った。さんざん怒ど鳴なられてうっとうしかったから食われても別によかったのだが。

　装甲車輛を凝ぎよう視ししたまま掠かすれた声でキーリが呟つぶやく。

「ハーヴェイは……？」

「いねえな。食われたか、奴やつらに殺られたかな？」

　キーリがこっちを振り返って睨にらんできた。それからいきなり身をよじって飛びだしていこうとするので「待てってっ」キーリの胴を抱え込んでまた取り押さえ、また二人折り重なって転ぶはめになる。

「おいおい馬鹿かお前は、出てってどうすんだよ。不死人を見かけませんでしたか、なんて馬鹿正直に訊きくつもりか？」

「……」

　唇を嚙かみしめて押おし黙だまり、仇きゆう敵てきみたいに地面を睨にらむキーリの握った拳こぶしがかすかに震ふるえている。押さえ込んでいるヨアヒムの腕を強引に振りほどいて立ちあがったが、飛びだしていこうとすることはなく、その場に立ち尽くして壁かべの陰から装甲車しや輛りようを睨み据すえる。担架を降ろした装甲車輛は機き関かん士し見習いとひと言ふた言会話を交わしたあと、がりがりごんごんと無む駄だに威圧的な騒そう音おんを轟とどろかせていずこかへ去っていった。

　装甲車輛が見えなくなってから、駅舎の陰からキーリが飛びだし、停車中の機関車へと担架を押していく機関士見習いのほうへと駆け寄っていく。

「ハーヴェイはっ、どうしたんですかっ？」

　担架に乗せられた老人に勢い込んで問いかける声。しかし老人は前後不覚の容よう態だいのようで応こたえる声はない。「もう一つ上の駅まで行って病院に運びますけど、どうします？」立ち尽くすキーリに、担架を機関車に押しあげながら見習いが問う。

「……私は、もう少し待ちます」

　暗い声で答えてキーリが首を振るのを見て、見習いはそうですか、とだけ答えた。







　一輛のみになった機関車が蒸気を噴ふきあげて駅を去ると、キーリは再び無人となったホームの突端に立って線せん路ろの先を見つめはじめた。

（おいおい、まだ待つのかよ……）

　頑として動こうとしない様よう子すに、ヨアヒムのほうは勘弁してくれという気分で駅舎の壁にもたれて座り込む。赤しやく銅どう色いろに染められた夕ゆう陽ひが線路の先の地平線に半分ほどまで差しかかっている。あの輪りん郭かくが完全に地平線に呑のまれる頃ころには夜を迎える。

　陽が翳かげるにつれて地下水路から浸みだす水の匂においが濃こくなってくる。このあたりにも山脈から続く地下水路の出口が多い。奴らが夜行性なのかどうかまでは知らないが、夜よ闇やみにまぎれて這はいだしてこないとも限らない。

　夕陽が次第に地平線へと呑み込まれ、佇たたずむ少女の後ろ姿が逆光を受けて影かげとなり橙あかい輪郭で縁ふち取どられる。最後の斜陽が消える直前、地平線が横一直線に赤銅色の光に染まり、斜陽が完全に沈むとそのラインが地平線の両端から次第に消えて、夜の青灰色に侵されはじめる。

　夕闇と同化して影となった少女の背中が、唐突にきびすを返した。

　駅舎の壁にもたれてまだ当分待たされる覚悟をしていたヨアヒムはきょとんと瞬まばたきをした。

「首都に行く」

　硬い声で少女が言い放つ。

「諦あきらめたのか？　やっぱり食われたって」

　にやりと笑って皮肉ると、キーリはそれに食いついてくるでもなく凛りんとした口く調ちようで答えた。

「今日中に着かなかったら先に行けって、ハーヴェイが言った。絶対迎えにくるって、約束したから。だから私は先に行って、……自分のやることを片づける」

　揺るぎのない声。若干気け圧おされて黙だまって見送るヨアヒムを残し、キーリは鞄かばんを肩にかけなおして足早に歩きだす。

　気丈な態度を保っているように見えて、目の前を歩き過ぎる少女の握りしめた拳こぶしがかすかに震ふるえていた。必死で硬い表情を取とり繕つくろっているのが見え見えだ。ヨアヒムは内心で呆あきれて肩をすくめた。はー。なんであいつをそんなに必死で信じようとするんだか。そこまで入れ込むほどの価値があいつにあるか？　

　と、キーリが一度足をとめ、座り込んだまま見送るヨアヒムを振り返った。

「来ないの？　私を利用するんでしょう？」

「んー。行くよ？」

　軽けい薄はくな口く調ちようでヨアヒムは答えたが、そう言いつつ腰をあげようとしないのを見てキーリが眉まゆをひそめる。

「立てないの？」

「うん。実は立てない。起こして」

「……」

　にっこり笑っていけしゃあしゃあと言うとキーリはあからさまに不快な顔をし、前に向きなおって歩きだしてしまった。ちぇ、冗じよう談だんが通じねえな。懐なつかせようと思っても薄はく情じように逃げていってしまう、さっきのブチ猫と重ねてヨアヒムは舌打ちした。遠ざかっていく少女の背中を横目で見送り、壁かべに後頭部をもたれて空を仰ぐ。

　空は夜がはじまったばかりの不景気な青灰色。自分の瞳ひとみと同じ色に見える。

　俺おれとあいつと、何が違ったんだろうと考える。最初に立っていたスタートラインはそう変わらなかったはずだ。同じように不死人になって、殺した数だって大差なくて、同じように戦争で死に損なって八十年間ぶらぶら生きてきたのに──あいつにはそのあいだに手を差しのべてくれる人間が現れて、俺は欲しいものはいっぱいあったはずなのに、結局ぜんぶ手をすり抜けていった。

　何が原因で、どこの時点から、進んできた道がこんなにも大きく離はなれたのか。

　俺のほうが先に出会ってたら、俺に手を差しのべていたか？　……たぶんそんなこともなかっただろうな、と自じ虐ぎやく的てきに考える。

　ふいに目の前に細長いものが差しだされた。

　いつの間にかキーリが戻ってきて、拾ってきたらしい棒きれを仏ぶつ頂ちよう面づらでこっちに突きだしている。ぽかんとしたままヨアヒムが棒の先を摑つかむと両手で棒を引っ張って立ちあがるのに手を貸し、ヨアヒムが立ちあがったところで棒きれを捨ててなんだか汚いものでもさわったみたいにコートの裾すそで手をはたいた。えらい汚物扱いだ。

「私、首都の行き方知らないから。連れてってくれないと困る」

　冷たい声で言い捨てたときにはきびすを返して歩きだしている。

「……お供します、ご令れい嬢じよう」

　ずんずん歩いていく少女の背中にヨアヒムはにやりとして声をかけた。

　あとを追って歩きだす前に、一度ホームを振り返る。夜の闇やみに侵されはじめた荒野の地ち平へい線せんに向かって線路がまっすぐ突っ切っている。




　何が俺おれとあいつの道を分けたんだろう。俺はどこで踏みはずしたんだろう。

　もし道を踏みはずさなかったとしたら、俺は──。




　線路にふいと背を向ける。

　コンクリートに薄うすく落ちる自分の長い影かげを踏んで歩きだした。
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　ねえ、神さまってどんな色をしてるの？

　幼い頃ころ、ユリウス少年は疑問に思ったことを解決しないと気が済まない知りたがり屋の子供で、乳う母ばにそんな質問をしてみたことがある。

　坊ちゃん、色というものは光です。神さまは光そのもの、すべての色を内包されている存在ですから、神さまに決まった色というものはないのですよ。

　乳母の答えは確たしかこんなふうだった。そのときはえらく感嘆して納得したものだが、色の原理をそれなりに知っている今考えてみると、すべての色を混ぜあわせると限りなく黒に近くなるのではないか。神の色は黒、光を呑のみ込む漆しつ黒こくということになる。

（屁へ理り屈くつだな……）

　眼下に濃のう灰かい色しよくの都市を望んでユリウスは溜ため息いきをつき、つまらない思考を停止した。自宅の窓から見えるのは、北西の鉱山区からわずかに採れる屑くず資源を贅ぜい沢たくに使った、蒸気機き関かん車しやの集会所みたいな鉄の街。建物のいたるところに突きだした排気パイプから分厚いスモッグが絶え間なく噴ふきあがっている。中央の総本山に近いこの邸宅から見おろすと、中層部以下の一般居住区はスモッグでけぶった灰色の箱庭みたいに見える。

　おかえりなさいませ。という使用人の声が聞こえ、階下が騒さわがしくなった。階段半ばの踊り場の窓から街並みを眺めていたユリウスは窓を離はなれてきびすを返し、階段を駆け降りた。使用人に囲まれた父親の姿がエントランスに見える。今日、父親が自宅に帰れると聞いていたので待っていたのだ。

「父さん」

「ああ、ユリウス。また背が伸びたか？」

　外がい套とうを脱いで使用人に預けながら、顔を見るなり父親はそう言った。

「一緒に晩飯でもと思っていたんだが、すぐに詰め所に戻らないといけなくてな。ちょっと寄っただけなんだ」

　内心落胆した。しかし本心を押し隠し、「そうなんだ……たいへんだね」と理解あるふうな答えを返すことができた自分にほっとする。それにしたって学期末休暇中結局一度も予定があう機会がなく、約一ヵ月ぶりに会えたと思ったらこれだ……。

　しかし自分のわがままばかりも言っていられない。首都上層部でも一般居住区の市街でも最近立て続けに騒そう動どうが起こり、治安部はいろいろやっかいな問題を同時に抱えていて慌ただしい。父親は以前に増して過労死するのではないかというほど多忙だ。「オレ、何か手伝えることない？」「気持ちはありがたいが、まだまだお前の手を借りるほどじゃないさ」と父親は明るく笑って見せたが、頰ほおには疲労の色が窺うかがえる。中背だが比較的がっしりした体格の父親は少し瘦やせた、というかやつれたかもしれない。

「あまり話せなくてすまんな。明日戻るんだったか」

「うん」

　明後日あさつてから春学期がはじまるので、明日神学校の寄宿舎に戻る予定だった。神学校は自宅からでも十分通える距きよ離りなのだが、多忙な父親はあまり家にいることがなく、使用人とだけ暮らしているよりは友人といたほうがいいだろうという父親の勧めでユリウスは寄宿舎に入っている。そうはいってもその友人というのがたいしていなかったりもするのだが。

　最近首都を騒さわがせている問題の一つというのが、以前にも〈門の街〉で起こった化け物事件だった。首都の一般居住区や〈門の街〉の市街に化け物が出現し、市民が襲おそわれるという被害がここ一、二ヵ月で頻ひん発ぱつしている。

「今日も一件被害があってな、警けい戒かいを厳きびしくしてる。特に水路の出口がある下層部で被害が多いようだ……。お前も危ないから不用意に外に出るんじゃないぞ」

「あれがなんだかわかったの、父さん」

　ユリウスの問いに父親は曖あい昧まいに表情を曇くもらせた。父親はユリウスにとってまだまだ手て強ごわく簡かん単たんに真意を引きだせるような存在ではないが、正直な人だ。おそらく見当はついているのだろうが、公にすることができない見当というところか。公にできない事情……つまり、公にされると困る人間がいる。おそらくは上のほうに。

　ここ数ヵ月、内部にも外部にも不ふ穏おんな問題を抱えている首都上層部には異様な空気が漂っていた。光に包まれた存在であったはずのユリウスの十六年間の信仰対象は、なんだか今、この都市のような不透明な灰色に澱よどんでいる。

「そうだ、ユリウス」

　と、顎あごをしごいて何やら考えていた父親が思いついたように言った。

「やっぱりちょっと頼みたいことがある。頼まれてくれるか」

「えっ？　うん、何？」

　勢い込んで身を乗りだす。役に立てるようになりたいとずっと思っていた、その自分に父親が頼みごとをしてくるなんてはじめてのことだ。ついつい期待に目が輝かがやく。

「二つあるんだ。一つは、ある女の子に会ってきて欲しい」

「女の子？」

　期待したわりにはなんだか軟弱な任務に拍子抜けしてしまった。化け物退治とかその調ちよう査さとか、そういう類たぐいの仕事のほうをちょっとだけ期待したのだが。ユリウスのそんな心理を父親はお見通しのようで闊かつ達たつに笑った。冒険ごっこが大好きだった子供の頃ころと変わっていないと見透かされているみたいでユリウスは気恥ずかしくなる。

「まあそう言うな。もう一つのほうはお前のお望みの仕事に近い。そのついでにな、俺おれの親友の娘さんがそろそろ首都に着くはずだから、様よう子すを見てきて欲しいんだ。部下から連絡がないんだが、予定では今日明日には着くはずだ」

「へえ……」

　説明を聞いても今ひとつ興きよう味みなさげな相づちを打ってしまう。

「お前と同い年くらいの子だぞ。ほら」

　もう一つの仕事というのは化け物事件関連だといいなあ。そんなことを頭の半分で考えながら手渡された写真を受け取り、何気なく目を落とした瞬しゆん間かん、

「……えぇっ？」

　不意打ちで仰天させられるはめになった。

　手渡された写真をまじまじと凝ぎよう視しする。花嫁みたいな白いショールとはにかみ笑いが意味するところに少々ショックを受けつつ、どんなに疑ってかかって確かく認にんしても、その自分と同い年くらいの黒髪の女の子は、間違いなく見覚えのある少女だった。




　また会えるよな。

　うん、会えるような気がする──。




　彼女と前回会ったとき、最後に交わした会話が脳裏に甦よみがえる。

　その再会がこんな形になろうとは、もちろん想像もしていなかった。




　　　[image: ]




　ふわり、と半透明の浮ふ遊ゆう霊れいが天てん井じようのあたりに漂っていた。無関心にそれを眺めてキーリは視し線せんを前に戻す。

　昔、この惑星が母星で大罪を犯した囚人が流刑に処される流刑星だった頃ころ、囚人収容所があった場所を土台に建てられたのがこの都市なのだと聞いた。都市を取り巻く灰色の城じよう壁へきは囚人収容所の名な残ごりだという。やがてこの惑星で資源が採れることがわかると、囚人たちは北西の鉱山区をはじめとして惑星各地の坑道に労働力として駆りだされた。

　そうして労働力として使われ死んでいった囚人たちの墓場の上に建てられた、神の都市。

　林立する尖せん塔とうの中でもひときわ大きな二本の塔──大聖堂の鐘しよう楼ろうと都市にエネルギーを供給する動力塔を中心として、各管かん轄かつ部署が管理する周辺施設からなる巨大複合施設という感じで、大仰なゲートが正面にそびえていた。使者の神官から渡されていた通行証をゲートの係員に見せると、どうやら正真正銘本物の通行証だったようで（まだけっこう疑っていたのだが）係員はえらく慌てたうえキーリを賓ひん客きやくとして丁重に扱い、説教部本部塔へと案内してくれた。

　一般の巡礼者はゲートから中央の通路をまっすぐ進めば大聖堂に着くらしいが、説教部への道は入り組んでいて、曲がりくねった通路やじぐざぐの階段やぐるぐるの螺ら旋せん階段をいくつも上ったり降りたり、塔や建物を繫つなぐ回廊を渡ったり、絶対に自力では外に出られないだろうなという迷路みたいな道順を案内され、ようやく説教部の入り口にたどり着いた。

　そこでしばらく待たされることになった。

　……父親（かもしれない人）と、いよいよ会う。

　いつの間にか冷たくなっていた両手を身体からだの横でぎゅっと握る。

　待合室を勧められたがキーリは断り、本部塔のエントランスに突っ立って待っていた。黒服の神官たちが忙しそうに往来しているのが見える。なんだろうあの場違いな女の子はとでも思われているのだろう、キーリのほうにちらちらと奇異な視し線せんを向けながら通り過ぎる者もあった。少し居い心地ごこちが悪く、キーリは足もとに視線を落とした。

「ねえ」

　ぼそりと呟つぶやく。一つだけ、キーリのすぐ近くにいるはずの気配けはいに向かって。わずかに声に反応する空気の動きがあり、気配を捕まえた。気配を消そうと思えばこの男は本当に存在感が薄うすい。なんにでも馴な染じむ存在、でもハーヴェイとだけは反発しあう存在。

　大嫌いな気配に向かって、それでも今は他ほかにすがるものがなく、キーリは自然と話しかけてしまった。

「父親って知ってる？」

　訊きいてから後悔した。ハーヴェイ同様にヨアヒムも自分の親を知らないはずだ。

　質問を変える。

「……もし、自分の父親に会ったら、どうする？」

　相手にとっては仮定にすらならない、絶対にあり得ない問い。

「んー。殺す」

　ぼそっとした小声で軽けい薄はくな返事があり、キーリはつい軽く振り返った。青灰色の瞳ひとみを持つ神官姿の長身瘦そう軀くがいつもの薄っぺらい笑いを浮かべて見おろしている。「だって気持ち悪いだろ。もし俺おれと似てたりしたら最悪だ。俺がもうひとりいるんだぜ？」まるでたった今現在世界に自分自身がいることすら耐えられないみたいな、そんな言い方で。

　キーリが視線を前に戻すと、相手の囁ささやく声が続く。

「もういっかい確かく認にんするけど……殺すよ？　お前の父親」

「好きにすれば」

　前を向いたまま吐き捨てるようにキーリが答えると、くくっと喉のどの奥で皮肉に笑う声が聞こえた。

「あそ。じゃあご対面、せいぜい頑張れよ」

　気配がふわりと消える。もう一度振り返ろうとしたとき、

「よ、よかった！」

　騒さわがしい声とともにばたばたと駆け寄ってくる足音。〈北西鉱山区〉に使者として来たあの若い神官だった。最初に会ったときみたいに慌ただしく神官服の裾すそを蹴け散ちらかして駆け寄ってくる。「護ご衛えいと連絡が取れなくなって、に、逃げられたのかとっ……」せわしく両手を振りまわしながら言ったかと思うと言葉を切ってキーリの周囲をきょろきょろ見まわし、びくついたような心持ち蒼あおい顔で、

「あの、お連れの人たち……人たち？は……」自分で変な言いなおし方をした（キーリの同行者と向こうが考えている人々のどこまでを〝人〟扱いしていいのか、言われてみれば確たしかに困るかもしれない）。

　問われて背後を振り返ると、青灰色の男は行き交う神官たちにまぎれていつの間にか姿を消していた。うまい具合に侵入成功したのでもうキーリに用はないということだろうか。協力する気も妨害する気もなかったのでキーリはそれについては触れなかった。

「……はぐれました」

　神官に向きなおり、感情を消した声で事情を話す。列車の中で化け物のようなもの（神官があれの正体を知っているかわからなかったのでわざと言い方をぼかした）に襲おそわれたことを簡かん単たんに説明すると、まだ伝わっていなかったようで神官はもともと蒼い顔をさらに蒼くした。

「それから、」

　すぐに救助を出しますと言う神官にキーリはつけ加える。

「私の連れの人が、怪け我がをしてるかもしれないので……捜してください」

　低い声こわ音ねで、もし危害を加えるようなことをしたら許さない、そういう警けい告こくを暗に含んだ険しい態度で。神官は若干怯ひるんだ様よう子すを見せたあと（鉱山区での騒さわぎでキーリ自身かなり暴あばれて抵抗したので怖がられているようだ）、手近にいた下位神官に救助の派遣について早口で指示を出した。

　キーリを本部塔の内部へと案内しながら、あらためて本題、つまりシグリ・ロウとの対面の件について話すことになった。「すみません、もうしばらくお待ちいただくことになると思います。ロウは今非常に多忙でして……とにかくごたごたしてるんですよ」階段を上りながら神官の背中が説明する。そういえばこの説教部本部塔まで来るあいだ総本山施設内を通ってきたが、教会の総本山という場にしてはずいぶんと騒そう々ぞうしい印象を持った。もっと粛しゆく然ぜんとしていて、厳おごそかというかゆったりしたような雰囲気を想像していたが。

　エントランス正面の幅の広い階段を上ったあとは壁かべに沿った螺ら旋せん階段になっており、それを三階分ほど上って少し足が疲れてきた頃ころ、

「ここで少し待っていてください」

　と、神官が立ちどまってキーリを促した部屋の前には、侍女と思おぼしきシンプルな黒服を着た女性が二人立っていた。女性たちにキーリを預けて神官はどこへやら忙しそうに去っていってしまい、知らない人の前にいきなり一人で放りだされてキーリはたじろいだ。

　大柄で太り気味の、目つきの厳きびしい侍女に睨にらみおろされてすくみながらも視し線せんを跳ね返すように睨にらみ返す。こんなところで怯ひるむもんかと決めていた。ここで怖おじ気けづいたり卑ひ屈くつになったりしたら負けだと思っていた。

　迎えにきてくれるまで……絶対に負けるもんか。

　その太った不ふ機き嫌げんそうな侍女に頭のてっぺんから足のつま先までじろりと睨ねめつけられ、キーリもつられて自分の格好に視し線せんを落とす。旅の格好そのままなので、あか抜けない黒のダッフルコートにぼろっとした肩掛け鞄かばん、汚れたジーンズに汚れたブーツ。髪もたいして梳とかしていない。通ってきた道筋をちらっと振り返ると、よく磨かれた床にしっかりと足跡をつけてきている。

　負けるもんか。

　と決めていたものの、こればかりは抗あらがえずにキーリは部屋に引っ張り込まれて服を引っぺがされてお風ふ呂ろに突っ込まれた。







　結局、地位のある人物との対面にあたってキーリが人並みに見られる格好に整ととのえられ、相手の予定もあいたのはその日の午後になってからで、幸いにもというか……そのあいだにその対面相手が正体不明の神官服の男に殺害されるようなことはなかったようだ。

　再び迎えにきた神官に連れられて、説教部本部塔の最上階近くにある執務室に向かって階段を上りながら、久しぶりの慣なれないスカートの裾すそを三度ばかり踏んづけそうになった。イースタベリの寄宿学校の制服を思いださせる、襟えりぐりだけが白い黒のボレロと膝ひざ下したの丈たけの黒のスカート、下にはふわっとした白のペチコート。二年半ぶりにこんなお嬢じようさんっぽい格好をする。

　私はあのときからどれくらい変わったのだろう。

　赤ん坊の頃ころに別れて以来いきなり十七歳になって現れた自分を、父親かもしれない人はどう見るのだろう。

　祖母と暮らしていた頃、教会の子供教室でまわりの子供たちがお父さんやお母さんの話題で盛りあがっているあいだ、キーリは会話の輪わの外側で興きよう味みのない振りをして一人遊びをしていた。実際それほど興味があったわけでもない。最初から知らないのだから懐なつかしいなんて感情はないし、祖母がいるだけで十分だったので会いたいとも思っていなかった。

　しかし母セツリを知って以来は、父親について考えることも多少は増えた。とはいえキーリの中の父親像はのっぺらぼうでどうにも顔がつけにくい人だった。ユドみたいな人だったらいいなと考えたこともある。しかしキーリの記き憶おくの中にあるユドという人もやはりまた顔が見えない人で、ハーヴェイと似た雰囲気があるという印象が強く残っているだけ。ハーヴェイを父親像にするのはものすごく無理があるのでやめた。ハーヴェイが父親だったら子供は不良になるか、または逆にすごくしっかり者になると思う。

　今、はじめて具体性を帯びて想像できる父親像は──キーリの大切な人たちを、母セツリを不幸にし、ハーヴェイやベアトリクスやユドを苦しめてきた人間。キーリにとって強大な敵でしかない人間。

　心しん臓ぞうがとくとくと速く音を立てる。冷たくなった両手を握りしめる。

（ヨアヒム……いないの？）

　心細さについ周囲の気配けはいを探ってみたが、青灰色の男の気配は摑つかめない。

「どうぞ。こちらです」

　部屋の前で神官に促され、キーリは思考を引き戻して視し線せんをあげた。

　背筋を伸ばして気を引ひき締しめ、すべてのものを跳ね返すように、強い視線で前を見る。もう十四歳の頃ころのちょっとおどおどした、言いたいことが言えなかった少女ではない。大切なものを守るために、みんなで一緒に帰るために、決着をつけに来たのだ。

　戸口に立って正面を見据える。壁かべ一面に分厚い本が詰め込まれた本棚があり、あちこちに書類が積つみ重なった、文官らしい執務室。偉ぶった人間の豪華な執務室というよりは本がぎゅうぎゅう詰めの小説家の書斎といった印象の、ちょっと火ひ種だねがあったらものの見事に燃もえ広がるのは間違いない部屋の一番奥にある大きな書机の向こうに、一人の人物がいた。

　仕事の最中らしく、書机の脇わきに立った中年の神官と何やら話をしていたようだが、

「いちいち私にこの程度の承認を持ってくるな！」

　いきなり飛んできた苛いらついた怒声にキーリはびくっとした。書類を叩たたきつけられたその中年の神官もひっと声をあげて身をすくめ「申し訳ありませんっ」と平ひら謝あやまりして散らばった書類を搔かき集め、転がるようにキーリの脇を抜けて執務室を駆けだしていく。キーリは脇に跳とび退のいて神官を見送った。

　書机に両手をついて立ちあがった格好で、その男、シグリ・ロウが、そのときはじめてこちらの姿に気がついた。

「あの、お連れしました……が」

　案内してくれた若い神官がおずおずと言う。

「あ、ああ」

　やや気まずそうにシグリ・ロウは咳せき払ばらいをして乱れた髪を軽く整ととのえ、椅い子すに座りなおしてあらためてキーリのほうを見た。張り詰めていた緊きん張ちよう感かんがなんだか一時的にすとんと途と切ぎれ、間が抜けた感じで見つめあう格好になる。

　生き別れた父娘の感動の対面とやらを想像していたわけでは決してなく、逆に仇きゆう敵てきとの睨にらみあいみたいなのを勝手に覚悟していたのだが、なんというか今ひとつ〝今からが対面〟という句切りのない、締まりの悪い曖あい昧まいな初対面になった。

　書机の向こうに座っているのは、偉そうな顔でふんぞり返って世の中を見くだしているいけすかない大神官とか、あるいは噓うそっぽい笑えみを浮かべて物腰やわらかく接してくる詐さ欺ぎ師しみたいな大神官とか、あるいはぎらぎらと脂ぎった禿はげ頭で笑うと金歯が見えたりする悪役臭をぷんぷん漂わせた大神官とか、そのどれでもなくて、白いものが多少混じりはじめた黒髪を疲れた感じに少し乱した中背の瘦やせた人で、細い縁ふちの眼鏡めがねをかけた瞳ひとみの色はキーリよりも薄うすい灰色で、どっしりした書机が似合わない、けれど大量の本は似合うような人で、ようするに、威い厳げんをたたえた大神官とはかけ離はなれた印象の人物だった。

　曖あい昧まいな対面のはじまりに相手も戸惑ったように言葉に詰まってから、だいぶぎこちない笑顔えがおを作って、

「ああ……ええと、遠いところをよく来たな」

　と、ぎこちない口く調ちようで微妙に場の空気からズレたことを言った。

　キーリは呆ぼう然ぜんとして突っ立っていた。本当は膝ひざががくがく震ふるえて今にも座り込みそうだった。頭の中がぐるぐる混乱していた。あまりにも、あまりにも普通の人だったから。私はあなたを憎みに来たのに、もしかしたら殺すかもしれないっていう覚悟で来たのに、なんでそんなふうに、不器用な笑顔なんか作って私の機き嫌げんを取るようなこと言って。

　唐突に苛いら々いらした。不器用に一いつ生しよう懸けん命めいな感じで言葉を並べようとするところがなんだか最近のハーヴェイと似ていたから。自分の一番の敵がハーヴェイと似てるなんて、許せなくて苛々した。ハーヴェイの真ま似ねをしないで──。

「もう少し近くに……」

　男が椅い子すから腰を浮かせて手を差しのべる。反対にキーリは後ずさった。楯たてにするように胸の前で両手を組み、
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「私はっ……まだちゃんと話を聞いてません。人違いかもしれないしっ……」

　頑かたくなな拒絶に、男はこちらに片手を伸ばした格好でぽかんとした顔をした。

「人違いのはずがない。セツリとそっくりだ」

「お母さんのっ」名前を気き易やすく呼ばないで。続く台詞せりふは掠かすれて尻しりすぼみになりキーリは唇を嚙かんで下を向く。駄だ目めだ、負けちゃ駄目だ。自分に言い聞かせ、気丈な態度を繫つなぎとめる。「だったらどうして、お母さんは……どうしてここを出ていかないといけなかったんですか。お母さん……は、教会に殺されましたっ……」

　一いつ時とき沈ちん黙もくがあった。シグリ・ロウの声が沈ちん鬱うつそうに低くなる。

「ああ、報告は聞いている」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、なんとか繫ぎとめていた心の糸がふっと途と切ぎれて、涙がぽとぽと、ふた粒だけ足もとに落ちた。シグリ・ロウと、隣となりに立ってはらはらとなりゆきを窺うかがっていた神官が狼ろう狽ばいするのがわかる。キーリは精いっぱい拒絶の態度を表して服の袖そでで強引に涙を拭ぬぐった。さらに数歩じりじりと戸口まで後ずさりながらうわずった声で。

「私は、あなたをぜったいに許さない。大嫌いです、ここは大嫌いです。騒そう々ぞうしくて、みんなせわしなくて、疲れた顔してて、人の気持ちなんかかまってなくて……、それで、お風ふ呂ろとか無む理り矢や理り入れられて、着たくない服着せられてっ……」スカートの裾すそをぎゅっと摑つかむ。「私がここで生まれたなんて噓うそだ。お母さんがこんなところにいたなんて噓だ。だって私、こんなところ大っ嫌いですっ。神さまなんてここにはいないのにっ……」

　突然の癇かん癪しやくに呆あつ気けにとられたような周囲の沈ちん黙もくに、キーリの引っかかり気味の涙声だけが虚むなしく響ひびく。毅き然ぜんとして対決するつもりで来たのに、これじゃ小さい女の子が駄だ々だをこねているのと変わらないと自分でわかっていた。けれど一度爆ばく発はつした感情はどうしても収まらない。

「神さまなんていないくせにっ……ハーヴェイだって知ってるもん、そう言ってたもんっ、なのにみんな白しら々じらしく神さまがいるふりなんてして、ここの人たちのせいでハーヴェイはずっと追っかけられてて、ぼろぼろになって、……みんな、みんな大っ嫌い、ここの人たちなんて大っ嫌い、みんな、みんな、死んじゃえっ！」

　叫んだとき、あの大柄な太った侍女に取り押さえられた。

　あまり覚えていなかったけれどたぶんキーリはみんな死んじゃえというようなことをずっと喚わめき散らしていて、侍女に抱えられて部屋から引きずりだされて、父親だという人との最初の対面は、こうしてキーリ自身がめちゃくちゃにして終わった。
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　今となっては言い伝えでしかない、〈十一聖者と五家族〉時代の話──〈十一聖者〉に仕え補佐する役割であった〈五家族〉の中に、霊れい的てき現象の解決や〈十一聖者〉への助言や預言のようなものを行う、いわゆるまじない師的な能力を持った一族がいたという。しかし開拓時代以降、この一族が次第に信者に対する影えい響きよう力りよをく増していくことを危き惧ぐした長老会によって一族の発言力は抑え込まれ、数世代前の長老会からは〝霊的現象〟というもの自体が禁きん忌き、存在を認められないものとなっていった。

　さて、〈十一聖者〉の血筋であるシグリ卿きようが、迫害されていたその一族を吸収（あるいはシグリ卿は一族を保ほ護ごするつもりだったのかもしれない）する形で、一族の末まつ裔えいであるセツリという女性と結婚し、娘が生まれたのは、およそ十七年前のこと。

　ところが幸せは長くは続かない。ある日の礼拝で長老の一人が塔から転落し死亡するという衝しよう撃げき的てきな事故が起き、その責任がとある理由でセツリになすりつけられた。セツリは処罰こそされなかったものの、長老会はセツリの存在を記き録ろくから抹まつ消しよう、セツリは一歳に満たない赤ん坊とともに首都から姿を消す。その直後にシグリ卿が長老に昇格していることと、セツリの失しつ踪そうとの関係性は……表向きは、不明。

　ちょうどユリウスが生まれる直前の話であり、その近年に〈十一聖者〉の血筋で誕たん生じようした新生児は記録上、ユリウスという男児一人だけということになった。

「父さんは、セツリっていう人を知ってたの？」

　事情を聞いたユリウスが父親に問うと、父親は顎あごをしごいて考える顔をし、

「口数が多いわけじゃないんだが、芯しんの強い女性という印象だったなあ。あいつは手て強ごわい女を娶めとったもんだ、と思ったもんだ。……しかしまさかユリウス、お前がシグリ卿の娘さんと知りあいだったとは、驚おどろいたな。惑星は狭いもんだ」

　肩をすくめて言ったあと父親はにやりとしてみせ、

「好きな子なのか？」

「ちっ、」

　真まっ赤かになって絶句してしまったユリウスの答えは完全にばればれ。ところがもっと追及してくるかと思ったら父親は複雑な表情で視し線せんを逃がし、「うーむ、血は争えないか」などと言う。ユリウスはきょとんとして父親の台詞せりふの意味を考えてから、

「もしかして父さん、セツリって人のこと……。か、母さんがいながらっ」

「まあ昔の話だ、昔の」

　血相を変えて詰め寄るユリウスに父親はお手あげの仕し草ぐさをして飄ひよう々ひようと弁明し、「俺おれもセツリを救えなかった。……シグリと同罪だ」と、最後にぽつりと言った。

　父親とシグリ・ロウが疎遠になったのは、そんな事件があってかららしい。







　シグリ・ロウが会かい議ぎや礼拝で執務室を離はなれていたりなんだりで、ユリウスがキーリとの面会の許可をようやくもらえたのは、父親から話を聞いた翌日の夜になってからだった。

　貨物列車が化け物に襲おそわれたという連絡を受け、父親はすぐに救援を送ろうとしたが、入れ違いで〈不ふ死し人にん狩り〉の小隊がすでに現場を片づけたとの報。父親は納得いかない様よう子すだった。謎なぞの化け物事件については今のところ、長老会直ちよつ轄かつの〈不死人狩り〉に常に出し抜かれる格好になっている。

　ユリウスでも少々たじろいでしまう大柄で不ふ機き嫌げんそうな侍女に案内された部屋は、説教部本部塔の上層階の一角にあった。おそらくシグリ・ロウ本人か、あるいは高位に仕える神官の宿直用の部屋だろう、内装は不自由なく快適そうであったが、外から鍵かぎがかけられていた。ユリウスが眉まゆをひそめると、「錯さく乱らんされて、少々暴あばれられましたので」と侍女が平板な口く調ちようで説明した。

　壁かべ際ぎわにベッドと書机が置かれた一室だけの部屋。照明は抑えめで、アーチ形の窓から街まち灯あかりがかすかに射さし込んでいる。その窓辺に、長い黒髪に黒服を着た少女が立っていた。

　伏し目がちに窓の外を見おろす横顔に、少しだけどきりと心しん臓ぞうが脈打つ。

「……ユーリ」

　ユリウスに気がついて振り返った少女はさほど驚おどろいたふうもなく平静な声で言った。何かを拒絶するような硬い表情。それでいて今にも泣きそうな、わずかに潤うるんだ黒い瞳ひとみ。ユリウスは無理にやわらかい笑顔えがおを作った。

「キーリ、大丈夫？」

　少女は無言でこくりと頷うなずいた。

　侍女を廊下に控えさせ、一人で部屋に入って扉を閉める。窓の近くで待っていたキーリと向きあうと、最後に会ってから半年近くたってまた少し背が伸びたせいか、一つ年上の少女はユリウスの記き憶おくにあるよりも小柄に感じた。しかしたぶんあいつにはまだぜんぜん追いついていない。

「びっくりしたよ、いろいろ」

「私も」

　視し線せんを伏せてキーリは頷き、「あの教会兵の偉い人は、やっぱりユーリのお父さんだったんだね」教会兵の偉い人……ああ、父親のことか。冬の終わりに一週間あまり首都をあけていたことがあるのだが、シグリ・ロウに頼まれてキーリを迎えにいく使者の護ご衛えいとして出かけていたと聞いている。話によると赤毛の不死人が一緒だったらしいが……。

「あいつは、どうしたの？」

「あとで迎えにくる」

　遠えん慮りよがちに訊きくと、今までになく頑とした声で即座に返事が来た。

「あとって……今警けい戒かいが厳きびしくて、通行証がないと簡かん単たんには首都に入れないよ」

「迎えにくる」

　キーリはただそう言って首を振る。

「約束したから」

「キーリっ……」

　頑かたくなに言い張るだけの彼女の肩につい少し乱らん暴ぼうに触れてしまい、彼女がびくっと身をすくめて敵意のある視し線せんでこっちを睨にらんだ。「あっ、ご、ごめん」伸ばした手をユリウスは慌てて引っ込めた。怯おびえさせてしまった自分に腹が立ち、なんとか話題を変えようとする。

「ごめん……その、何か必要なものとか、不自由とかあったらなんでも言って。オレ、明日は学校に行かなきゃいけないけど、明後日あさつてにはまた来るから」

　何もいらない、とキーリは首を振るだけだった。「ごめんね……」と、それから俯うつむいて小さな声でそう言った。何を謝あやまっているのかユリウスには最初わからなかった──続く彼女の台詞せりふを聞くまでは。

「前にユーリのこと、貴族の王子さまみたいって言ったけど……私、ぜんぜんうらやましくなんてなかったんだよ。教会の神さまなんていらない。神さまなんて何もしてくれない。

　ここの人たちなんてみんな死んじゃえって、私、さっき言ったんだ。本気で言ったんだ。その中に……ユーリだって入ってたんだよ。だから、ごめん……私はユーリに親切にはしてもらえない。そんな資格、私にはないよ」

　心しん臓ぞうにぐさりと杭くいが突き刺さった。

　彼女が悪いのではない。自分自身の甘さと浅せん慮りよを思い知って。

　自分と同年代で同じくらいの血筋を持つ子供がいたと知ったとき、そしてそれがキーリだと知ったとき、ユリウスは実は相当に嬉うれしかったのだ。最高だ！　とすら思った。シグリ・ロウに同い年くらいの子供がいたら友だちになれただろうかと考えたことがある、それが現実になって、しかもそれがキーリだなんて。

　だから本当は、少し有う頂ちよう天てんになってここに会いに来たのだ。それが今、崖がけから突き落とされたような気分だった。自分のことしか考えていなかったのだと思い知った。彼女にしてみれば突然突きつけられた自分の出生の事実にまだ戸惑いと拒絶感しかなくて、こんな部屋に一人で閉じ込められて、心細い気持ちを必死で頑なな態度で押し隠そうとしていたのだ。今やっとそれを理解した。痛いほどに。

　ああ、オレは自分のことで浮かれていて、彼女がどんな気持ちでここに来たのか、どんな覚悟で一人で敵地に乗り込んできたのか、ぜんぜんわかっていなかった。背は彼女よりもだいぶ高くなったのに自分はまだまだ子供で、孤立している少女にかける言葉が見つからない。

「明後日、また来るよ……」

　押おし黙だまっているキーリにどうにかそれだけ言い残し、部屋を出た。

「ちぇ……」

　廊下に出てから舌打ちが漏れた。かなわない。悔しいけど、本当にまったく腹立たしいけど、自分では彼女の支えになれない。あいつの代わりにはなれないのだと痛感した。なんであいつなんかがそんなにいいのか、ほんとにさっぱりわからないけど。でも……かなわないのだ。きっとどんなに背が伸びても、いつまでたっても。

（どこにいるんだ……）

　鉱山鉄道で化け物に襲おそわれたときにはぐれたようだ。父親のツテで行方ゆくえを追えるだろうかと考えながら、歩く足は帰途にはつかず、説教部最高責任者の執務室へと向かっていた。

　執務室の前で、ちょうど会かい議ぎか何かから戻ってきたところらしいシグリ・ロウの姿を見つけることができた。

「シグリ卿きよう」

　声をかけると、教会の最高機き関かん・長老会の一いち翼よく、自分などではまだとうてい身分がかなわない男がこちらを向く。もう一人、名前は知らないが側近らしい神官が斜め後ろに従っていた。キーリと面会する段取りをつけてくれた神官だ。シグリ・ロウは一いつ瞬しゆんこっちが誰だれだかわからない顔をしたが、「ああ、ユリウスか。様よう子すを見てきてくれたんだったな。どうだった」と、疲れ気味だが気さくな笑顔えがおを見せた。

「父から用事を言づかってきました」

　ロウの問いには答えず、ユリウスは硬い声で別の用件を切りだす。これが父親に頼まれたもう一つの仕事。シグリ・ロウはやや怪け訝げんな顔をして耳を傾ける。

　ひと呼吸おき、意を決してはっきりした口く調ちようで、言った。

「最近問題になっている化け物事件、長老会は何な故ぜ揉もみ消しているんですか」

　シグリ・ロウの顔からすうっと静かに表情が消えた。後ろに控える神官のほうはなんてことを言いだすんだこの子供はとでも言いたげに蒼あおい顔で跳びあがる。

「悪いんだが、ゆっくり話をしている時間はないんだ。またすぐ会議が……グス・ロウの葬そう儀ぎについての打ち合わせがあってな、行かなければ」

「父からの伝言です」

　態度は平静ながら露ろ骨こつにはぐらかしてきびすを返すシグリ・ロウの前にユリウスは両手を広げてまわり込んだ。自分よりも若干背が高いロウの顔を真剣な顔で睨にらみあげ、父親から言づかった台詞せりふを頭に浮かべて、ひと言も漏らさないよう口に出す。

「もともと寿命が近い老人の葬式問題なんかより、なんで今現実に、市民に犠ぎ牲せいが出ている問題に対処しないのか」

　大きく一つ息を吸い、

「老い先短い呆ぼけ老人の一人や二人、放っておけ！」

　言づかった台詞をそのまま、捨て台詞として言い残し、シグリ・ロウが啞あ然ぜんとして絶句しているうちに身をひるがえして走って逃げた。

　スッキリした。







「な、なんです？　今の少年はっ」

「友人の息子だ」

「だからといって、あんな暴ぼう言げんをですねっ……」

「いや、いいんだ。放っておきなさい」

　走り去っていく少年の後ろ姿に気け色しきばんで声を荒げたが、若干顔色を失いながらも冷静にシグリ・ロウが言うので神官は仕方なく引きさがった。

「娘の様よう子すを見てきてくれないか。私はまたすぐに出ないといけないから」

　指示を残して執務室へと入るシグリ・ロウの背中に「はっ、はい。わかりました」とあたふたと礼をし、令れい嬢じようの部屋がある階へと向かいつつ、

（老い先短い……確たしかに）

　ちょっとだけ笑いを漏らしてしまい誰だれも見ていないのだが慌てて頰ほおを引ひき締しめる。とてもじゃないが首都内部で口に出せるものではない台詞せりふを言い捨てて走り去った少年を、実を言うと微妙に尊敬してしまったりもした。

　春の年度はじめ、本当だったら明日から神学校の非常勤講こう師しの仕事に就くことになっていたのだが、シグリ・ロウの使者を命じられて以降、なりゆきでそのままロウの側近的な立場になってしまい、結局まだロウのそばについてまわっている。主な仕事は到着したばかりのロウの令嬢の身のまわりの世話、およびロウの自宅に軟禁中の女不ふ死し人にんの監かん視し（というか使いっ走りというか）など、ロウの個人的な問題全般の責任者、という感じだ。おそらくは、非常勤講師などよりもロウのそばに仕えることのほうがよほど出世の近道になる。ロウが失脚するようなことがあれば一いち蓮れん托たく生しようで転がり落ちるわけだが。

　一般信者を混乱させないためにまだ上層部のみで情報規制されているが、今、首都上層部はたいへんにごたごたした事態に陥っている。昨年秋の長老会第一老の大往生に端を発するように、今年に入ってから相次いで四人の（……老い先短い）長老が急きゆう逝せいしたのだ。一人目と二人目の死因は心しん臓ぞう麻ま痺ひ──老ろう齢れいということもあり長老会の世代交替が騒さわがれた程度だったが、三人目と四人目の死に方が異常だった。三人目は吐血して突然死。四人目は──自室の天てん井じようのルーフファンから首がぶらさがっているのを、朝になって侍女が発見した。四人の長老の死亡はまだ公にされておらず、公葬も行われていない。

　長老を狙ねらった暗殺者？　あるいは第一老の呪のろいか──などと禁きん忌きに触れる噂うわさも囁ささやかれ、上層部には不ふ穏おんな空気が漂いはじめた。さらに拍車をかけている問題が、ウエスタベリから運び込まれた不発弾の利用権をめぐっての長老会内部での派は閥ばつ争あらそい。

　こつこつと、夜の廊下に響ひびく自分の足音につい微妙にびくついてしまう。何気なく普段ふだんどおりの仕事をこなしながらも、陰では長老たちの死に関する噂話や怯おびえた空気が絶えることがない昨今。治安部から派遣されてきた警けい備びの兵士が説教部内部にも出入りしており、治安部と説教部との折りあいの悪さも作用して空気はさらにぎすぎすしている。

　それに加えて市街のほうで頻ひん発ぱつしている化け物騒さわぎ。長老たちの連続死事件も謎なぞの化け物騒ぎも、思えば起こりはじめた時期があの不発弾が首都に運び込まれた時期と一致する気がするのは……まあ考えすぎだろうか。

　退屈だ退屈だと愚ぐ痴ちをこぼしていた田舎いなか町まちでの仕事と比べて、あの女不ふ死し人にんを拾ってからというものなんという波乱と陰いん謀ぼうの間近に居合わせた生活であることか。

　こんな時期に首都に召しよう還かんされた自分は、果たして幸運なのか不運なのか──。
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　どうやら落ち着いてきたらしい令れい嬢じようを、ずっと部屋に軟禁しているのもなんだからと連れだして総本山を案内したのは、到着から二日後のこと。「ベアトリクスに会わせてください。無事なんですか」と彼女は未いまだ硬い態度で何度か言ってきたが、それについてはまだシグリ・ロウの許可が下りていなかった。

「無事すぎるくらい無事です」

　というのが神官の毎度の答えになる。実際そのとおりなので。

　大聖堂ではその時間、（上層部でのごたごたなど微み塵じんも見せることなく通常どおりに）遠方から訪れた巡礼者たちが参列して朝の礼拝が行われていた。聖歌隊が立つ一段高くなったバルコニーから見おろすと、礼拝時の正装である暗色の帽子やショールを被かぶった人々の頭がぽこぽこ殴る何かのゲームができそうな感じに大ホールいっぱいを埋め尽くしている。沈ちん黙もくの時間とはいえこれだけの人数が集まるとかすかにざわつく大聖堂。前方中央の壁かべに設しつらえられた塔状の飾り柱の上部に半円形のバルコニーが張りだしており、純白に金の飾りで縁ふち取どられた長衣を身にまとったシグリ・ロウの説教が続いている。壁一面の荘そう厳ごんなステンドグラスが淡く色を帯びた光をロウの背に落とす。

　毎度のことながらシグリ・ロウの説教には感嘆する。普段ふだんは（失礼ながら）あまり威光のようなものを帯びた人物とは言えないのだが、腐っても長老というのか（……失礼ながら）、ロウの聖書の講こう釈しやくは専門の教育を受けない者にも非常にわかりやすく説得力があり、説教台に立ったロウの声は低く穏おだやかに響ひびいて聞く者の耳に沁しみ渡る。

「いかがです？」

　聖歌隊の陰から礼拝の様よう子すを見学する令嬢の横顔をちらりと窺うかがい、訊きいてみると、

「イースタベリの礼拝堂よりずっと大きいですね」

　と、彼女は故意に話題をずらした答え方をした。

「……お父上のお仕事ぶり、いかがです？」

　躊ちゆう躇ちよしたが、あらためてもう少し直接的に訊きいてみた。

「お父さんだって、私はまだ信じてません」

　印象深い濃こい色の瞳ひとみでほとんど睨にらむように中央のバルコニーを見み据すえながら、彼女は硬い声で答える。初日のように暴あばれることはなくなったものの相変わらずの頑かたくなな態度に神官はやや鼻はな白じろんで肩をすくめた。

　礼拝半ばで彼女は興きよう味みを失ったらしくふいと視し線せんを背けてその場をあとにした。一人にするわけにはいかないので神官もあとを追いかけて隣となりを歩く。礼拝の真っ最中なので大聖堂を出ると人ひと気けはなく、静せい謐ひつな空気に包まれた廊下の背後から聖歌隊の歌声が聞こえはじめた。

　取りたてて話題もなく、話しかけたところでどうせぶっきらぼうな短い言葉が返ってくるだけで終わってしまうので、気まずい沈ちん黙もくのまま二人並んでしばらく歩く。




　主はわれらの試練のため

　砂と枯れ野の惑星をお与えになった

　惑ほ星しを行く子供たち　荒れ地を耕し麦を植え




「……前から、言おうと思っていたんですけど」

　聖歌隊の遠い歌声に何気なく耳を傾けながら歩いていると、珍しく少女のほうから口を開いた。「え？　はい、なんでしょう？」突然話しかけられたので神官は少々怯ひるんで応じる。唐突に攻こう撃げき的てきな行動に出たりして危険きわまりないのでどうも彼女に対しては苦手意い識しきがついてしまっている。

　こっちの背後に彼女はついと視線を投げる仕し草ぐさをし、

「後ろにいるのは、誰だれですか？」

「はっ？」

　思わずひっくり返った声をあげ、横に跳とび退のいて今いた場所を振り返ってしまった。もちろん何もいはしなかったが、あの女不ふ死し人にんにも同じようなことを言われたのを思いだして背筋が寒くなる。少女のほうは平静そのものの態度で続ける。

「最近、身近で亡くなった人がいますか？」

「い、いませんよっ」

　とっさの答えに少女は「そうですか」と答えたが、それでも小首をかしげて神官の背後にじっと視線を向けている。

「な、なんなんですか……？」

「気にしなくていいと思います。あなたを見守っている人がいるだけだから」

　と、少女は言い残してふっと視線を背けてしまった。

「って、あの、めちゃくちゃ気になりますよっ」

　蒼あおい顔で喚わめいたときには少女は気にしたふうもなく再び歩きだしている。「ちょっ、待ってくださいっ……」自分の背後をちらちら気にしながら神官はあたふたと小走りで彼女を追いかけた。

（勘弁してくれよーっ……）

　やっぱり危ない女の子だという認にん識しきを新たにする。冗じよう談だんじゃないっ……。

　見守っている人がいる──。

　後ろを振り返りつつ振り返りつつ、足早に歩いていってしまう少女の黒髪の後ろ姿を追いかけながら、ふと思いあたったことがあった。

　小さな小さな教会支部で独り暮らしをする自分を息子や孫みたいに可愛かわいがってよく差し入れを持ってきてくれた、田舎いなか町まちの気のいい老人たち。最初のうちは仕事も慣なれず、田舎暮らしに溶け込めなかった自分をゆるやかに受け入れてくれた。五年間の勤めのあいだに、大往生して見送った老人も何人かいた。

　もう十分生きたから、満足だよ。最後にあんたに見送ってもらえてよかった。

　いつでも見守っとるからね。がんばりな……。

　そんな言葉を残して、穏おだやかに生涯を閉じた人生の先せん達だつたち。

　退屈きわまりなかった。逃げだしたくて仕方がなかった。しかし、素朴で平へい穏おんに満ちた暮らしではあった。逃げだすことが叶かなった結果が、今こうして、不穏な思惑が渦巻く首都上層部の端っこに引っかかっていたりする。

　あの頃ころ、自分は何がしたくてあんなにもあそこを逃げだしたかったのだろう。今のこんな状況を本当に望んでいたのだろうか。見えないものに憧あこがれていただけなのかもしれない。

　果たして今が幸運なのか、不運なのか。







「今日は様よう子すはどうだった」

　その日の夜、またぞろいろいろ面めん倒どうくさい会かい議ぎを終えてようやく執務室のデスクに戻ってきたシグリ・ロウに恒例のように訊きかれた。自分で娘の様子を見にいけばいいものを、初日にひどい拒絶反応を示されて以来自分から顔をあわせにいっていないのだこの人は。そういえばすでに他界している自分の父親も、子供に対しては不器用にしか接することができない人だったなと思いだしてしまう。

「手て強ごわいお嬢じようさんですね」

　昼間のことを思いだして素直な感想を漏らすと、

「母親似だ」

　と、ロウは複雑な苦笑を漏らして言った。

「奥方が、どうして首都を追われることになったのか……あの、訊いてもいいですか」

　ロウがデスクから顔をあげた。不用意な発言をしてしまったかと神官は焦って「申し訳ありませんっ。訊きいてまずいことでしたら……」長老会が抹まつ消しようしたような過去なのだ、こんなことを訊いたら自分が抹消されるかも……！　撤てつ回かいしようとしたが、

「いや、もういいんだ。聞きたければ話そう」

　何かを思いだすように、ロウは虚こ空くうにふわりと視し線せんを泳がせ、説教をするときと同じあの低く穏おだやかに沁しみる声で、語りだした。
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　ちょっと気味が悪いんですよ、あの子。

　何もないところに手を伸ばして、急に笑ったりするんです。私、怖くて……。

　女たちのひそひそした話し声が聞こえていた。例えば近所の人についてのあまりよくない噂うわさ話をするときとかの、異質なものを排除しようという嫌いやな空気が会話全体に漂っている。三階のお婆ばあちゃんのところのお孫さん、拾われっ子なんですって──祖母と暮らしていたときのアパートの人たちの噂話を思い起こしてしまい、無条件に嫌悪感を覚える空気だった。

　ひそひそ話をしているのは丸めたシーツや銀盆などを手にした、仕事の最中と思おぼしき黒服の侍女たち。

　侍女たちのお喋しやべりがぴたりとやんだ。彼女たちがいっせいに振り返った視線の先に、赤ん坊を抱いた一人の女性が立っている。長い黒髪を頭の後ろで一つにまとめ、侍女たちよりもシンプルな黒い服を着た女性。静かな物腰で、しかし凛りんとした強い瞳ひとみで無む駄だ話ばなしに花を咲かせていた彼女たちに睨にらみをきかせている。

　あれは、私……？

「セツリさま」

　一人の侍女の声に、違う、お母さんだとすぐに気がついた。ということは、産うぶ着ぎに包まれて腕の中ですやすやと眠っているあの赤ん坊が私だ。

　侍女たちが気まずそうに押おし黙だまる中、臆おくした様よう子すもなく堂々とした足取りでセツリが歩を進める。侍女たちの真ん中を通るとき、眠っていた赤ん坊がふいにむずかった。母親とよく似た、深く沈んだ濃こい色の瞳がぱちりと開く。宙を漂う何かを追いかけるように赤ん坊はしばらくじいっと虚空を見つめ、

　きゃっ、と楽しそうに笑った。







　映像がじわりと滲にじんで消えたそこには、一枚の絵画が掛けられていた。十人ほどの人々がテーブルのパンを囲んで祈っている、そんな構図のとても精細に描かれた絵。寄宿学校に行っていた頃ころに教科書で見たことがある、聖書の一場面を描いた宗教画だ。照明を抑えた部屋は薄うす暗ぐらく、絵の中の人々の瞳ひとみが暗く沈んで肌が白く浮いて見えている。

（今の……）

　滞在中の部屋としてあてがわれた塔の一室、キーリはベッドの端に座り、壁かべに掛けられた絵画を見つめていた。しんとした部屋の空気に静寂というノイズが停滞している。

　絵画に描かれている人物の中の一人が、ふいに笑ったように見えた。

　くすくすくす……

　絵の中から笑い声が聞こえる。身を乗りだして凝ぎよう視ししようとしたとき、絵の中から白っぽい姿の影かげが飛びだしてきてぶつかりそうになり、キーリはとっさに身をすくめた。

　笑い声が今度は横のほうから聞こえた。

　まだ頭を低くしたまま視し線せんを振り向けると、部屋の隅に一人の少女が立っていた。下着のような薄手の白い服を着た、黒髪の少女。自分となんとなく似ている。「あの……」声をかけようとしたが、そのとき少女が身をひるがえして闇やみの中にふわっと姿を消した。

　くすくすくす……

　また違う方向から笑い声。

　声がした方向を捜すと、今度は部屋のドアの前にさっきの少女が立っている。くすくすと囁ささやくような笑い声を立てながらドアの外へと抜けていく。白いスリップドレスの裾すそがひらりと羽根のようにドアの隙すき間まに消える。
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　キーリは裸足はだしでベッドを降りた。侍女が鍵かぎをかけ忘れたのか、ノブを引いてみるときいと軋きしむ音を立ててドアはあいた。そうっと廊下に顔を覗のぞかせる。深夜の廊下に人ひと気けはなく、ぼんやりとした鈍い電灯が離はなれた間隔で浮いている。

　ぺた。少女と同じ、素足に白いスリップドレス姿のままキーリは部屋を出た。

　くすくすっ

　声が聞こえた方向を振り返る。廊下の先にスリップドレスの裾すそが一いつ瞬しゆんだけ見え、すぐに仄ほの闇やみに溶けた。引き寄せられるようにキーリはそちらへ足を向ける。不ふ思し議ぎとためらいや恐怖心はなかった。奇妙な少女を、何な故ぜだかずっと前から知っているような気がした。

　塔の内部の構造は入り組んでいたが、迷いそうになると少女の笑い声が誘う。誘われるままぺたぺたと冷たい廊下を踏む。曲がりくねった廊下や階段をいくつか抜けると、アーチ形の天てん井じようがまっすぐ続く幅の広い廊下に出た。両側の壁かべに彫刻が施された柱が並び、柱と柱のあいだに一枚ずつ、部屋にあったのよりももっと大きな判の宗教画が並んでいる。

　キーリはそこで立ちどまった。

　廊下の向こう端に、まるで鏡かがみと向かいあうようにあの少女が立っていた。白いスリップドレス姿が仄闇にぼんやりと浮かびあがって見える。

「あなた、誰だれ……？」

　自分の声がアーチ形の天井に控えめに響ひびいた。

「忘れちゃった？　昔はよく、あたしを見て笑ってくれたのに」

　拗すねたように口をとがらせて少女が答える。それからまたくすっと笑い、両手を広げてこちらに差しのべる仕し草ぐさをする。少女のスリップドレスの裾がひらりと大きく舞まいあがり、




「おかえり。古いともだち──……」




　ごうっ──

　屋内だというのにふいに正面から強い風が吹きつけ、キーリは顔を背けて固く目を閉じた。




　ざわざわざわ……。囁ささやきあう人々の声が聞こえてくる。次に目をあけたとき、両側の壁に並ぶ絵画が時間を逆まわしにしたみたいにいっせいにぐるぐる回転して映像を映しだした。処理しきれないくらいの映像が一気に意い識しきの中に流れ込んできて目め眩まいに襲おそわれる。

　風景は今日案内された大聖堂だった。大聖堂を埋め尽くす人々が一様に不安な面持ちで会話を交わしている。人々の視し線せんが集中する先、ホールに張りだしたバルコニーの真下に血の海ができ、聖せい職しよく者しやの祭さい儀ぎ用ようの白い長衣をまとった人物がその中心に倒れていた。老人だと思われるがその顔は見られたものではなく潰つぶれている。純白の長衣が次第に深しん紅くに染まっていき、血の海がじわりと生き物のように広がって取り囲む人々が怯おびえがちに輪わを広げる。

　何が起こったんだ、どうして急に落ちたんだ……？

　足を滑らせたのか？

　違う、見たぞ、誰だれかが突き落としたんだっ……。

　人々の不ふ穏おんなささめき。ざわざわと話しあう人々の表情が壁かべの絵画のそれぞれにさまざまな角度で映る。神官たちがざわつく礼拝者たちの人払いにあたりはじめている。絵の一つの中には人々を誘ゆう導どうするシグリ・ロウやユリウスの父親の姿も見えた。二人とも今よりもだいぶん若い。シグリ・ロウのそばには赤ん坊を抱いて立っているセツリの姿。

　神官たちに誘導されて人々が立たち退のきはじめたとき、大ホールを照らす電灯に大きな影かげが落ちた。

　けたけたけたけたっ。きゃきゃきゃきゃきゃっ。狂ったような甲かん高だかい笑声が人々の頭上にこだまする。ホールの壁に並ぶ飾り灯がばちばちとはじけ、人々が恐慌に陥って逃げまどいはじめる。

　きゃはっ。

　混乱の中、場違いに無邪気な笑い声が一つあがった。セツリの腕に抱かれた赤ん坊だけが楽しそうにきゃっきゃと笑い、虚こ空くうに射さす影に向かって幼い手を振っている。

「悪あく魔まの子だ！　あの子の仕業だ！」

　赤ん坊を指差して誰かが叫んだ。ヒステリックな叫び声はすでに恐慌の頂点に達していた人々のあいだを縫ぬってあっという間に伝染する。興こう奮ふん状態に陥り暴ぼう徒とと化して赤ん坊を奪おうとする人々に取り囲まれて、赤ん坊を守るセツリがもみくちゃにされる。

（お母さん！　やめてっ、お母さんが、誰かお母さんを助けてっ──）

　意い識しきに流れ込んでくる映像に向かってキーリは必死で叫んで手を伸ばした。しかし意識の表面を流れ過ぎるだけの映像にはキーリの手も声も当然届かない。それまで笑っていた赤ん坊が──赤ん坊の自分が、張り裂けるような大声で泣きだした。耳に障る甲高い泣き声がさらに人々のパニックに拍車をかける。

　赤ん坊を抱きしめて守りながら、セツリが誰かを捜して人々の隙すき間まに視し線せんを巡らせる。視線の先に誰かの姿を見つけ、助けを求めて手を伸ばす。キーリの意識がその視線の先を追う。

　混乱の輪から少し離はなれた場所に、シグリ・ロウが立っていた。錯さく乱らんし興奮する人々に乱暴に押しのけられながら、呆ぼう然ぜんとした様よう子すで立ち尽くして事態を見守っている。娘を抱いて助けを求める妻の細い手から、シグリ・ロウは、唇を嚙かんでついと視線を逸そらした。

　セツリの深く沈んだ悲しげな瞳ひとみを最後に、混乱の映像は暗転した。




　一いつ時ときの空白のあと、絵の中から控えめにささめく声が再び聞こえはじめる。「亡くなった第十一老の後継者は……」「シグリ卿きようが第一候補だったはず」「しかし娘が悪魔の子だって噂うわさが……」人々のざわめきを背景に、絵の中にはどっしりした円卓が鎮ちん座ざする豪華な部屋が浮かびあがってくる。装飾のある黒い長衣を身にまとった老人たちが円卓を囲んで座っている。

　老人たちが険しい視し線せんを向ける末席に、一人の男が立っている。

「どうする、シグリ卿きよう」上席に座る老人が問う。

「この円卓の末席に、名を連ねたいかね」別の老人が問う。

「奥方と娘を切り捨てる覚悟があるか」別の老人が問う。

　十人の老人の二十の瞳ひとみが末席に立つ男に集中する。少しの沈ちん黙もく。

　そして男は。

「……はい」

　前を見み据すえて、頷うなずいた。







　壁かべの宗教画はすべて普通の静止した絵画に戻っていた。部屋にあった絵の中から現れたあの少女の姿も消えている。さっきまで少女が立っていた場所、絵画が並ぶ廊下の先から冷たい風が吹き込んできていた。

　ひたひたと冷たい足音をかすかに立てて、キーリは廊下を先へと進んだ。

　廊下を抜けた途端とたん、びゅうと突風が吹きつけてきた。廊下の先には塔と塔とを繫つなぐ吹きさらしの柱廊が延びていた。等間隔で並ぶ太い柱の隙すき間まに、切り立った山脈の影かげが黒く沈んで見えている。山沿いの冷たい風が薄うす手でのスリップドレスをはためかせ、露ろ出しゆつした肌があっという間に凍えてくる。自分の腕を抱えるようにキーリは身をすくめた。

　回廊の向こう側から歩いてくる人影が見えた。闇やみに溶け込む黒い長衣を身にまとい、書類や本を脇わきに抱えたひょろっと瘦やせた中背の影。細長い形の眼鏡めがねの縁ふちがかすかな灯あかりを反射して銀ぎん色いろに光り、その人物が誰だれなのかわかる。夜闇の下に白いスリップ姿で立つキーリは目立つのか、相手のほうもすぐに気がついて驚おどろいたように足をとめた。

　キーリはとっさに百八十度反転してその場から逃げようとしたが、

「まっ、待ちなさいっ」

　呼びとめる声につい足をゆるめた。追いついてきたシグリに後ろから腕を摑つかまれ、勢いでつんのめって二人で転ぶ格好になった。ばさばさと書類が床に散らばる。「す、すまない。怪け我がはないか」不器用に謝あやまりながら助け起こそうとするシグリの手をキーリは振り払った。柱廊の端で座り込んだまま、それから少しのあいだ二人とも沈ちん黙もくして荒い息を整ととのえる。

　目の前の男から顔を背けて横目で睨にらむような格好で、硬い声でキーリは言った。

「こんな時間まで、お仕事ですか」

　問われたシグリは周囲に散らばった書類や本に一度視線を落とし、

「ああ……今いろいろと、問題が起こっているから、忙しくて……」

　疲れているらしい、やつれた顔に戸惑いがちの笑えみを乗せてそう答えた。キーリは視し線せんを俯うつむけて、膝ひざに置いた拳こぶしを握りしめる。

「そんなに、長老になりたかったですか。お母さんと私を捨ててまで」

　呟つぶやいた声は少し震ふるえた。シグリが絶句するのがわかる。血がとまるほどにキーリはいっそうきつく拳を握る。

　しばらくおいて、悲痛な声で、ひと言短い返事があった。

「すまない……」

　教会のトップに名を連ねる人間の威い厳げんも何もなく、素直に頭を下げる姿を目にして、キーリは何かに幻滅した。哀れっぽく謝あやまる姿に幻滅したのではない。たぶんその逆だった。「やめてください。私に謝ったってしょうがないです。謝るんならお母さんに謝ってください。お母さんは……お母さんは、強い人だったけどっ……」

　今しがた見た映像を思いだす。

　父に見放されたときの、母の絶望した顔。

「でも、きっとあのとき、あなたに助けて欲しかったんだっ……」

　こんな男の前で涙を見せるのが悔しくて、泣きそうになるのをこらえて下を向いた。それでも握りしめた拳の上にぽつりと一つ涙が落ちてしまう。その手の甲に、シグリの瘦やせた大きな手が重ねられた。「放してっ」「すまないっ……」振り払おうとしたがシグリは手を放してくれず、キーリの手の甲に自分の額ひたいをこすりつけるようにして頭を下げる。

「すまない、本当にすまない……」

「私に謝ったって、お母さんは帰ってこない。私はあなたを父親だなんて認めない」

　土下座でもするように額をつけて謝しや罪ざいの言葉を重ねるシグリの手の中からキーリは強引に自分の手を引き抜いた。身をひるがえして半ば転がるように、座り込んだシグリをその場に残し今来た廊下を取って返して走りだす。

　幻滅した。こんなのは絶対にあり得なかった。

　教会のトップの人間というのはもっと居い丈たけ高だかで尊大で不ふ遜そんな悪役の幹部で、いもしない神さまの教えを人々に吹ふい聴ちようして人心を惑わす詐さ欺ぎ師しの親玉で、キーリの前に立たち塞ふさがる巨大な悪の壁かべでないと駄だ目めなのだ。ユドを殺して、母親を殺して、ハーヴェイをぼろぼろにして、ベアトリクスを捕まえて、そんな許しがたい行いの数々の元凶である、キーリにとって最大の憎むべき敵が、あんなただの疲れきった普通の人では駄目なのだ。この程度のつまらない敵のためにキーリの大切な人たちが今までさんざん苦しめられてきたなんて、そんなのは認めない。こんな程度じゃ許さない。あの人は簡かん単たんに謝ったりしては駄目なのだ。こんなに簡単に謝られて決着するんだったら、私は何と戦いに来たのかわからないじゃないか──。

　裸足はだしで走って廊下を引き返し、部屋に戻ったときにはすっかり息があがっていた。

　ドアを閉めてそのまま飛び込むようにベッドに突っ伏す。

（はやく迎えにきて、ハーヴェイっ……）

　心の中で泣き言を訴える。もう限界だと思った。こんなところにはいたくない。ベアトリクスを助けてもう帰ろう。はやく帰ろう。みんなでイースタベリに帰って、それでもうこんな人たちとは関かかわらないで、みんなで楽しく暮らすことってできないの？

「ハーヴェイ……兵長っ……」

　枕まくらに顔を埋めたまま、こもった嗚お咽えつと涙声が部屋の静寂に吸い込まれる。

　心の中ではそう願ねがいながらも、どんなに願ってもそんな未来はきっと訪れることはないのだろうとわかっていた。乗換駅の家に住もうって、ハーヴェイはそう言っていたけど、あの人は本心ではそんな未来を思い描いてはいないのだ。二年半前、十四歳、彼らと出会った頃ころの、自分の居場所を見つけたと思っていた幸せな時間はいつの間にか遠くに流れてしまって、もう取り戻すことはできない。

「よう。何泣いてんの？」

　頭の上で唐突に声が聞こえた。枕に突っ伏した顔をあげると、部屋の薄うす闇やみに溶け込む濃こい青灰色の双そう眸ぼうがこちらを見ている。いつの間に……たぶん部屋を出ているあいだに入ってきたのだろう。ベッドの頭の飾り縁ふちのところに、神官姿の長身瘦そう軀くの男がちんまりと膝ひざを抱えた格好でしゃがんでいた。

　キーリはぱっと起きあがってベッドの反対側の端まで跳とび退のいた。涙を拭ぬぐい、楯たてにするように枕を抱えて相手を睨にらむ。

　最初にここに来た日に姿を消してから、三日間。

「今まで何してたの？　……あの人、殺すんじゃなかったの」

　自分の台詞せりふが陰湿に薄闇に浸み込んだ。

「うーん、そうだなあ……お前が父親と感動の再会ってやつを果たしたところでぶっ壊こわしてやろうと思って待っててやったんだけど、見事に決裂したなあ」

　薄い笑いを浮かべて男が答える。半分は本当かもしれないが、半分は噓うそだろうと思った。わずかな部屋灯あかりに照らされる男の頰ほおの片側の皮ひ膚ふが緑色に溶けているのがわかる。たぶんどこかでまた動けなくなっていたのだろう。

「で、何泣いてんの？」

　おそらく理由はわかっているくせににこにこと白しら々じらしく再び訊きいてくる。キーリは体裁悪く鼻をすすり、仏ぶつ頂ちよう面づらを俯うつむけてぼそっと呟つぶやいた。こんな奴やつにどうして素直に話してしまうのか自分でもわからなかったけど、でも逆に、この男にならこんなことを告白してもいいような気がした。「……私、ここにはきっと大きな敵がいて、そいつを倒せばぜんぶ問題が解決するような気がしてた。でも、ここにはそんな敵なんていなくて……」いたのは、過去の行いを後悔している疲れた普通の人だけで。

「ずるいよ。私は、何を憎んだらいい……？」

　話しながら、自分もあの鉱山鉄道の老ろう機き関かん士しと同じだと、自分の心の底にある暗部に気がついて自分自身に失望した。誰だれかを憎んで当たり散らすことでしか大切な人を失なくした苦痛を乗り越えることができなかった、あの偏屈な老人と。

　自分もたぶん敵が必要な種類の人間なのだ。大切なものが失われていく、そのことを誰かのせいにしないと気が済まない。ハーヴェイはきっと違うのに。ハーヴェイは自分の利害を犯す者を自然と赦ゆるせる人なのだ。それに比べて自分はなんて心が狭い人間だろう。

　俯うつむいた頭をふいにぐしゃぐしゃと撫なでられた。いつの間にかヨアヒムがすぐ目の前にしゃがんでいる。

「よしよし、泣かなくていいぞ」

　と、小さい子供をあやすみたいに。キーリはきまり悪く身を硬くしたが、その声に今は何な故ぜだかすがりたくて抵抗しない。穏おだやかで優やさしいような、でも夜の闇やみに似た暗部を内包した、そんな声が耳に浸み入る。

「俺おれとお前は同類だよ。だから俺が手伝ってやるよ。お前の敵を殺してきてやる」

　声が消えたとき、男の気配けはいもまた闇と同化して消えていた。







　枕まくらを抱いてうなだれて、キーリはしばらくその格好のまま動かなかった。なんとなく熱ねつに浮かされたような気分で、形にならない茫ぼう洋ようとした思考がぐるぐると頭の中を巡っていた。

　俺が手伝ってやるよ。お前の敵を殺してきてやる。

　その言葉を拒絶しなかった自分。誰かがそうしてくれたなら、本当にそれでもいいような気がした。

　ふとハーヴェイの顔が脳裏をよぎる。キーリが間違いを犯すたびに泣きそうな表情をする赤しやく銅どう色いろの瞳ひとみ。今は片方の瞳は暗あん褐かつ色しよく。

（……駄だ目めだ）

　枕をぎゅっと抱きしめて、強く思う。

　違う、こんなのはきっと駄目だ。私は今また間違おうとしている。

「ヨアヒムっ……」

　ようやく我われに返って顔をあげる。薄うす闇やみに支配された部屋の中には今はもう自分一人の気配しかない。一いつ瞬しゆんだけ硬直したあとキーリはベッドを滑り降りた。裸足はだしで部屋を飛びだす前にまだ抱いていた枕をベッドの上に放りだした。
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　あいつのタマシイは瘦やせててウマくない……。

　でも腹の足しにはなるか……？

　喰くっちゃおうか……。




　さわさわと囁ささやきあいながら、人型の影かげたちがぬるりと部屋の隅から這はいだしてくる。書机の前に立つ男を狙ねらって異様に長くいびつに骨張った手足で床を這う。しかし途中でぴたりと動きをとめた。




　またオマエ……邪じや魔まするのか……。

　オマエ、タマシイない。喰えない。邪魔なだけ……。　




　ヨアヒムが一いち瞥べつをくれると、人型たちは恨めしげなささめきを残して部屋の隅へと引きさがり、闇やみに溶けて姿を消した。

　書類を書机に置いた長衣の男が気配けはいに気づいて振り返ろうとした。「振り返るな」先手を取って背後から男の片腕をひねりあげ、首筋にフォールディング・ナイフを突きつける。かすかな呻うめき声を漏らして男が動きをとめる。

「誰だれだ、いったい……」

「死神」

　掠かすれた問いかけにヨアヒムは飄ひよう々ひようと答えた。男の肩の関節がみしりと軋きしむ。かろうじて身をよじって耐えながら苦しげな声で、しかし毅き然ぜんとして男が問い返す。

「君が、例の暗殺者か……？」

「そりゃ買いかぶりだな。まあ、あんたらが目に見える人間に犯人を求めたいんだったらそういうことにしといてもいい」

「私を殺すのか」

「うん。命いのち乞ごいするか？」

　無邪気とも言える質問に、男は肩の痛みに脂汗を流しながらも抵抗も哀あい願がんもしなかった。強がりなのかわからないが意外にも冷静な反応にヨアヒムは若干拍子抜けした。前回殺した（いや殺そうと思って取り入ったら悪あく霊りようどもに先を越されて呪のろい殺されたのだが）あの脂ぎった老いぼれは死んでもなお未練がましく命乞いをしてきたものだが。なんでこの男はあんなふうに怯おびえて命乞いをしないのか、理解に苦しむ。

「命乞いしろよ」

　ナイフを押しあてた首筋に顔を寄せて囁く。しかし男は諦てい観かんしたような表情で視し線せんを伏せただけ。罪悪感を無む駄だに無意味に手前勝手にしょい込んで生きているような、男から感じるそんな雰囲気があいつと似ていて唐突にむかむかし、

　かこんっ。

　場違いに間が抜けた乾いた音。ねじあげた腕をさらにひねって肩の関節をはずした。

「うあ」

　男の口から掠かすれた悲鳴があがる。しかし男はまだ抵抗しない。

「……君は、何がしたいんだ？　何が目的でこんなことをしている？」

　逆に相手のほうからまた問われた。「目的？」殺そうとしている側と殺されようとしている側の立場で何な故ぜこっちが質問を受けているのか疑問だが──そもそも自分は今のところ長老殺しの連続犯などではなく真犯人は悪あく霊りようどもの呪のろいなわけだが、その質問には少々興きよう味みがわいた。暗殺者のつもりになって答えてみる。

「ぶっ殺したいからやってる。むかつくから、ぜんぶぶっ壊こわす」

「ふむ……それで、君はそのあとどうする」

「そのあとって？」

　予想外の問い返しに面食らってつい素で訊きき返してしまった。

　ナイフの刃先が触れた男の首に血の筋が滲にじむ。命いのち乞ごいしてみろ、他ほかのジジイどもみたいにみっともなくすがりついてみろ。そう思ってナイフを押しあてるが、肩をはずされ苦痛に顔を歪ゆがめながらも男の口く調ちようは静かだった。頰ほおにうっすらと自じ嘲ちようの笑えみすら浮かべて。

「……私にも昔、望みがあった。それを手に入れるためにさまざまなものを捨ててきた。しかし実際にそれを手に入れられる場所まで昇り詰めてみたら、何が欲しかったのかわからなくなってしまった。実体のない、つまらない理想を摑つかまえようとしていただけだったのだと気がついた。……そのときにはもう、取り返しのつかないものを捨ててしまっていた。

　愚おろかだったよ……今さら後戻りして罪を償つぐなうことができるなどと、あの子を取り戻すことができるなどと、一いつ時ときでも期待していたなんてな……」







　部屋を出て後ろ手にドアを閉めたところで、ぺたぺたと裸足はだしの足音が駆け寄ってきた。廊下の先から現れた少女がこっちの姿を見て足をとめた。

「こ……殺した、の？」

　息を整ととのえて一つ唾つばを飲み込み、蒼あおざめた顔で訊いてくる。ヨアヒムは片方の肩をすくめて背後のドアに目配せしてみせた。

「肩はずれてるから、介抱してやれば？」

　少女がドアに視し線せんを向ける。一歩踏みだしてから思いなおして立ちどまり、一時迷ったように俯うつむいたあと、「だ、誰だれか呼んでくるっ……」もと来た廊下を引き返す少女を一いち瞥べつしただけでヨアヒムは反対方向に歩きだした。

「ヨアヒム──」

　遠えん慮りよがちに呼ばれて軽く振り返る。少女のほうも足をとめてこっちを振り返っている。何か言おうとして口を開いたが、結局言いたいことが決まらなかったような複雑な顔。ヨアヒムは聞こえよがしの舌打ちをし、

「お前なんか仲間じゃなかった」

　ふいと視し線せんを背けて再び歩きだした。少女が再び呼んだがもう振り返らなかった。

（なんだよ……）

　結局心配で飛びだしてきたんじゃねえか。お前が望むからやってやろうと思ったのに、本当はやっぱり殺して欲しくなんかなかったんじゃねえか。むかむかした。周囲のすべてに。あの小娘にも、命いのち乞ごいの代わりに小こ難むずかしいご託たくを並べるあの男にも、いないくせにいつも影かげみたいに自分の意い識しきの隅にちらついているあの馬鹿にも。




　でも、オマエも殺さなかった……。

　ナンデ殺さなかった……。




　廊下の隅で悪あく霊りようたちが嘲あざ笑わらうようにささめいていた。横目で睨にらむと嘲あざけりを残して壁かべの中に消える。無人の廊下を一人歩く自分の足音が薄うす闇やみに響ひびく。ぼたり、ぼたりと、無雑作に垂らした左手の指先から粘ついた物体が滴したたる重い音が足音にともなう。少しすると遠く背後で人が集まってくるざわめきが聞こえはじめた。

　何がしたいんだ？──

　何もかも気に入らないから、ぜんぶ壊こわせば気に入る世界になると思った。

　そのあとは？──

　そのあとって？

　左手を前に伸ばしてみる。異常活性して泡だった細胞が指の隙すき間まから溢あふれ、ぼたり、ぼたりと床に腐り落ちる。五指の爪つめはすでに原形をとどめず、指の関節の骨がわずかに露あらわになっている。

（俺おれが、欲しかったもの……）

　自分の指先から細胞がどろどろと溶け落ちるさまを、しばらく無表情に見つめていた。
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　夫から電話があったのは夜もだいぶ更ふけた時間、今日は詰め所に泊まるから帰れないという連絡と、それから戸と締じまりをしっかりするようにと念を押された。二階の部屋とバルコニーの戸締まりを確かく認にんし、一階の前庭に面した廊下の窓を見てまわる。窓越しに眺める〈門の街〉のアップタウンの夜景は普段ふだんと変わらないように見えて、どことなく息を潜ひそめるような静寂に包まれている。

　ここ一ヵ月ほどのあいだに、ダウンタウンのスラムのほうで謎なぞの化け物に市民が襲おそわれるという事件が立て続けに起きていた。昨年秋にも水路の出口から化け物の死体が落下するという騒さわぎがあり、一時期街はその話題で持ちきりになったが、ようやくそれも沈静化したと思った矢先の出来事だった。

　彼女の夫はこの〈門の街〉の治安部支部で事務官をしており、昨今の事件の関係で仕事場に詰めっぱなしになることが増えている。彼女自身は今は仕事をしていないが、二年ほど前までは首都の教会総本山でとある高貴な家の子息の乳う母ばを勤めていた。

（ユリウス坊ちゃんは大丈夫かしら……）

　首都のほうでも同様の事件が数件起きていると聞いている。学期末休暇中に久しぶりに遊びにきてくれ、新学期がはじまるため先日首都に戻ったところだった。学校での様よう子すなど訊きけば教えてくれるが、昔のようになんでも無邪気に話してくれることは少なくなり、立派になられたと思う反面寂しくもある。夫婦に子供はなく、ユリウス坊ちゃんが夫人にとって息子同然の存在だった。

「あら……？」

　一つだけあいていた窓の鍵かぎを閉めようとして、玄関灯の灯あかりが淡く落ちる前庭に目を凝こらした。前庭を挟んだ門の通用口に隙すき間まができている。閉めておいたと思ったが、強風でも吹いてあいてしまったのだろうか？

　多少の恐怖がぞくりと背中をよぎった。

（だ、大丈夫よ……）

　自分に言い聞かせて窓の鍵を確認し、窓辺を離はなれようとしたとき、庭の隅を影かげが横切ったような気がした。「な、何……？」気のせいだ。そう思い込もうとしたが、そのとき窓の外でがさがさと何かが動く音。

　心しん臓ぞうがすくみあがった。悲鳴はなんとか飲み込んだが足が固まってその場を動けず、胸の前で両手を握りしめて窓の外を凝ぎよう視しする。

（ど、どうしよう……あなたっ……）

　心の中で助けを呼んだが夫は今夜は帰ってこない。手足ががくがくと震ふるえる。意のままにならない膝ひざを叱しつ咤たして摺すり足で窓辺から後ずさろうとしたとき、

　ばん！

　窓ガラスに何かが叩たたきつけられた。

「ひいっ」

　今度こそ裏返った悲鳴をあげ、後ずさった足を滑らせて尻しりもちをついた。そのまま腰が抜けて立ちあがることができない。窓ガラスに張りついた何かがガラスをこすってずりさがり視界から消える。ガラスに残ったのは、赤い血の色をした人間の手指の痕こん跡せき。

　手形……人の手っ……？

　はっと我われに返った。まだ腰が抜けていたがとっさに窓辺に這はい寄り、両手で窓枠にしがみついて腰を浮かせる。窓越しにそうっと外を覗のぞくと、窓の下の壁かべ際ぎわに誰だれかが倒れていた。窓ガラスから壁に沿って手指の痕あとが赤い筋になって残っている。

　玄関灯に鈍く照らされる隻せき腕わんの長身瘦そう軀くははっきりと夫人の記き憶おくにあるものだった。震ふるえる膝ひざで壁にすがってどうにか立ちあがり夫人は玄関にまわった。玄関をあけて庭に飛びだし、窓の下にぐったりと倒れている人ひと影かげに駆け寄る。隻腕の彼は壁際に倒れ込んだまま、周囲に散らばった小さな何かをそのぼろぼろになった血まみれの片腕で拾い集めようとしていた。

「なんてことっ……」

　喘あえぎ声を漏らして夫人はいったんその場に立ち尽くす。こちらに気がついてふらりと赤毛の頭を持ちあげたその青年はやはり記憶にあるとおりの彼だった。見ると腕だけでなく身体からだ中じゆうにひどく傷を負っている。

　今ひとつ焦点の定まらない、左右で色の違う瞳ひとみで青年は夫人の顔をしばらく見あげていたあと、ようやく若干焦点をあわせて心こころ許もとなく口を開いた。

「あ……すいません、気がついたらここに……他ほかに行くトコ、思いつかなくて……。すぐ出てくんで、工具を貸してもらえればって、思って……」

　消え入りそうな掠かすれた声で、まだ何か言おうとする青年の前に夫人は膝を折り、血まみれの彼の背中を抱きかかえた。「とにかく中へ、中へ入ってください、手当てをっ……」「俺おれは平気です、俺、は、」意い識しきがはっきりしていない様よう子すで青年の喋しやべり方は途と切ぎれ途と切ぎれのうわ言のようで、言動が少々おかしく視し線せんも仕し草ぐさも今ひとつ頼りない。

「部品、まだ落ちてないですか、探してもらえませんか……俺ちょっと、あんまり今、目がよくなくて……」

　傷だらけの左手をぺたぺたと地面に這わせて、そういえばさっきから何を拾い集めているのかと思ったら、機き械かいの部品らしきものが壁際に散らばっていた。倒れた青年の身体の下に古いラジオが大事そうに抱えられている。視線をさまよわせて手探りで青年はそのこぼれた部品を集めているのだ。「へいちょう、ちょっと待って、拾うから、ごめん……」だいぶ混乱している感じでぶつぶつとよくわからないことを呟つぶやき続けている。

「ああ、神さま……」

　涙声で喘あえいで一度天を仰いだあと、夫人は急いで青年を手伝った。

　天上の神に胸中でつい恨み言を漏らしてしまう。何な故ぜ彼は会うたびにこんなにも無惨な姿になっているのでしょう。そんなにも大きな罪をこの心よい青年が犯したのでしょうか？　何故こんなにも辛つらい試練をお与えになるのですか──。
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　世界が終わるかと思った。ラジオの音が聞こえなくなり、視界までもが急きゆう激げきに危うくなったとき、世界と繫つながる音も光も見失いそうになって。

　タテガミにもらった左目の視野が極端に狭く、右目の視野まで圧迫して視界が暗い。死の危険に直面したことなんて今までだって何度も、というか何百回もあったのに、今度何かあったら本当にもう二度と戻ってこられないかもしれない。そう思ったとき、感じたことがないほどひどく怖くなっている自分に気がついた。

　夫人の邸宅の玄関先。借りた工具を片手で不器用に扱って見よう見み真ま似ねでどうにかラジオの修理をし、最後におそるおそる電源を入れる。

　ぷつりとかすかなノイズが聞こえた。祈るような思いで声をかける。

「へい……ちょう……？」

　ざっ、ざざっ……ぴ──……がっ……

「兵長……？」

　ざざっ、び──……

　何か言おうとしているように、ラジオは強弱のある雑音を歪ゆがんだスピーカーから絞りだす。

『……ヴィ……だ……』大丈夫だ。俺おれはまだいる。

　そんなふうに、そんなふうに。

　喉のどもとに熱あついものがこみあげてきて、唇を嚙かんでスピーカーに額ひたいをつける。

「大切なものなんですね」

　聞こえた声に顔をあげると、控えめな笑えみを浮かべた夫人が立っていた。体裁悪く表情を取とり繕つくろい、こくりと頷うなずく。

〈不ふ死し人にん狩り〉の目を逃れて鉱山鉄道の線せん路ろ沿いを逸それたところまでは覚えているが、それからあとの記き憶おくは途と切ぎれ途と切ぎれで、気がついたら〈門の街〉にたどり着いていた。半ば夢中で半年前の記憶をたどってこの家の前に着いた。もう世話になるつもりはないと思っていたにもかかわらず、他ほかにどうしたらいいか思い浮かばず。

　エプロンドレスの膝ひざをついて夫人がそばに座った。消毒液やら濡ぬれたタオルやらを用意してきているのを見て少々怯ひるみ、「いいです、俺は、あんた知ってると思うけど……」不死人なんだから。言おうとすると夫人は首を振り、「床が血で汚れますから。怪け我がをされている方はおとなしく人の言うことを聞くものですよ」

　そう言われるとそれ以上抵抗もできず、おとなしく手当てを受けるはめになる。半年前にこの街の留置所で世話になっていたときと同じで非常に体裁が悪い。自分の力でだいぶ治ち癒ゆしたがまだひどく擦すり傷が残っている左腕に消毒液が滲しみて、傷を負うときとは違う慣なれない種類の痛みに少しばかり声をあげそうになった。しかしなんとなく、痛覚は切らないでおいた。

　てきぱきと傷の手当てをしながら（手慣れているのはユリウスが相当腕わん白ぱくなガキだったからではないかと想像できる）穏おだやかな声で夫人が話す。

「またお会いできて嬉うれしいです。気になっていましたから。お嬢じようさんはお元気ですか？」

「たぶん……」

　曖あい昧まいに口ごもって頷うなずいた。キーリが今どうしているか、心配で仕方がないものの今現在知るすべはない。

「また迷惑かけて……すいま、せん」

　せん、の部分でぺこりと頭を下げる。「あの、なんで助けて……」うまい訊きき方が思いつかず言葉が引っかかってなんだか格好が悪くなった。実際行くあてがなくて人の家に押しかけて今こんなふうに世話になっている自分はかなり格好が悪いと思う。

「あなたが、悪い方ではないと思うからですよ」

「……それだけ？」

「他ほかに理由がいりますか？」

　夫人は一度手をとめて小首をかしげ、少し面おも白しろそうに微笑ほほえんだ。

「あなたは普通の人間でしょう？　怪け我がをして困っている方がいたら、助けます。普通のことではないですか？」

「……」

　答えられずにかくんと俯うつむいた。なんとなくだが、そうか、これがあのユリウスを育てた女性なのだなと納得がいく。普通の人間は……人に助けてもらってもいいのか。なんだ、そうなんだ。今までそういうことを考えたことがなかった。

「……迷惑ついでに頼みがあります。ユリウスに、連絡つきますか」

　ごく自然に頼みごとを切りだしていた。自分から他人に無む償しようの協力を請こうことなど今までめったになかった。夫人の親切につけ込んで無理を頼もうとしていると自覚している。

　しかし、自分一人の力ではもう難むずかしいから。

　誰だれかに頼ってもいいのかもしれない。







　ざっ……ぴ──……、が──……

『……ヴィ……』

　ノイズに乗ってスピーカーからほとんど聞き取れない声が漏れる。

「うん……。うん、兵長。聞こえてるよ」

　スピーカーに額ひたいをつけて、ゆっくりした口く調ちようで話す。「なんだよ、まだくたばらねえって言ってただろ」ざざっ……。当たり前だ、とでもいうようにラジオが強めのノイズで応じる。そんないつもの反応に、ようやく自分にも少し笑えみが浮かんだ。無惨にひしゃげたスピーカーはもうほとんど意味を成さないノイズしか出さないが、自分たちの心強い保ほ護ご者しやの存在をまだ確たしかに摑つかまえることができる。

「大丈夫、わかる。言ってること、ちゃんとわかるから」

『……れ……だ……』

「ああ、俺おれも大丈夫だよ。まだ、キーリのところに行かないといけないからさ」

　夫人はひと足先に休み、深夜、二階のバルコニーに面した窓の前で膝ひざを折って〈門の街〉の夜景を眺める。極端に悪い視界に街まち灯あかりが蛍火のように霞かすみ、街並みの遠く背後に佇たたずむ乳白色の城じよう壁へきがかろうじてぼんやりと見える。視力の減退に加えて、ここに着くまでの記き憶おくがかなり飛んでいることも気になっていた。左目の奥に常にじりじりと脳に食い込むような鈍い痛みがある。

　神経のほうが少しずつ侵されていくだろうから、そのうち見えなくなると思うよ。

　タテガミがそう言っていたのは覚えているが、予想以上に悪化の進行がはやいことに若干の焦りがあった。

　目だけで済めば、まだいいけどね──。

「……」

　ぼんやりと見える城壁に目を凝こらす。あの城壁の先に目指す首都がある。自分が片づけるべき仕事と、キーリが待っている。

　どこかで犬が吠ほえているのが聞こえた。研ら究所ぼからの流出が増えているのか、あのできそこないたちが出現する頻ひん度どが最近異常に増しているという。夫人の話では首都の内部でも何やら不ふ穏おんな騒さわぎがあるらしい。

　今までじりじりと詰め寄ってきていたさまざまなものたちが、急速に加速し集結しはじめている──。

　自然と険しくなっていた表情をふとやわらげて、肩の力を抜いた。

　膝に乗せたラジオに視し線せんを落とし、またスピーカーに軽く額をつける。目を閉じると声は聞こえなくてもかすかに漏れるいつものノイズを聞き取ることができ、安あん堵どの息をつく。視力が悪くても、まだこの音で自分と世界が繫つながっていることを感じられる。

　無自覚のうちにいろいろなものに助けられてここまで来た。少しでも違う道を選んでいたら、選択肢が一つでも違っていたら、もしかしたら今とは違っていたかもしれない未来。しかし今、この道を選んできてよかったと心から思う。何度も嫌いやになったけど、投げだそうとしたり逃げだそうとしたりしてきたけど、ここまで来られてよかった。この道で関かかわってきたすべての人々との出会いに、今、素直に感かん謝しやできる。

「兵長……もう少し頑張れるか？」

　ざざ、とノイズが応こたえる。

「うん……頑張ろう」

　もう少し、もう少し。

　そうやってここまで進んできて、今、本当に終わりが近づいてきている。
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　誰だれが死んだのだろう。誰かの葬そう儀ぎが行われていた。そこは白い石を切って作られた四角い墓標が整せい然ぜんと並ぶ広場で、暗色の帽子を被かぶり喪も服ふくを着た人々が集まっている。俯うつむき加減に立つ人々の一番前で黒い長衣の神官が墓標に弔とむらいの言葉を捧ささげている。低い祈りの声が静寂の広場の空気に染み渡る。

　人々の列の端、手を繫つないで立っている喪服の少女と少年がいた。




　かわいそうに……。

　姉弟きようだい二人で残されたんですって？




　囁ささやきあう人々の声に、少女は隣となりで鼻をすすってしゃくりあげている少年の手を強く握り、唇を嚙かんで地面に視し線せんを落とす。




　子供二人でこれからどうするんだ？

　お嬢じようさんは綺き麗れいな子だから、どこかのお屋や敷しきに入るとか……？




　しめやかに続く葬儀の最中にひそひそと交わされる大人おとなたちの無責任な会話。少女はむかむかした顔で、ゆるやかに肩から流れる彼女の自慢の金の髪を睨にらみつける。少女は十代の半ばに届く頃ころ、少年は二ふた桁けたになるかならないかという年ねん齢れいで、二人ともよく似たブロンドが黒い喪服に映えていた。

　弟の手をきつく握りしめ、少女は世界中のすべてに対抗するかのように、顔をあげて薄うすいアイスブルーの瞳ひとみでまっすぐ前を睨み据すえた。

　弟にだけ聞こえる声で、突き放すように囁く。

「私、兵隊になるから。あんたはあんたで頑張るのよ」







　映像が滲にじむように消えると、そこには静止した絵画が掛かっているだけだった。貧しい農民の服装をした女たちが腰を折って涸かれた荒れ地を耕している絵。葬儀中の墓地の風景も、少女も少年も喪服の人々も影かげも形もなかった。

　ベッドの上で寝返りを打って仰あお向むけになる。灯あかりが消えた装飾灯の輪りん郭かくがぼんやりと天てん井じように浮かんでいる。

　自分の金髪を何気なく指先に巻いて弄もてあそびながら、天井を見あげて彼女は考えた。

　誰だろう、今のは……。
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　シグリ・ロウがミッドタウンの自宅に美女の愛人を囲っている、という噂うわさがぼちぼち立ちはじめているらしい。実際本当の話ではあるが、人々が考えているようなゴシップネタとはおそらく若干の差異がある。その美女というのは確たしかに美女ではあるがいわゆる人ひと質じちであってロウとのあいだに男女の関係はなく（そもそもロウは公式には未婚なので愛人がいても問題ないはずだ）、そしてその女性は、めちゃくちゃわがままで高たか飛び車しやなのである。

　好きにさせておけと指示したきりロウは多忙で彼女については無関心であり、邸宅は本当にすっかり彼女の好き放題になっている。たぶん本気を出せば逃げることも可能なのであろう彼女はおかげですっかりシグリ邸に居座っていた。

　その日、でかい衣装箱を二つ三つ抱えて神官はシグリ邸を訪れた。

「ご苦労さまです」

　と、治安部から一名だけ貸しだしてもらっている見張りの教会兵がしみじみ言う。

「様よう子すはどうです？」

「変わりありません」

「変わりないですか」

「はい」

　神官と見張り、二人で頷うなずきあって本当にしみじみ溜ため息いき。

「入りますよ」

　ロウから預けられている二階の部屋の鍵かぎを使い、衣装箱を片手に抱えなおしてぞんざいな挨あい拶さつとともにドアをあけると、部屋の真ん中にどーんと立てられた姿見の前で服をあわせていた彼女が振り返った。

　こっちの顔を見るなり、

「遅いっ」

「す、すみません」なんで謝あやまらないといけないんだろうと思いつつ謝ってしまうのは気の弱い自分の性さがか。

　彼女の部屋（いつの間にやらすっかり彼女の部屋だ）はまるで戦場の焼け跡みたいな惨状と化していた。ベッドの上や床一面に誇張でもなんでもなく足の踏み場もないほどに新しい服やあけっぱなしの衣装箱、ついでにアルコールの瓶までもが散らかり放題。「買ってきてくれた？」裸足はだしで駆け寄ってきた彼女が神官が持っていた箱を有う無むを言わさず引ったくり、取って返してベッドに跳び乗りうきうきと梱こん包ぽうを破りはじめた。

「そうそう、こんなのこんなの。このワンピにあわせるのってやっぱりこういうシンプルなのがいいのよねー」

　箱の中から彼女が取りだしたのは、彼女の注文になるべく沿うよう探しまくって手に入れた黒のエナメルのピンヒール。左右の靴をそれぞれ手に持って目の前に掲げ、彼女はどうも満足いかなげに首をひねったりする。

「うーん、ヒールがあと一．五センチ高かったら文句なかったんだけどなあ。まあいいわ、妥協してあげる。あんたまあまあいい趣しゆ味みしてるわ。いい彼女できるわよ」

「そりゃどうも」

　溜ため息いき混じりに応じつつとりあえずＯＫをもらえたことにほっとし、しかし何な故ぜこっちが礼を言っているのだろうと真剣に悩む。彼女はさっそく新しい靴を姿見の前に持っていき、着ていた黒のワンピースとあわせはじめた。くるっとこっちを振り返って髪を搔かきあげるポーズなんてきめてみせ、

「どう？」

「えぇっ」

　まさか感想を訊きかれるとは思いもしなかったのでたじろいでから、

「……はあ、まあ」

「何、その言い方」

　不満げに彼女が頰ほおを膨ふくらませるので慌てて言いなおす。

「似合います。とても」

　お世辞ではなく、金髪が映えるシックな黒の衣装がそのまま余裕で上流階級のパーティーの主役になりそうなくらいよく似合っている。

　普通に（というか相当に）綺き麗れいで普通の（というよりは相当にわがままな）若い女性にしか見えない彼女が、過去の戦争で大量に人を殺した最強の殺さつ戮りく兵器で〈トゥールースの大火〉の元凶の魔ま女じよと言われていて、八十年以上追われ続けている賞しよう金きん首くびで……。もっと殺戮兵器らしくしろと言いたいわけではないものの呆あきれて閉口するしかない。戦争の時代なんかに生まれなければ、彼女の人生はもっと違うものになっていたのだろうか。

「ねえ、ねえ、このスカートなんだけど、もっとスリット入ってたほうがいいと思わない？」

「はいっ？　はあ……」

　問われた神官は俺おれが知るもんかと適当な返事をしつつスリットは深いに越したことはないとも思ったり思わなかったり。

「ハサミ貸してくれる？」

「あとで持ってこさせますよ……」やれやれとうなだれて頷うなずいた。疲れる……。「ピアスはねえ、穴あけてもすぐ塞ふさがっちゃって取れなくなるからイヤリングしかできないの。不ふ死し人にんって不便よねー」などとさりげなくグロテスクなことを言いながら彼女は四よつん這ばいになって鏡かがみを覗のぞき込み新しいイヤリングをあわせたりしはじめる。ゆるやかに波打ちながら流れる金の髪に黒い服、それに赤しやく銅どう色いろの石のイヤリングがさらに映えて、彼女は着飾っていなくても十分綺麗なのだが着飾っているとまた格別に美しい。

　鏡に向かって首を傾けて耳につけたイヤリングを見やりながら、呑気のんきな声で彼女が問う。

「ねー、キーリまだ来ないのう？」

「もういらっしゃってますよ。今、総本山のほうに滞在しておいでです」

　投げやりに神官が答えた途端とたん、彼女の動作がぴたりととまった。

「……キーリ、来てるの？」

　妙にぎこちなくこっちを振り返って問いなおす。

「今そう申しあげました。近々お会いになれるかと」

　答えた瞬しゆん間かん、「わあっ」彼女が履はいていた靴が目の前に飛んできて神官は反射的に頭をのけぞらせた。背後の戸口にばしっと靴がぶちあたる。危うくピンヒールが目玉にでも突き刺さるところで心しん臓ぞうがばくばく跳ねる。死ぬかと思った。

「な、なんなんですかっ」

「出てって！」

　抗こう議ぎしたいのはこっちなのだが彼女のほうがいきなりヒステリックに喚わめきだした。

「出てって、誰だれも入ってこないで、あっち行け！」

「ちょっ、わっ」

　靴やら服やら衣装箱やらびゅんびゅんとモノが飛んできて神官はわけがわからなないまま部屋から追いだされ、直後にばたんとドアが閉まった。まだ心臓をばくばくさせながらドアを叩たたいて声をかける。

「どうしたんですか、いったい」

「黙だまれ、入ってくるなっ」

　ドア越しにこもった喚き声が聞こえる。さっきまでご機き嫌げんそのものでさんざんこき使っておいて今度はあっち行けって……。

（なんなんだよ……）

　閉ざされたドアの前で神官は啞あ然ぜんとして立ち尽くした。

　お……女ってわからない。
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　かの独裁者は彼らを忌いみて

　砂と枯れ野の惑星に追いやった

　惑ほ星しへ往ゆく囚人たち　荒れ地を耕し麦を植え




　絵画の中から歌が聞こえた。泣きやまない赤ん坊を母親があやしている。赤ん坊を抱いた母親の姿はまるで宗教画に描かれた聖母のようで、しかし聖母が歌うのは神を讃たたえる聖歌をもじった替え歌。荒野を切り開いた真の功労者である囚人たちを回想する昔話。控える侍女たちが歌詞の内容に眉まゆをひそめるが彼女は気にしたふうもない。

　母親の腕の中、白い産うぶ着ぎに包まれた赤ん坊はまだ泣きやまない。母親が優やさしく赤ん坊に語りかける。「何も怖くないわ。もう何もいないでしょう。ほら、怖い人たちのかわりに鳥さんが来たわよ」母親が虚こ空くうを指差すと、赤ん坊はぐずりながらも次第に泣きやみ、まだ涙に濡ぬれた頰ほおをほころばせてきゃっきゃと喜びはじめる。飛んでいるものを追うように、小さな両手を虚空にふわふわ泳がせる。

　ふわふわ、ふわふわ。赤ん坊の幼い両手と黒目がちの瞳ひとみが虚空を泳いで。

　そしてぎょろりとこっちを見た。

　深い闇やみが沈む漆しつ黒こくの瞳。




　裏切ったな……。




　赤ん坊が口を開いた。老婆のようなしわがれた声で。




　喋しやべったな……。オマエが黙だまっていれば、誰だれも知らなかったのに。よくも売ったな……。




　赤ん坊の瞳がぐるぐるぐるぐる回転しはじめ、二つの黒い瞳から大量のウジが這はいだしてくる。じわりじわりと次第にウジ虫たちが絵の中から這いだしてきて額がく縁ぶちから壁かべへと広がる。周囲の壁に掛けられた他ほかの絵の中に描かれた人間たちまでもがけたけた笑って同どう調ちようする。オマエは友だちを売ったんだ。あの子はぜったいに裏切らないのに、オマエは裏切った……。

「うるさい、あっち行け、出てくるな！」

　喚わめいて靴を投げつける。ヒールが壁に傷をつけて床に落ち、周囲がふっと静かになった。

　靴を投げつけた格好のまま、彼女は荒い息をしてしばらく固まっていた。薄うす暗ぐらい部屋灯あかりの下で絵画はただの絵に戻っていて、ウジに覆おおい尽くされた赤ん坊も額縁も壁も、周囲で嘲あざ笑わらう声もなく、絵の中の人々は荒れ地を耕す格好のまま静止している。

　喉のどが渇いていた。水が飲みたくなりふらふらとベッドから滑り降りる。

　部屋の真ん中に置かれた姿見の前を通ったとき、自分の横顔がちらりと鏡かがみに映った。

　ふふ……。

　鏡の中の自分が笑った。蒼そう白はくな顔で彼女が鏡を振り返った途端とたん、鏡の中の自分が甲かん高だかい声で笑いだす。鏡に映った自分の顔が醜みにくく歪ゆがむ。

「私の真ま似ねするのやめて！」

「何言ってるの、私はあんたよ？」

　ヒステリックに喚わめく彼女に鏡かがみは狂ったように嘲あざ笑わらい続ける。

「やめてってば、お前なんか死んじゃえ！」

「殺せるものなら殺してみなよ。あんたは私。私は死ぬことができない」

「うるさい！」

　反射的に拾った靴を振りあげて、彼女は今度は鏡に向かって靴を投げつけた。鏡にぴしりと放射状のひびが入るが笑い声はまだどこからか聞こえてとまらない。「死ねばいい。生きてたって面おも白しろいことなんてない。こんな服で着飾ったって虚むなしいだけ。死ねばいいのよ、死ねるもんなら。だってもう疲れたでしょう……？」

　ひびが入った鏡の中で醜しゆう悪あくに歪ゆがんだ自分の顔がいつまでもけたけたけたけた笑い続けて煽あおりたてていた。

　死ねばいい。死ねばいい。







　シグリ・ロウからすっかり自宅の管理をまかされて（むしろ放任されているというか）家のものは好きに使っていいと言われているので、この家を訪れるたびに遠えん慮りよなくコーヒーを淹いれてひと休みしてから帰る。基本的に質素な家だがコーヒーだけはわりといいものが買い置いてあるのだ。
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　ちなみに昨夜ゆうべ、シグリ・ロウは階段で滑ったとかで肩を脱だつ臼きゆうするという怪け我がを負い、この人手不足のときにと現在十一人から六人にまで減った長老たちから白眼視されている。階段で滑ったくらいで脱臼するものだろうか、というそもそもの疑問はあの老人たちの頭では想像できないらしい。

（お、ブランデー発見）

　リビングの戸棚を何気なく覗のぞいてブランデーの瓶を見つけた。アルコールは教義で禁止されているわけではないものの、やはりほどほどに控えるようにという風ふう潮ちようはある。しかしシグリ・ロウがコーヒーにブランデーを垂らす趣しゆ味みがあることを知っていたのでちょっと真ま似ねしてみたくなった。

　この家の持ち主の家柄と地位に比すれば実に慎つつましやかな、しかし当然一軒家など持ったことがない若い自分にしてみれば十分に贅ぜい沢たくなソファの上座に身体からだを沈め、ロウの気分になってブランデー入りコーヒーをすする。

（……美う味まくないな、これ）

　苦みに苦みが乗算されて微妙な味。何が美味くてあの人はこんなものを好んで飲んでいるんだろう。そういえばシグリ・ロウも美味そうな顔をして飲んでいるところはまったく見たことがなかったかもしれない。何かの苦行みたいにブランデー入りコーヒーを脇わきに置いて常に仕事をしている姿ばかりが印象にある。

　上流階級を気取ってみたが、なんか……虚むなしいだけだった。

　溜ため息いきをついてカップを置いたとき、

　ガシャ──ン！

　頭上から突然聞こえた物音に思わずソファから跳びあがった。尻しりと一緒に心しん臓ぞうを跳ねさせながら何ごとかと廊下に飛びだすと、

「ヨ、ヨシウさん！」

　見張りの兵士が二階の回廊から身を乗りだして慌てた声で呼ぶ。階段を駆けあがり見張りと合流して二階の彼女の部屋に駆けつけ、戸口に立った途端とたんぎょっとした。

　部屋の真ん中、放射状にひび割れて破片が散乱した鏡かがみの前に、片手にハサミを提げた彼女が立っていた。ここのところ（わがままは別として）危ない挙動をする気配けはいがなかったので油断してハサミなんて渡してしまったのはあきらかに人ひと質じちに対する許容範はん囲いを超えていたと今さら自分の失敗を思い知る。

　ゆるやかな癖くせを帯びた金髪の一部が首のあたりでちょん切れて彼女の足もとに散らばっていた。中途半端に無惨な髪型になった彼女の首筋から大量の血が流れている。

「な、何をやってるんですっ……」

　戸口で怯ひるんで立ち尽くしつつ声をかけると、どことなく定まらない目つきで彼女がゆらりとこちらを振り返った。薄うすい色あいの彼女のスリップドレスを首から流れる血が鮮あざやかな赤に染めあげているが、傷口付近の血はコールタール状の黒い液体に変化してすでに傷を塞ふさぎはじめている。

「死ねない……」

　不ふ思し議ぎそうに小首をかしげて彼女が言う。

「あ、当たり前じゃないですかっ。いえ普通は当たり前じゃないですけどっ」何を言ってるんだ俺おれは。

「あはっ」

　と、彼女がふいに吹きだして、ハサミをすとんと床に落とした。

「あはは、ははは、ははははは……」

　ぞっとして見守る神官と見張りを前に、彼女は自分の髪と鏡かがみの破片が散らばった床に糸が切れた人形みたいに脱力して座り込み、色のない掠かすれた声で本当にそういう壊こわれた人形みたいにただただずっと笑い続けていた。
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　ベアトリクスに会えることになったのは首都に来て五日目。キーリはヨシウというあの世話役の神官に連れられて、首都の一般居住区にあるシグリ・ロウの自宅を訪れた。どうして急に会わせてもらえることになったのかとキーリが不ふ審しんげに問うと、神官は相変わらず怯ひるみ気味の対応で「我われ々われじゃあ手に負えないので……。最初に言っておきますけど、こっちは何もしてないですからね？」とよくわからないが言い訳のようなものをした。

　シグリ・ロウという人の自宅は意外と普通の家だった。もちろんキーリの基準からしたら十分すぎるほど立派なのだが、過度に飾りたてられているということもなく、たぶんイースタベリの教区神官長の家よりもよっぽど慎つつましやかだ。

「あなたがお生まれになった家ですよ」

　言われてはじめてそういうことになるのかと気がついた。

　複雑な思いで階段の手すりに手を触れてみる。冷んやりとした、よく磨かれて手に馴な染じむ感触。装飾品の類たぐいはほとんどないが壁かべに絵画が比較的多いのは誰だれの趣しゆ味みだろう。シグリ・ロウ本人か、あるいは母の好みだったのか。

　わあっ……

　と子供がはしゃいで走り過ぎる声が聞こえた気がして振り返る。しかし砂色の陽光がエントランスに細く射さしているだけで、壁に掛けられた絵画以外何もなかった。

（この家には、いろんなものが棲すんでいるな……）

　エントランスの正面の階段を上ると半円形に延びる回廊があり、片かた袖そでの奥まったところにある部屋の鍵かぎを神官があけた。

「危ないかもしれないので、気をつけてください」

　忠告しつつ、神官はどことなく逃げ腰でキーリを押しやるように戸口に立たせた。

　心しん臓ぞうがとくんと高鳴る。教区境のバーで喧けん嘩か別わかれのようになってから、会いたくて謝あやまりたくて、そしてずっと無事を案じていた。仲直りして、いっぱい話がしたい。あれからまたいろんなことがあったから、いっぱい話を聞いてほしい。きっと彼女は少しも変わっていなくて、馬ば鹿かじゃないのって呆あきれたり皮肉を言ったりしながらもキーリの話を親身になって聞いてくれる。ハーヴェイや兵長のことも話したい。もうキーリ一人きりじゃ不安で抱えきれない、でも彼女になら相そう談だんできる。

　ようやく会える。ベアトリクス──。

　カーテンが閉まっていて部屋の中は薄うす暗ぐらく、エントランスに射さす自然光に目が慣なれていたので緑がかった残像が視界に焼きついてすぐには様よう子すがわからなかった。視覚が慣れてくるにつれ、キーリは部屋の惨状に息を飲んだ。

　脱ぎ捨てられた服やら衣装箱やら酒瓶やらが部屋中に散らかり放題。壁の絵画の何枚かは傾いていたりはずれて床に墜つい落らくし、部屋の真ん中には割れた鏡かがみの破片が散乱している。




　ほしへゆくしゅうじんたち　あれちをたがやし……




　ベッドのほうから、メロディになっていないふわふわした鼻歌が聞こえた。ベッドの上に横になっている人ひと影かげがある。不ふ揃ぞろいにちょん切れてこびりついた血で固まった金の髪、赤茶色に汚れたスリップドレスの裾すそや肩かた紐ひもをあられもなく乱してベッドに倒れ伏し、途と切ぎれがちに歌いながらときどきふいにくすくす笑ったり、細い指先をふわふわ虚こ空くうに漂わせてぐるぐるした円のようなものを描いたり。

　頼りない歌声が部屋の薄うす闇やみに浸み入るように沈んでいく。

「ベアトリクス……？」

　掠かすれた声でキーリは呼びかけた。まだ鼻歌を歌いながら、彼女の瞳ひとみが虚空を泳いでこっちを向いた。キーリが緊きん張ちようして待っていると、彼女は一拍おいてから、

「……なあに？　新しいメイドの子う？」

　間延びした喋しやべり方でそんなことを言った。

「ベアトリクス」

　もう一度、もう少し低い声で、しかしもっとはっきりした声で言う。

　その呼びかけに、虚空に円を描いていた彼女の指がぴたりととまり、彼女の瞳があらためてまともにこちらを向いた。蒼あおい瞳が一つ二つ大きく瞬まばたきをする。やっぱり少しも変わっていない、知的なアイスブルーの瞳を持つ綺き麗れいな彼女に、キーリの心に懐なつかしさが広がる。ずっと会いたくて、謝りたくて……。

「ベアトリクスっ……」

　涙ぐんで駆け寄ろうとしたとき、

「出てって！」

　スリッパらしきものが目の前に飛んできて、「きゃっ」避け損なったキーリの頰ほおすれすれを掠かすめて後ろに立っていた神官の顔面を直ちよく撃げきし神官がぎゃっと声をあげた。「な、なにっ」状況が飲み込めないまま間かん髪ぱつ入いれず服やら箱やらがばしばしと飛んでくる。頭に覆おおい被かぶさってきたスカートか何かの布を引っぺがしながら、

「ベアトリクス！　ど、どうしたの？」

「出てって、出てってよう！」

　喚わめき声とともにやみくもにモノが飛んできてたまらず戸口の陰まで一時後退。腕で顔をかばいながら部屋を覗のぞいた途端とたんもう片方のスリッパが飛んできた。腕にあたったスリッパを払いのけ、

「ベアトリクスってば、ねえ、私だよ？　どうしたの？」

「私を怒りに来たんでしょ、そうなんでしょ！」

「怒りにって……、何言ってるの？」

「危ないですよっ」

　神官に腕を取られて後ろに引っ張られた刹せつ那な、寸前まで覗いていた戸口にハサミがすとんと刃先から突きたった。さすがにぞっとして背筋が凍る。ベアトリクス自身も一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をして、ハサミを投げつけた格好で動きをとめた。

　その一瞬の隙すきにキーリは神官の手を振り切って部屋に駆け込んだ。駆け寄っていくキーリに怯おびえたようにベアトリクスのほうは頭から毛布を被ってベッドの奥に潜もぐり込み、毛布の端からこもった声で叫ぶ。

「来ないでよ、来ないでってばあ！」

「なっ……」

　子供じみた醜しゆう態たいをさらす彼女にキーリは一いつ時ときベッドの脇わきに立ち尽くして呆あきれ返った。さんざん心配して、やっと会えるって期待して、どきどきしてここまで来たのに……じわじわと怒りすらこみあげてくる。「何それ、何言ってるかわかんないよっ。ちゃんと話そうよ、ベアトリクス！」「やだーっ」毛布を無む理り矢や理り引っぺがそうとするキーリと喚いて抵抗するベアトリクス。もうめちゃくちゃだ。なんでこんな子供どうしの引っ張りあいみたいなことになってるんだろうとキーリ自身泣きたくなりながら。

「痛っ」

　毛布を引っ張り戻そうとしたベアトリクスの手がキーリの頰を掠り、爪つめがわずかに皮ひ膚ふを引っ搔かいた。キーリが小さな悲鳴をあげるとベアトリクスも「あっ」とちょっとびっくりした声をあげ、二人で一瞬動きをとめて見つめあう。

　ぎゅっとキーリは唇を嚙かみしめ、

　ぱしんっ。

　お返しとばかりベアトリクスのほっぺたを思いきり引っぱたいた。引っぱたかれたことが理解できないみたいな啞あ然ぜんとした顔でベアトリクスは固まったまま。

「な、なんで……」

　ぜいぜいと息を切らせてキーリは喘あえぐように声を絞りだす。

「なんでこんな、私たちこんなことしてんの、馬ば鹿かみたいじゃんっ。怒ってるよっ。そうだよ怒ってるよっ。だってずっと心配してて、会いたくて、わ、私だって、ここに来てからずっと心細かったのにっ……。なのに、何これ、こっ、こんな服ばっか買いあさってお酒飲んで浮かれて散らかして、私がどんな気持ちでいたかも知らないでっ……」こらえきれずにとうとう涙が溢あふれた。泣きながら怒っている自分が滑こつ稽けいで馬鹿馬鹿しくて、格好悪いと思いながらも余計に涙がとまらなくなる。

　ベアトリクスは毛布を搔かき抱いたままぽかんとした顔でこっちを見つめ、

「私……私がキーリのこと喋しやべったの、怒ってないの……？」

　おそるおそるという感じで訊きいてくる。泣き顔のまま今度はキーリがぽかんとした。

「何それ、なんで私が怒るの？」

「だ、だって、そしたらあんた無む理り矢や理りここに連れてこられるでしょ。エイフラムを捜すどころじゃなくなるよ。私、私、なんだかもう全部どうでもよくなって、ついあんたのこと全部喋っちゃって、そしたらあんたを迎えに行くって聞いて、それでまずったって気がついて、後悔したんだけど、もう言っちゃってて……」喋りながらくしゃっと表情を崩し、彼女のほうまでまるで小さい子供みたいに泣きだした。

「ごめんね、ごめんね……」

「何言ってるの、ハーヴェイとは会えたよ。もう会えたんだよ。ハーヴェイもベアトリクスのことずっと気にしてたんだよ。兵長もだよ。みんな心配してたんだよ？」

　痛ましくぼさぼさになってしまった彼女の自慢の金髪を両手で抱いて顔を寄せると、ベアトリクスは涙がたまった目をしばたたかせ、

「エイフラムと会えたの……？」

「会えたよ。ちゃんと会えたよ」

　彼女は信じられないというように目を丸くしてから、またいっそう顔をぐしゃぐしゃにして泣きだした。

「そうなんだ。よかったね、よかったね……」

「うん。うん」

　キーリも泣きながらこくこく頷うなずく。顔を寄せあった彼女と額ひたいがぶつかる。

「髪、こんなにしちゃって、何やってるの、もったいないよっ。馬鹿じゃないのっ……」彼女に言われる予定だった台詞せりふをキーリが泣きながら怒ったふうに言っていた。と、ベアトリクスも同じように泣きながら怒りだし、

「馬ば鹿かはあんたじゃないのっ。あんたが勝手に飛びだしてくからこんなことにぃっ」

「あれは、ベアトリクスが噓うそついたからじゃんっ」

　二人で膨ふくれっ面つらを突きあわせて睨にらみあう。泣いていたと思ったら喧けん嘩かをはじめた女の子二人の部屋の戸口で神官がなんとも反応できない感じで突っ立っている。

　睨みあったまま数秒。

　それから。

「うぅ」

「うー、ベアトリクスぅー……」

　二人でまたくしゃっと顔を崩し、抱きあってわんわんと体面もなく泣きだした。気が済むまでずっとずっと泣いていた。ざんばらになった彼女の髪を抱きしめるとふわりと淡い香油の匂においと、それに混じった血の臭においがした。それはいつもの、やっぱり変わらないベアトリクスらしい匂いだった。
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「それで聞いてよ、最初私の顔を見たときなんて言ったと思う？　〝誰だれ？〟だよっ」

「あははは、あいつらしいわ」

「もう、笑うところじゃないよっ」

　本気で傷ついた顔をするキーリをベアトリクスは遠えん慮りよなく笑いとばす。

　教区境のバーを一人で飛びだして〈門の街〉に向かってからの出来事を、順を追ったり錯さく綜そうしたりしつつベアトリクスに話した。大きなベッドの上で二人で枕まくらを抱えてごろごろしながら、なんだかルームメイトの夜のお喋しやべりみたいに。部屋の外には見張りがいて、ここは未いまだキーリにとって敵地の真ん中で、ハーヴェイと兵長とは連絡がとれなくて……問題は山やま積づみなのだけど、首都に来てからはじめての安心した気持ち。

「十七歳の誕たん生じよう日びだってまた忘れてたんだよ。ほら、サウスハイロでのこと覚えてる？　ベアトリクスと最初に会った年の誕生日も、忘れて出かけちゃってて……」さらにキーリは積もり積もったハーヴェイに対する恨み言を言い募ってしまう。と、誕生日の話題を出した途端とたんベアトリクスがきょとんとした顔をするので、

「……ベアトリクスも忘れてたでしょ。今年はお祝いしてくれるって言ったのに」

「えっ、えぇ？　覚えてるわよ、当然じゃないのっ」

　じっとりと不ふ審しんげな視し線せんを向けるとベアトリクスはあきらかに狼ろう狽ばいした言い訳をして、「ちょっと待ってて」とぱたんとベッドに倒れて何やら手作業をはじめた。二人それぞれ頭の向きをあべこべにして寝転がる格好になっているのでキーリの目の前にはベアトリクスの素足があり、彼女の頭のほうは見ることができない。

「何してるの？」

「見ちゃ駄だ目め」

「ぷ」

　頭をあげて覗のぞき込もうとすると枕まくらが飛んできた。「もう」キーリはむくれてベッドに寝転がりなおす。久しぶりのこんなくつろいだ時間にうとうとと心地ここちよい眠気が訪れる。説教部の塔に滞在中は毎晩あまり寝つけなかった。




　惑ほ星しへ往ゆく囚人たち　荒れ地を耕し麦を植え

　しかして神があらわれる

　大地はすべて神のもの　麦は神への捧ささげもの




　まどろみに落ちはじめる耳にベアトリクスが口ずさむ鼻歌が聞こえてきた。さっきも歌っていた歌だ。枕に頰ほおを押しあててうとうとしながらキーリは彼女の透きとおった歌声に耳を傾けた。聞いているうちになんだか漠然とした懐なつかしさが心に沁しみる。昔、誰だれかに歌ってもらったことがあるような……。

「それ、なんの歌？　聞いたことある気がする……」

　惑星へ往く囚人たち──この惑星の荒野を開拓したのは聖書が教えている信仰者たちではなくて、惑星に教会ができるもっともっと前、この惑星が流刑星だった頃ころにここに流された囚人たちだとハーヴェイが話してくれたことがある。

（ハーヴェイ……）

　思いだしてまた不安が心を掠かすめる。

（……でも、絶対来る……）

　迎えにくるって言ったんでしょう？　絶対にって。じゃあ来るわよ。

　と、ベアトリクスが自信たっぷりに言ってくれた。なんでそんなに自信満々なのか、不安を拭ぬぐえず沈ちん鬱うつな顔をするキーリの額ひたいを小突いてベアトリクスはくすりと笑い、あいつは基本的に絶対なんて言葉使うような自信家じゃないわよ、めんどくさいくらいにね（確たしかにそのとおりのような気がキーリもする）。そいつが奇跡的に珍しく、〝絶対〟って言ったんだから、絶対来るわよ。

　彼女のその言葉にすがるように、目を閉じて胸の前で祈るように両手を握った。

「キーリ、腕貸して」

　何やらまだ手作業をしていたベアトリクスの声に目をあけるとまだ彼女の素足が目の前にある。寝転がったままずりずりと砂虫みたいな動きで半回転してキーリと同じ方向に頭を向けた彼女がキーリの腕を取り、きょとんとするキーリの手首に紐ひも状じようの何かを結びつけた。

「……？　何？」

「お守り。誕たん生じよう日びプレゼント。エイフラムとちゃんと会えるように……これ、御ご利り益やくあるわよう。私の怨おん念ねんがこもってるからね」

　などとえへんと胸を張って言う彼女。怨念はこめないで欲しいけど……。左手を目の前に掲げ、手首に結ばれた腕うで輪わのようなものをキーリは目を丸くして凝ぎよう視しした。切ってしまったベアトリクスの金髪をひと房撚よって編あみ込んだ紐に、イヤリングを壊こわしたらしい赤しやく銅どう色いろの石がぶらさがっている。

「あ、ありがと……。うれしい。手作り……」

　さっきさんざん泣いてまだ目のまわりがひりひりするのにまた涙ぐんでしまう。誕生日プレゼントなんて、しかも手作りプレゼントなんて、もらったのはいつ以来だろう。

　心から嬉うれしくてお礼を言ったのにベアトリクスは不ふ機き嫌げんな顔になり、「悪かったわね、手作りで。私は人のプレゼントには金を使わない主義なのよっ」などと何な故ぜか偉そうに言うので涙ぐんだまま笑ってしまった。泣き笑いのまま、腕にはめられたお守りを手首と一緒にぎゅっと握った。

「じゃあ、じゃあ、私も何かあげる」

　キーリも身体からだを回転させて彼女ににじり寄り、彼女と顔を突きあわせる。彼女はぱちくりと瞬まばたきをして、
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「いいわよ。私誕たん生じよう日びじゃないもん」

「じゃあ、今度の誕生日にぜったい何かあげる。夏の真ん中の日」

「……それ、あんたが勝手に決めたんじゃないの」とベアトリクスは頰ほおを引きつらせたが、ふっと表情をやわらげてしょうがないなという笑えみを浮かべ、

「ま、いいけどね」

「じゃあ絶対お祝いしよう。約束だよ」

「わかったわかった」

「約束。絶対」

「絶対」

　寝転がったまま二人でおでこを突きあわせて頷うなずきあう。

　絶対という言葉を、今は信じた。この世界にもしかしたら絶対なんていうものはないのかもしれないけど、でも、今はきっとあると信じた。

　久しぶりに安らいだ夜。そのあとはそれほどお喋しやべりもしないうちに、キーリは彼女の隣となりで眠ってしまった。もっともっと話したいことはあったけれど急に眠気が訪れて。

　でも大丈夫。今日は眠っても、明日も明後日あさつても、これからきっと、いつでも話せる。







「惑ほ星しへ往ゆく囚人たち　荒れ地を耕し……」

　つい伝染して小声で口ずさんでしまった自分に神官は肩をすくめて口を閉じた。

　深夜、仄ほの灯あかりが落ちる回廊の隅。彼女たちの部屋のドアの脇わきに座り込み、すっかり冷めてしまったブランデー入りコーヒーをすする。さっきまで部屋の中から聞こえていた歌や話し声は今はもう聞こえず、浸み入るような深夜の静けさが邸宅を支配しはじめている。

「ヨシウさん、その歌はちょっと……まずいのでは」

　ドアを挟んで反対側の脇に直立不動で立つ見張りの兵士が、前を向いたまま遠えん慮りよがちに呟つぶやいた。同じく前を向いてコーヒーをすすりながら神官は苦笑して呟き返す。

「ああ、そうですね……」

　教会の教えを批判する替え歌だ。誰だれかに聞かれでもしたら眉まゆをひそめられるどころか異端者扱いされかねない。けれども……この歌のほうが面おも白しろいかも、なんて思ってしまう。

「ヨシウさん。我われ々われ、いったい何してるんでしょうね」

　見張りがまたぼそりと呟いた。回廊の手すり越しにエントランスの壁かべに掛かる絵画をただぼんやりと眺めながら、今度は神官のほうが見張りに釘くぎを刺す。

「……それは、口に出さないほうがいいですよ」

「そうですね……」

　今度は見張りが神官と同じことを言った。

　ただの親しい友だちで、ずっと会いたくて捜しにきただけの二人の女性を、何な故ぜ自分はこんなふうに見張っていなくてはいけないのだろうか。とはいえ命令に逆らうほどの信念も行動力もなく。

（……美う味まくないなあ）

　舌に浸みる冷めたブランデー入りコーヒーはやっぱり微妙な味だった。なんだかまるで、それはうまくいかない苦い現実のように。
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　絵の中に小ぎれいな白い家が見えた。まさしく一枚の精細に描かれた絵画のように。前庭に柵さくがあり、こぢんまりとした花か壇だんが造られている。爆ばく撃げき機きが一機、家の上空を爆音とともに飛び去ったが、そんな世界とは無む縁えんのようにその家は平和にそこにある。

「お姉ちゃあん」

　少年が泣きべそをかいて呼ぶ声。家の中から少女が出てきた。少女も少年もあの喪服の頃ころよりもずっと幼く、少女は淡いグリーンのエプロンドレス、少年は同じグリーンのベストに短パン姿。少年がぐずりながら指差す庭の木の枝に玩おも具ちやのヒコーキが引っかかっていた。

　飛行機。そう、まだこの惑星に飛行機を飛ばすエネルギーがあった時代。

　ようし、と庭の木を見あげて少女がエプロンドレスの裾すそをたくしあげる。

「お姉ちゃん、危ないよ」

「平気平気」

　おろおろする弟の前で少女は臆おくさず木に登りはじめ、ヒコーキが引っかかっている枝に手を伸ばす。「届いた！」と思ったとき、摑つかまった枝が折れた。びりっ、どさっ、と音が続き、わあっと弟が大声で泣きだす。ちょうど表に車が停とまり、弟の泣き声を聞きつけた両親が血相を変えて車から飛び降りてきた。

「痛たたた……」

　後頭部を押さえて少女がむくりと起きあがったときには心配顔の家族にすっかり取り囲まれている。「ごめんなさい……」ばつが悪く身をすくめる少女の手はヒコーキを離はなさずしっかり摑んでいた。家族がいっせいに胸を撫なでおろす。姉の名を呼んで泣きじゃくる弟の手に少女はヒコーキを押しつけて、「泣かないの。男のくせに」突き放して言うと弟はぐずりながらも怒られないようにぎゅうぎゅう涙を拭ぬぐった。

「あちゃー……」

　視し線せんを落とすと枝に引っかかったスカートの裾が大きく破けてしまっている。スカートをたくしあげると擦すり傷きずを作った素足が露あらわになる。

「ごめんなさい……破けちゃった」

　申し訳なさげに両親を見あげると、両親は顔を見あわせて微笑ほほえみあい、

「ちょうどよかったよ」

　なんて言われて少女がきょとんとしていると、父親が車から大きな衣装箱を持ってきた。

「お誕たん生じよう日びおめでとう」

　両手で抱えきれないほどの大きな箱を渡されて少女は目を丸くする。今日が自分の誕生日だなんてことすっからかんと忘れていたのだ。思いがけない贈り物に大喜びでほとんど破るように箱をあけると、中から出てきたのはかわいらしい真っ白なワンピース。少しだけ大人おとなっぽい形で、一つお姉さんになった気分を実感。

「ありがとう！」

　脚の擦すり傷きずもかまわず新しい服を両手で広げて少女は庭中を跳びはねた。汚れるからあとにしなさいと注意しつつ苦笑して見守る両親。姉を追いかけて走りまわる弟。庭に家族の笑い声がこだまする。

　おめでとう、ベアトリクス。

　おめでとう、ビー。お姉ちゃん──。







　映像が消えると、絵の中には例によって荒野を耕す人々の静止画が描かれていた。部屋は静かで、あの鏡かがみの中の嫌いやな自分の声もけたけた笑う絵画の亡ぼう霊れいたちの声も聞こえない。隣となりで眠る少女の寝息だけが静かに穏おだやかに聞こえている。

　起きあがってベッドの端に座り、薄うす闇やみにぼんやりと浮かぶ絵画を見あげる。

（ああ……）

　涙が一つ、自然と頰ほおを滑り落ちた。




　おめでとう、ビー。お姉ちゃん──。




　明るい声が脳裏に甦よみがえる。

　あれは私だ、あの女の子は。家族に囲まれて幸せだった頃ころが自分にもあった。守ってくれる人がいて、守りたいものがあって、幸せだった頃があった。

　今、思いださせてくれたのが、この惑星の神に類する何かの力の気まぐれなら……。

　ありがとう、って言っておく。

　私は十分に幸せだった。
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　朝方、またガラスが割れる音で仮眠していたソファから跳び起きるハメになった。心しん臓ぞうに悪いので頼むからやめて欲しい。一階のリビングから飛びだすと、二階の回廊から前回と同じく見張りが身を乗りだして叫ぶ。

「ヨシウさん、外です！」

　二階にあがらずにエントランスを素通りして前庭に飛びだした途端とたん、神官は立ちどまって我わが目を疑った。

　二階の窓から女の子が二人降ってくる──！

　金髪の女性が黒髪の少女を首にぶらさげた格好で着地、若干よろめいたもののほぼ危なげなく少女を受けとめて地面に降ろした。「ふう、ちょっと身体からだがなまったわ」首の骨をこきこき鳴らしてうそぶく彼女に対して少女のほうは蒼あおい顔で、

「めちゃくちゃだよ、ベアトリクス！」

「無事に着地できたんだからいいじゃないの」

　うるさいなあという感じで金髪の彼女が口をとがらせる。

　意図せず行く手を遮る位置に立ってしまった神官の前で彼女たちが足をとめた。顔にかかるぼさぼさのブロンドの奥で彼女がにこりと微笑ほほえみ、少女の首を抱え込んでその首筋にハサミを突きつけた。「えっ？」と少女のほうが驚きよう愕がくした顔。怯ひるみながらも神官はどうにか逃げ腰にならずに二人の前に両手を広げた。

「そっ、そんな白しら々じらしい演技したって騙だまされませんよっ」

　やや声がうわずる。彼女は動じたふうもなく、

「だから何？　でも、あんたは上司の令れい嬢じようを人ひと質じちに取られてやむなく見逃すしかなかった。そうでしょう？」

「……え？」

「殴り倒されるほうがお好みならそうしてもいいけど」

　物ぶつ騒そうきわまりない微笑を浮かべて言う彼女に「う……」さすがに怯んで腰が引ける。長銃を持った見張りが遅れて庭に飛びだしてきたが、神官は広げた手を見張りのほうに向けて制する仕し草ぐさをした。彼女がくすりと笑い、少女の手を引く。

「用事があるから、もう行くわね。……ちょっといい暮らしさせてもらったわ。ありがと」

　こんな状況にもかかわらず心しん臓ぞうをずがんと射い抜ぬく最上級のウインクを残し、立ち尽くす神官と見張りを残してきびすを返した。門の通用口を蹴け倒たおして（文字どおり彼女が思いきり蹴ったら蝶ちよう番つがいがはずれた）走り去っていく彼女たちを彼らは突っ立ったまま見送るしかない。

「ど、どうするんです、ヨシウさん」

「えーと……」

　訊きいてくる見張りに、神官は彼女たちが消えた方向を見つめたまま、

「こういうときは、まず上司に報告」

　お互いそうひどくない上司を持ってよかったなあ、と二人しみじみ頷うなずきあった。
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　鉄道の陸橋が見おろせる高台、教会総本山へと向かう上り坂を進んでいく巡礼者たちの長い列を眼下に望む場所で二人はようやく走るのをやめた。ずっと走ってミッドタウンを抜けてきたのでキーリはすっかり息を切らせつつ、一方で平気な顔をしているベアトリクスをちょっと羨うらやましげに睨にらみやる。

「びっくりしたあ。一いつ瞬しゆん本気かと思ったよ」

「場合によっては本気だったけど？」

　愚ぐ痴ちるキーリにベアトリクスは飄ひよう々ひようとそんなことを言ったりして、持っていたハサミを押しつけてきた。キーリはきょとんとして手渡されたハサミを見おろす。

「切ってくれる？」

　と、ざんばらになった自分の髪をベアトリクスは軽く振ってみせて。仰天して目を見張るキーリに「こんなんなっちゃったんだもん、短くしたほうがましだわ」と、彼女はかけらも未練がないふうに屈託なく笑った。

「そうしたら、あれに混じろう。格好もちょうどいいしね」

　彼女が指差した先、長い長い蛇のようにうねりながら続く巡礼者の列を眼下に眺める。暗色の外がい套とうに帽子を被かぶった人々の列にまぎれれば、黒い服を着ている自分たちの姿はすっかり溶け込んでしまうだろう。列が目指す彼方かなたに見えるのは濃のう灰かい色しよくの尖せん塔とうが林立する教会総本山。

「大丈夫よ」

　不安な面持ちで彼方の塔を眺めるキーリにベアトリクスの声が心強く請うけあう。腰まで届く長い髪ももちろん綺き麗れいだったが、不ふ揃ぞろいでぼさぼさの髪も彼女のざっくばらんな性格にとても似合っていて、やっぱり彼女はいつも綺麗で強かった。

「あいつが来るとしたら、総本山に直接行くと思うわ。大丈夫。会える」

「……うん」

　キーリはこくりと頷いて、左手首に結ばれたお守りを強く握った。ベアトリクスの金髪に赤しやく銅どう色いろの石、キーリの大好きな色ばかりでできた何よりのお守り。ハーヴェイ、兵長……それにあれから姿を見せないヨアヒムはどうしたのか──。

　大丈夫、きっと全部うまくいって、みんなで帰れる。

　右手でお守りを握りしめ、お守りがついた左の拳こぶしもきつく握って、瞳ひとみは強くまっすぐに目指す教会総本山を見み据すえた。
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　ねえ、神さまってどんな人なの？

　幼い頃ころ、ユリウス少年は例によって疑問に思ったことを解決しないと気が済まない知りたがり屋の子供で、乳う母ばにそんな質問をしてみたことがある。

　そうですねえ……わたくしもお会いしたことはありませんから。

　と乳母は困った顔で答えた。

　偉い人たちは神さまに会ったことがあるのかなあ？

　ええ、そうですね、ロウたちは神さまのお言葉を直接賜たまわる方々ですから。坊ちゃんも将来ロウになられるかもしれないんですよ。

　乳母の答えを聞いてユリウス少年は目を輝かがやかせた。神さまと会えたら、オレ、いろいろお願ねがいしたいことがあるんだ。レアカードがもらえますようにとか、もっと強くなりたいとか、あとオレ、犬が飼いたい。それと、それと……。次々と願がん望ぼうを並べたてるユリウス少年に乳母は苦笑して、あらあら坊ちゃん、神さまはお願いを叶かなえてくださる方ではないんですよ。神さまは見守り、愛し、赦ゆるしてくださる方なんです。

　そ、そうなの……？

　ええ、そうなんですよ。

　そうなんだ……。乳母の説明にユリウス少年はさっきまでの勢いもどこへやらしょんぼりと頭を垂れる。オレ、もっとお願いがあったのにな。父さんや母さんやばあやがずっと仲良くいられますようにとか、それから……惑星中で困ってる人がいなくなって、みんなが悲しんだりお腹なかをすかせたり凍えたりしませんように、って。

　でも、そうか、神さまはそういうお願いは聞いてくれないのか……。




　神サマナンテイラナイ　神サマナンテ何モシテクレナイ




　脳裏に甦よみがえる少女の台詞せりふが、心しん臓ぞうにずしりと重く突き刺さった。

　長老の連続死事件と化け物騒そう動どう、どちらも教会上層部は大ごとにせずに処理しようとしている。長老会は欠員のまま、トップの管理機き能のうは混乱状態。混乱が表面化しないよう取とり繕つくろうのが精いっぱいで、化け物騒動については現在のところなんの公式見解も出ていない。一般市民に犠ぎ牲せい者しやが出ているというのに。〈不ふ死し人にん狩り〉が動いているので長老会がなんらかの関かかわりを持っているか、少なくとも情報を得ていることは確かく実じつであるはずなのだが、その情報は街の警けい戒かいにあたっている治安部のほうまでは降りてきていない。

　教会に対する不信感が自分の中で日に日に色いろ濃こくなっていることをユリウスはどうしても無視することができずにいた。杞き憂ゆうだと思いたい。それでも……。







　春を迎える時期だというのに未いまだ寒気がゆるまない、どんよりと曇くもったその日。「迎えにこい」という高たか飛び車しやな連絡を受け、ユリウスは教会関係者が乗り降りするための総本山近くにある駅にやってきた。列車が駅舎に滑り込むのが見え、少ししてから普段ふだんよりもどこかせわしなく駅舎から乗客たちが流れでてくる。

　聖せい職しよく者しやがまとう黒い外がい套とうに身を包み帽子を被かぶった人々がほとんどを占める中、比較的目立つ赤毛の長身を見つけることはそれほど難むずかしくなかった。行き過ぎる人々の中で向かいあって立ちどまり、ユリウスは開口一番、

「似合わない」

「やかましい」

　それが挨あい拶さつだった。

　悔しいことに未だユリウスより頭半分は高い目め線せんから不ふ機き嫌げんそうに見おろしてくるその赤毛の男は漆しつ黒こくの神官服の上から外套をはおり、外套のフードを深く降ろしている。首にかかっているのは以前も見たことがある古ぼけた小型ラジオ。よく観かん察さつすればポケットに入れている右みぎ袖そでが空であることに気づく者もあるだろうが、一見したところでは一応地方巡礼から帰ってきた神官の格好だ。〈門の街〉で治安部支部の事務官として働いている乳う母ばの旦だん那な（ユリウスにとってもわりあい親しい〝おじさん〟にあたる）のツテで用立てたものらしい。

　すらりとした長身に襟えりの高い長衣は似合わないわけはないはずだが、醸かもしだす雰囲気が決定的にアウトローなのでユリウスに言わせれば不良神官にしか見えない。神官の格好をさせたら自分のほうが百倍男前だ（たぶん）。だいたい頰ほおにあきらかに堅かた気ぎではない鉄てつ錆さびのような爛ただれを張りつけて左右非対称の瞳ひとみを持つまともな神官なんてどこの世界にいるんだ。……相変わらずこの男は、見るたびに身体からだのどこかが欠けていく。

「その目……どうしたんだ？」

「勲くん章しよう」

　遠えん慮りよがちに訊きくと相手はにやりと口の端で笑った。心配して訊いてやったのにからかわれたみたいでユリウスはむっとして、

「なんだよそれ、ぜんぜんカッコよくないぞ」

「ああ、俺おれは今いろいろ悪あがきしてるから、カッコ悪いよ」あっさり認めるのでユリウスは絶句する。こんなに素直な奴やつだっただろうかと意外に思ったが、「体裁繕つくろってる余裕はないから、利用できるものはする。お前に助けてもらったほうが都合がよかったから連絡とった。お前なんかに借りを作るなんて本当はまっぴらご免でも、だ」

「……」

　やっぱり嫌いやな奴だった。ユリウスは憮ぶ然ぜんとして口をとがらせた。〈砂の海〉の船で最初に出会ってからもう二年あまり、ユリウスはそれなりに成長したつもりだが、歳としをとるということがないこの男の性格のひねくれ度はやっぱりぜんぜん変わっていない。

　駅舎の出口から教会総本山に向かって幅の広い連絡橋が延びている。同じような格好の人々の流れにまぎれて二人並んで橋を歩きだす。

「……キーリは？」

　二人とも前を向いて歩きながらぼそっとした質問があった。本当は最初からそれを訊ききたくて仕方がなかったに違いない。ユリウスは口の中でちぇっと舌打ちして答える。

「人ひと質じちに会いに、シグリ・ロウの自宅に行ったって聞いた」

「ビーと合流したんだな……」

　ほっとした呟つぶやきとともに胸もとのラジオを見おろす仕し草ぐさはまるでラジオと頷うなずきあっているかのように見えた。

「そっちに行くか？」

「いや……ビーと会えたんなら急がなくてもいい。その前に、」

　と、途中でふいに歩ほ調ちようをゆるめて端のほうへと若干よろっと曲がっていくので、ユリウスは怪け訝げんに思いつつあとについていく。「どうした？」「ちょっと一服」「はあ？」何をするのかと思ったら連絡橋の欄らん干かんに寄りかかってフードの陰で煙草たばこを吸いはじめたので呆あきれ返った。

「余裕ないってさっき言わなかったか？」
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「ないよ。だから、」煙を深く一つ吸って吐きだしてから、「ニコチンでドーピングしとかないと途中でくたばる」冗じよう談だんで言っているわけではないらしく、半身を投げだすように欄らん干かんにもたれかかって息を吐く様よう子すは本気で辛つらそうに見える。憎まれ口を叩たたいてかろうじて精神力を繫つなぎとめながら、ぎりぎりで動いているのがわかる。

「で、化け物騒さわぎの話」

「ああ」

　ユリウスも隣となりで欄干に背中を預けてひと休みしながら話すことになった。連絡橋を行き交う人々が時折りこちらに視し線せんを送ってくるが、ハーヴェイのほうは人波に背を向けているので喫煙に眉まゆをひそめられることはない。

「ラボに潜もぐり込めるか？　あそこから流出してるのは間違いない」

「やろうと思えばルートは作れると思う。父さんに頼ってもいいところだけど、オレ個人のツテでもあてができたから……」

　てきぱきと答えるユリウスに、ハーヴェイが煙草たばこを吸う手をとめ、こっちに横目を送って瞬まばたきをするのでユリウスはいったん言葉を切った。また何かからかう気かと条件反射で身構えてしまう。

「な、なんだよ」

「お前がやろうとしてることって、背信行為なわけだけど、わかってるのか？」

「そっちから協力要よう請せいしといてよく言うな」

「別に無理にとは言わない。お前を人ひと質じちにして自力でなんとかする」

「……」

　それを無理にと言わずしてなんと言うのか。

「冗談だ」

「噓うそつけ」

「うん。本気」

「……」

　少し思案してから、ユリウスは視線を足もとに落として重々しく口を開いた。

「……オレはただ、本当のことを知りたいだけだ。オレが今まで信じてきたものが、疑わなかったものが、本当にそこにあったのかって……もしかしたらそこには何もなかったのかもしれないって……」今まで見ていた場所に、目指していた場所に、神はいたのだろうか。




　神サマナンテイラナイ　神サマナンテ何モシテクレナイ




　脳裏に聞こえるキーリの声。

「人々を助けるために、教会はあるんじゃなかったのか……？」

「……お前、俺おれに教会は必要なのかなんて訊きいて、なんて言って欲しいわけ？　俺の答えなんて決まってるだろ」

　沈ちん鬱うつな問いをばっさりと斬きって捨てられ、しかし今のは自分のほうが無神経だったと納得して言い返すことができなかった。教会に追われている不ふ死し人にんに教会の神なんて敵でこそあれ必要であるわけがない。




　神サマナンテイラナイ──




　でも……本当にそうなのだろうか。

「オレは、教会はこの惑星に必要ないものなんかじゃないって、やっぱり今でも思ってる。戦争が終わったとき、飢うえと略奪が横行してめちゃくちゃになってたこの惑星の街々に、食べ物を配って暖房を作って、秩序を回復することに手を貸したのは確たしかに教会だった。それは、それだけは本当に本当だったんだ。オレも、そんなふうに惑星の助けになれたらって、ずっと思ってきた……」けれど今、憧あこがれてきたものがもやっとした灰色の霞かすみに包まれてよく見えなくなっている。自分が今まで信じてきたものはなんだったのだろう。

　聞いているのかいないのか、隣となりの男はただ欄らん干かん越しに眼下に広がる首都の街並みを左右で色の違う瞳ひとみで何気なく眺めて煙草たばこを吸っている。回答がもらえるはずもない。そもそも回答があることを期待して話したわけではないけれど、それでも何かの返事を期待してしまう。

　しばらく沈ちん黙もくが降りた。せわしない人の流れが途と切ぎれることなく連絡橋を行き過ぎる。

「ユリウス」

　と、思いがけずふいに反応があったので緊きん張ちようして次の台詞せりふを待っていると、

「お前さ、自分が本気で惑星中の人間を助けられるなんて思ってんの？」

　素で理解できないという口く調ちようで言われて、高まった期待が心の中でがらがらと音を立てて崩れ落ちた。憤慨と羞しゆう恥ちのあまりユリウスは顔を真まっ赤かにして、

「なっなんだよ、悪いかよっ」

　のそり、

　ハーヴェイの向こう側で何かの影かげが動いた。向こう側──欄干の外側から。声をかけるのが間にあわず驚きよう愕がくの形に口をあけただけのユリウスの反応で察したようでハーヴェイはとっさに避けようとしたが、横から薙ながれた鉤かぎ爪づめを食らって欄干沿いを滑るように吹っ飛ばされた。

　いつの間に這はいあがってきたのか、橋の下からあの化け物が、欄干を蹴けって跳ちよう躍やくするように姿を現した。

「う、うわっ……」

　とっさに反応できずにユリウスはうわずった声をあげて数歩後ずさったのみ。連絡橋の通行人たちにもあっという間に騒さわぎが広がりほうぼうで悲鳴があがる。

　ぐぅ……ぅ……ぅあ……

　人間の呻うめき声に似た音を喉のどから漏らし、べた、べた、と張りつくような足音を引きずってそいつがこっちに近づいてくる。瞳どう孔こうの見えないそいつの瞳ひとみを凝ぎよう視ししたままユリウスは足が震ふるえて逃げることができない。

　べた……べた。

　足音を引きずりながら、そいつが爪つめに引っかかった赤い肉片をべろりと舐なめた。

「ユリウス、伏せろ！」

　聞こえた声に身体からだが反応する前に、後ずさった踵かかとが躓つまずいて尻しりもちをついた。その頭上ぎりぎりを間一髪、風を切って何かが通り過ぎ、目の前に迫ってきていた化け物が側頭部を殴られて横に吹っ飛ぶ。しかしさほどダメージは入らなかったようですぐに身を起こす。殴られた衝しよう撃げきで片方の眼球がぼこりと異様に飛びだしていたが、自分の状態がよくわかっていないのかそいつは小首をかしげただけで、標的をユリウスから割り込んできたハーヴェイへと変更してゆらりと立ちあがった。

「下がれ。邪じや魔まだ」

　ぶっきらぼうな口く調ちようで言ってハーヴェイがユリウスの前に出る。折れた欄らん干かんの一部と思おぼしき鉄パイプのようなものを持った左手の外がい套とうの袖そでが裂けて血が流れている。ぎりっと歯は嚙がみをして一度だけ目を閉じると、コールタール状の黒い血液が傷口から浸みだしはじめる。いったんは傷口が塞ふさがりはじめたがコールタールの血液はすぐに途と絶だえて、ハーヴェイが一いつ瞬しゆんふらつくのがわかった。

「あ、う……あ……」

　助けないと。なんとかしないと。

　動揺と恐怖とで言葉が出ないまま、頭で明めい確かくに考えるより先に身体のほうが動いた。

「うわあーっ」

　大声をあげ、身体全体を使って化け物に突進。体当たりを食らわせて化け物の身体を欄干に押しつけ、そのまま欄干を越えて突き落とそうとしたが、敵の爪が襟えり首くびに引っかかり一緒に転げ落ちそうになった。「ユリウス！」声と同時にぎりぎりで腕を摑つかまれ、化け物だけが橋の下へと転落していく。ハーヴェイに腕を抱えられ欄干に取りすがった格好で息を切らせながら橋の下へと視し線せんを巡らせ、

　背筋を戦せん慄りつが駆け抜けた。

　都市を隔てる切り立った内ない壁へきのところどころに、街全体を縫ぬって流れる水路の出口がアーチ形の口をあけている。そのすべての出口から、水死体に似たあの緑色の化け物たちが大量に這はいだしてくるのが見えた。あたかも腐った水が浸みだすように、内壁が澱よどんだ緑色に侵しん蝕しよくされていく。連絡橋の上を逃げまどう人々の恐慌をＢＧＭにユリウスは硬直してそのおぞましい光景を凝視する。

　内ない壁へきを這はって迫り来る化け物の群れにどこからか火が投げ込まれた。化け物たちが火だるまになって壁かべを転落していく光景に、安あん堵どする以上に嘔おう吐と感かんがこみあげる。

　純白の僧衣に装甲板を身につけた治安部の兵士たちが眼下の街に現れるのが見えた。連絡橋のほうにも火がついたたいまつを掲げた兵士たちの一部隊が駆けてくる。

　その先頭に見知った心強い顔を見つけた。

「父さん！」

「ユリウスか！　無事か？」

「何が起こって……」

　部隊を率いて駆け寄ってきた父親が、ユリウスとともにいる長身瘦そう軀くの男の姿に気づいて足をとめた。距きよ離りをおいて一いつ時とき睨にらみあう二人。しかし対立している場合ではなく、たいまつの火でいったんは退いた化け物たちがまた押し寄せてきつつある。欄らん干かん越しに眼下に視し線せんを投げて父親が舌打ちする。

「水路の出口からいっせいに出てきた。一般居住区のほうにも現れている」

「キーリたちは？　シグリ卿きようの家に行ったって──」

　ユリウスが言った瞬しゆん間かん、ハーヴェイが唐突に欄干を越えて飛び降りようとするのでユリウスは慌てて「待て、待てよ！　こんなとこから飛び降りるな！」引きとめようとしてとっさに外がい套とうの襟えり首くびを摑つかんで首を絞める格好になり、「殺す気かっ」欄干に足をかけた格好で首をさすりながら相手に怒ど鳴なられた。

「待ちなさい。シグリ卿の家に令れい嬢じようはいない。逃げたと連絡があった」

　父親のほうがハーヴェイの腕を取り冷静に説得にかかる。

「逃げた？」

「一般居住区の市民は大聖堂に誘ゆう導どうしている。そっちへ行ってみろ」

　睨むような目つきで父親の話を聞いたあと、ハーヴェイは一つ頷うなずいて総本山の方向へきびすを返した。「ユリウス。お前も行きなさい」「父さんは？」「これが俺おれの仕事だ」部隊を率いて残る父親に促され、後ろ髪を引かれながらもユリウスもあとに続いて走りだす。混乱の中、逃げまどう人々と時折りぶつかったりして走りながら、前を行く長身瘦軀の神官服に向かってユリウスは声をあげる。

「なあっ、あんな化け物、治安部の装備で倒せるのかな」

「倒せない」

　前を走る背中が振り返りもしないで即答した。

「心しん臓ぞうを貫いて破は壊かいするしかない。あれは……俺の同族だから」

　無感情な、しかし吐き捨てるような最後のひと言。

　連絡橋を抜けた先に尖せん塔とうが林立する首都総本山の正面ゲートが見えてくる。正面ゲートは市街から逃げ込んでくる人々で溢あふれ返ってぎゅうぎゅう詰めになっていた。我先にゲートを抜けようと押しのけあう人々、混乱の中で転ぶ老人、親とはぐれて泣なき喚わめく子供──。

　自然とユリウスの足は途中でとまっていた。

「……オレ、戻る。避ひ難なん誘ゆう導どうくらいは手伝えるはずだ」

　訝いぶかしげに振り返るハーヴェイをまっすぐ見み据すえ、強い口く調ちようで。

「お前はキーリを捜しに行け。大聖堂はまっすぐ行けばすぐにわかる」

「……言われなくても」

　いい加減慣なれてきた憎まれ口に軽く片手をあげただけで応こたえ、ユリウスはもと来た方向へ身をひるがえす。

「ユリウス」

　その背中に声がかかった。振り返るとハーヴェイがまだ立ちどまってこっちを見ている。奇妙な顔でいったん足をとめるユリウスに、ぞんざいな口調で次の台詞せりふが続く。

「俺おれは、お前のそういう、自分なんかが本気で惑星を救えるなんて思ってるところはほんとに笑えると思うけど」

「わ、悪かったなっ。そんなことで呼びとめるなっ」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせて怒ど鳴なるユリウスに、相手はふいに笑えみを見せた。「でも……そういうことを本気で信じられるお前は、素直にすげえと俺は思うよ」普段ふだんのにやりとした薄うす笑わらいよりもやわらかい笑い方。こういうふうにも笑えるのかと、意外な一面と意外な台詞にユリウスはぽかんとして口をつぐむ。

「頑張れ」

　エールを最後に、神官服の長身をひるがえした。一いつ時ときその場に突っ立って見送るユリウスの視し線せんの先、人々の混乱の中へと赤しやく銅どう色いろの髪の後ろ姿が消えていく。

　頑張れ──。

　追いつきたいとずっと思っていた相手から言われたそんな言葉に、何な故ぜだか泣きたくなった。自分のほうがぼろぼろでふらふらのくせに、人にエールなんか贈ってる場合か。

「……お前も頑張れ」

　すでに相手に聞こえるはずもない。それでもきっと届くようにと願ねがって呟つぶやき、ユリウスも反対方向へときびすを返して走りだした。
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　隣となりに座るベアトリクスがふいにきょろきょろと周囲を見まわした。

「どうしたの？」

　訝いぶかしげにキーリが訊たずねると、

「……ん、なんでもない。大丈夫よ」

　被かぶった黒のショールの下で、自慢の金髪を惜しげもなくショートヘアにしてしまった彼女が安心させるように微笑ほほえんだ。切ってしまった彼女の髪のひと房はお守りになってキーリの手首に結ばれている。お喋しやべりをしていたら前に座る中年女性にじろりと睨にらまれたので二人で顔を見あわせて口をつぐんだ。

　二人とも黒い服に黒のショールを被った格好。パイプオルガンのＢＧＭがゆるやかに流れる大聖堂のホールいっぱいに並べられた長なが椅い子すに、暗色の帽子を被った巡礼者たちがひしめきあって座っている。アーチ形の高い天てん井じように囲まれた大ホールは大勢の人がひしめいているわりには冷んやりと静せい謐ひつな空気に包まれていた。かすかに漂う油絵の匂においは自分やベアトリクスの服に染み込んだ匂いだろうか、シグリ・ロウの自宅の匂いと同じ。

　パイプオルガンのＢＧＭが終わり、前方のバルコニーの上に純白の地に金の飾りが縁ふち取どられた長衣をまとった神経質な感じの老人が現れた。キーリからしてみればなんらの神がかった力も感じられないその老人に対して、周囲の礼拝者たちから崇敬の溜ため息いきが漏れる。

「シグリ・ロウじゃないのね」

　前を見み据すえたままベアトリクスが囁ささやいた。確たしかに、先日見学した礼拝のときはシグリ・ロウが壇だん上じように立っていたが、今日は別の長老が説教を行うようだ。目を凝こらすとバルコニーの奥の目立たない場所に控えているシグリ・ロウの姿を見つけた。右腕を吊つり包帯で吊っている。なるほど、あの姿で壇上に立ってもいたずらに民衆を不安にさせるだろう。

「あんたが意外とお嬢じようさまだったなんてねえ」

　からかい半分の囁きにキーリが嫌いやそうに眉まゆをひそめると、ベアトリクスは軽く肩をすくめてウインクしてみせ、

「まあよかったじゃないの。親が見つかって」

　キーリはぶんぶんと首を振った。被ったショールが左右に振れて頰ほおにぶつかった。

「嬉うれしくないの？」

　頷うなずく。

「なんで？」

「……だって、教会はハーヴェイやベアトリクスの敵じゃないか」

　俯うつむいて暗い声で言うキーリに対して、隣となりの彼女から返ってきたのはあっけらかんとした明るい笑い声。

「そんなのちっちゃい問題だわ」

「ちっちゃくないよっ」

　つい声が大きくなってしまい、前に座るさっきの中年女性にまた睨まれてまた二人で顔を見あわせ身をすくめた。再び声のトーンを落としてベアトリクスが囁く。

「エイフラムがそんな細かいこと気にすると思う？」

「思わない……けど」

「あんたの幸せをいつも最さい優ゆう先せんに考えてる。あいつも、私も。あんたが、あんただけは前を向いて進んでくれればいいと思う。……だから、たいへんなことはこれからもたくさんあると思うけど、たまには逃げても立ちどまってもいい、でも……目を背けるな」

　隣となりで囁ささやく彼女の声が、小声だけれど力強く耳に沁しみる。お守りを結んだ左手でキーリは隣に置かれた彼女の右手を、彼女の綺き麗れいな指を握った。

「……で」

　掠かすれた声で囁く。

「みんな、みんなそんなふうに遺言みたいなこと言わないで。嫌いやだよ。一人にしないで……」

　自分の声が弱々しくて情けなくて、それでも口に出したその言葉は心からの願ねがいであり祈りであり、涙がこぼれそうになって唇を嚙かみしめた。彼女の手が強く握り返してくる。はっきりと自信に満ちた、いつもの彼女の声。「大丈夫よ。一人になんかならない。あんたはエイフラムと会える」

「……うん。ベアトリクスともずっと一緒だよ」

　目の奥に涙を押し込め、キーリも彼女の手をきつく握り返して頷うなずいた。

　ふと気がつくとさわさわと周囲がざわつきはじめていた。お喋しやべりするたびに睨にらんできていたあの中年女性まで隣の男性と何やら眉まゆをひそめて会話を交わしている。

　もともと聞いていなかったので気づくのが遅れたが、いつの間にか長老の説教の声が中断していた。怪け訝げんな空気が前のほうから波紋のように礼拝者たちのあいだに広がっていく。

　なんだろう……。長なが椅い子すに座ったまま背を伸ばして人々の頭の隙すき間まから前方のバルコニーを覗のぞきみる。礼拝者や周囲に立つ神官たちが訝いぶかしげに顔を見あわせる中、バルコニーの上に立つ白い長衣の長老は説教など頭から吹っ飛んだように棒立ちになり、怯おびえたような蒼あおい顔をして虚こ空くうを凝ぎよう視ししている。

　その頭上に人ひと影かげが浮かんでいるのが一いつ瞬しゆんだけ見え、

「ベアトリクスっ……」

　はっとしてベアトリクスの腕を摑つかんだとき、前方で女性の甲かん高だかい悲鳴があがった。

　突如、長老が前のめりに身体からだを折って手すりを乗り越えバルコニーから転落した。自分から飛び降りたように見えたかもしれない──しかしキーリの目には老人の服を摑んで突き落とした黒っぽい影がはっきりと見えていた。キーリの位置からでは落下地点は見えないが、ホールまでの高さは十数メートルはあるだろう。どさっという重苦しい嫌な音。悲鳴が放射状に拡大しホール中の礼拝者が総立ちになった。

「ベアトリクス、見た？　今っ……」

「見えたわ。離はなれないで」

　一気に混乱が広がる中、二人も立ちあがって手を強く握り身を寄せる。




　何が起こったんだ、どうして急に落ちたんだ……？

　足を滑らせたのか？

　違う、見たぞ、誰だれかが突き落としたんだっ……。




　人々の不ふ穏おんなささめき──絵画の中に見た赤ん坊の頃ころの事件がキーリの脳裏ではっきりと重なった。ざわつく礼拝者たちの人払いにあたりはじめる神官たちの姿に鮮せん明めいな既視感。そうなると次に起こるのは──。

　神官たちに誘ゆう導どうされて人々が立たち退のきはじめたとき、大ホールを照らす電灯に大きな影かげが落ちた。

　けたけたけたけたっ。

　きゃきゃきゃきゃきゃっ。

　アーチ形の天てん井じように何かの動物を思わせる異様な笑い声が重なりあってこだまする。壁かべに並ぶ飾り灯が点滅してばちばちと火花をあげ、掃射を浴びたように前方から後方に向かってはじけとんだ。ふっとすべての灯あかりが消え、ステンドグラスから射さす淡い戸外の光のみがホールを照らす。薄うす闇やみにまだ慣なれない視界の中で悲鳴をあげる人々、怯おびえて身を寄せあう人々、頭をかかえてうずくまる人々。ベアトリクスと離はなれないよう手を繫つないだキーリは混乱する人々に四方から押しのけられ突きとばされてあちこちによろめいた。

　親に置き去りにされたのか、人々の足のあいだで泣き声をあげている赤ん坊を見つけ、「あっ」「キーリ？」とっさにベアトリクスの手を振り払って赤ん坊に駆け寄り、誰かの足に踏まれる寸前のところを抱き寄せて保ほ護ごした。

「大丈夫？」

　産うぶ着ぎに包まれた赤ん坊の顔を覗のぞき込んだ瞬しゆん間かん息を飲む。一歳にも満たないと思われる赤ん坊がぱっちりと目をあけ、闇が沈んだような瞳どう孔こうのない瞳ひとみでこちらを見あげて。

　にたり……と頰を歪ゆがめた。

　ひゃはははははっ。

　狂ったような甲かん高だかい声で赤ん坊が笑いだし、ふっくらした幼い顔がみるみる皺しわを帯びて老人の顔へと変化する。「いやあっ」赤ん坊を放りだそうとしたが、赤ん坊は幼い両手からは想像できない握力でキーリの服にしがみついてどんなに振りほどこうとしても離れない。群衆の混乱の中、場違いに笑い続ける赤ん坊の甲高い声がこだまする。

　鮮明な既視感に再び襲おそわれた。

　次に起こるのは。次に起こるのは──。

「悪あく魔まの子だ！　あの子の仕業だ！」

　誰かが叫んでこっちを指差した。ヒステリックな叫び声はすでに恐慌の頂点に達していた人々のあいだを縫ぬってあっという間に伝染する。興こう奮ふん状態に陥り暴ぼう徒とと化して赤ん坊を奪おうとする人々に取り囲まれてキーリはもみくちゃにされる。

　自分の状況が、過去の母セツリの状況と完全に重なった。

　過去の再現。あのときと同じ。

　四方から服や髪を摑つかまれ引っ張られる中、キーリにしがみついて離はなれなかった産うぶ着ぎの中身がふいにするりと消失した。老人の顔をした赤ん坊が黒い霧状の影かげと化し、相変わらず狂った笑い声を立てながらするすると天てん井じようへと昇っていく。頭上を振り仰ぎ、バルコニーの脇わきのほうで蒼そう白はくな顔で立ち尽くして事態を見守っている細面の眼鏡めがねの男と──父親である男と目があった。無む意い識しきのうちに助けを求めてキーリは人々の隙すき間まからそちらに手を伸ばす。

　差しのべられたキーリの手から、

　男はついと視し線せんを背けて、バルコニーの陰へと姿を消した。

　一いつ瞬しゆんだけ期待しかけた何かが、キーリの中でぷつりと音を立ててぶつ切れた。母親と同様の絶望が心の中に広がっていく。




　悪あく魔まの子！　悪魔の子！




　今や人々に取り囲まれ非ひ難なんの的になっているのはキーリ一人だけだったが、憑つかれたように叫び続ける人々の興こう奮ふんは収まる気配けはいがない。そこは惑星中に浸透する権威ある教会首都の大聖堂というよりは、まるで正反対の暴ぼう力りよく的てきな異端宗教の集会場のごとく。

「キーリ！　キーリ──」

　ベアトリクスの声が人垣の向こうから遠く聞こえるが姿は見えない。狂気を帯びた人々の顔が四方を取り囲み、すでに意味のない乱暴な打楽器のようにしか聞こえない不快な音を叫び罵ののしり続ける。怖い……怖いっ……。恐怖心でキーリはもう抵抗することも声をあげることもできなくなる。

（助けて、助けて、ハーヴェイっ……）

　この場にいないその名前にどうしても助けを求めてしまった、そのとき、

「やめろ！　やめろ！」

　叫びながら人々を搔かき分けてくる人物がいた。ベアトリクスでもハーヴェイでもない、漆しつ黒こくの長衣の裾すそを蹴け散ちらして、細面の眼鏡の男が暴徒たちを乱暴に押しのけ駆け寄ってくるなりキーリの腕を取った。

「やめろ、放せと言っている、馬ば鹿か者もの！」

　キーリの髪を引っ張っていた暴徒の一人を、男が叫んで殴りつけた。

　最高位の神官で人格者であるべき人物が。一般信者を。罵ば倒とうして。殴った。グーで。

　まだ収まらない混乱の中心、自分の上に覆おおい被かぶさってかばおうとする父親の必死な顔を、キーリはぽかんとしてまるで他ひ人とごとみたいな気分で見つめていた。間近で取り囲んでいた人々の憑つかれたような形ぎよう相そうも周囲の騒さわぎも、さっきまで怖くて怖くて仕方がなかったものがひどく遠くて現実味がない。父親が何やら暴ぼう言げんを叫んでいるがよく聞こえない。ただ、自分を抱きしめる父親の体温がそこにあることだけが感じられる。

「シグリ卿きようがご乱心に！」

「今はロウのご遺体をっ──」

　誰だれかの叫び声が遠く耳に届く。

　それに対して父親が叫び返す声だけが、突然鮮せん明めいに耳に聞こえた。

「老い先短い呆ぼけ老人の一人や二人、放っておけ！」

　最高位の神官で人格者であるべき人物が。なんてことを言うのだとキーリは耳を疑った。







「なんでこんなに人が多いのよ！」

　行きたい方向を遮る群衆を苛いら々いらと殴りつけながらベアトリクスは喚わめいた。礼拝中のホールにここまで人間が入れたはずはないのだが、何な故ぜだか外からどんどん流入してきて今やほとんど身動き取れないだんご状態。こんな状況ではさっきの長老の転落死体は踏ふみ潰つぶされているのではないか。

「キーリ！」

　そのへんにいた邪じや魔まな人間を適当に（グーで）殴って叫ぶ。シグリ・ロウと一緒にホールを離り脱だつするのが見えたので一応大丈夫だとは思うが。

「あーっ、見つけましたよ！」

　人込みをぎゅうぎゅう押しのけて、あのヨシウという神官が顔を出した。もう逃がさないとばかりに着ていた服のウエストのあたりを捕まえようとするので「どこ摑つかんでるのよっ」「えっ、あっ」怒られて神官は慌てて手を放し、放してしまってからそれじゃあどこを捕まえればいいのだろうと両手を泳がせて困惑した顔をする。そうこうしているうちに人込みに突きとばされて「ぷっ」と胸に突っ伏してきた。「すっ、すみません」ぱっと離はなれてぶつけた鼻を押さえながら、

「あれ？　髪、綺き麗れいに切ったんですね」

　緊きん張ちよう感かんが抜ける男だ……。ベアトリクスはげんなりと溜ため息いきをついた。

「なんの騒ぎなの、いったい。なんでどんどん人が増えてるのよ」

「あっ、そうです！　それがですね、たいへんなことが」

　神官の説明を遮ってどこかで悲鳴があがった。聖堂の入り口のほう──そっちのほうから錯さく乱らんした人々が押し寄せてくる。人々の波の向こうに、緑色っぽい大柄な人ひと影かげが見えた。「うわわわっ、ここまで来たっ」情けない悲鳴をあげて神官がベアトリクスの背後に隠れる。人々がドーナツ状に距きよ離りをあけて逃げまどうその中心点、皮ひ膚ふがどろっと溶けかけた水死体のような化け物が一体、ゆらゆらと身体からだを揺らして歩いてくる。……あれがキーリが言っていた、不ふ死し人にんのできそこないか。

「やんなっちゃう」

　誰だれにともなく愚ぐ痴ちを漏らし、ショールの下で握ったものの感触を確かく認にんした。

「に、逃げましょうっ」

　最初から逃げる気満々の神官に促され、人の流れにまかせてひとまず化け物から逃げる方向へ走りだす。化け物の襲しゆう撃げきのせいというよりは我先にと逃げる人々のあいだで押しのけあいや転倒が起こり各所で悲鳴があがっていた。今しがたまで静せい謐ひつな空気に包まれていたはずの大聖堂が、まるで人々にあの悪あく霊りようどもが乗り移ったかのように人心の醜みにくさが露ろ呈ていした修しゆ羅ら場ばと化している。

　と、先を走っていた神官があっと小さな声をあげ、振り返って何やらためらいがちにその場で足踏みをはじめたので危うくぶつかりそうになった。

「何よっ」

　文句を言おうとするベアトリクスの脇わきを抜け、神官はたった今通り過ぎた場所を数メートルばかり駆け戻っていく。殺さつ伐ばつとした混こん沌とんの中、転んだきり立ちあがれなくなったのかうずくまっている老婆がいた。

「おお、神よ……神よ……」

　床に額ひたいをこすりつけ、震ふるえる両手を組んで祈りの言葉を呟つぶやき続けている。その上を人々の足が今にも踏みつけんばかりに越えていく。

「婆ばあちゃん、何やってるんです、立って！」

　神官がその老婆を抱きかかえて起こそうとする。そのとき、二人の頭上にのそりと大きな影かげが落ちた。老婆を抱えたまま顔をあげ、蒼そう白はくになって固まる神官。その頭上に化け物の爪つめが振りおろされる。

「ったく、もうっ」

　ショールの下で持っていたハサミを握りなおし、ベアトリクスは躊ちゆう躇ちよなく化け物の懐ふところに踏み込んだ。

　きん！

　ハサミの刃先で爪をはじき返し、返す手で化け物の目玉に刃先を突きつける。あれが不死人であるのなら致命傷などにはならないだろうが、視界を半分奪われ一いつ瞬しゆん怯ひるんだ化け物の胴体に肩から思いきり体当たりを食らわせてはじきとばした。「もう、こっちはこんな武器しかないんだからっ」文句たらたら言いつつ抜いたハサミを構えなおし、すぐに体勢を立てなおすであろう敵と対たい峙じ。

　自分の肩口にちらりと視し線せんを投げて舌打ちした。爪の先を食らってしまったらしく大きく服が裂け、露あらわになった腕にざっくりと傷が入っている。化け物の目玉の再生と自分の傷の修復、両者の現象が同時に進行し、周囲でいったん立ち尽くしていた人々のあいだで動揺のどよめきが起こった。

「ば、化け物っ！」

　誰だれかの叫び声。どっちに対して言ったのか──考えるまでもなく化け物然とした化け物に対して今さら言ったわけではなく、自分のほうを指差して言ったのだろう。あっという間に恐慌が伝でん播ぱし、立ち尽くしていた人々が再び四方へと逃げはじめる。

　いつものこととはいえどうしても舌打ちが漏れた。うっとうしい、どいつもこいつもこれくらいで動揺して化け物呼ばわり──。

「あのっ」

　自分を避けて逃げていく人々とは反対に、すぐ近くからふと気弱な声がかけられた。うずくまっていた老婆を保ほ護ごした神官が長なが椅い子すの背もたれの陰から蒼あおざめた顔を覗のぞかせている。苛いら立だたしげに横目で睨にらむと神官はひっと小さく身をすくめながら、

「だ……大丈夫ですか？」

　遠えん慮りよがちに気遣う言葉に、ベアトリクスはぽかんと間抜けな顔をしてしまった。おそるおそるというように神官がこっちの顔色を窺うかがっている。

　淡く苦笑を浮かべ、

「大丈夫よ。相手が不足なくらいだわ。邪じや魔まだからとっとと逃げなさい」

「は、はいっ」

　老婆に手を貸して聖堂の奥へと移動しはじめる神官を横目で見送り、あらためて化け物と向かいあう。正面から現れた化け物に追われるように、人々の多くは大聖堂の奥の通路へと避ひ難なんしていた。あらかた避難したようで悲鳴が遠く小さくなりつつある。

　さて、どうしようか……。相手が不足などと軽口を言ってみたものの、自分と同じ不死の属性を持つ敵相手にどう対抗するか正直あまり考えていなかったりする。

「げ……」

　敵の肩越しに視し線せんを投げて、つい下品な呻うめき声が出た。

　大聖堂の入り口へと続く階段をさらに数体の化け物がゆらりゆらりと身体からだを左右に揺らしながら登ってくる。注意が逸それた寸秒の隙すきに、相手にしていた化け物が二足歩行生物とは思えない動きで床を蹴けって跳びかかってきた。「くそっ」六人がけの長なが椅い子すを渾こん身しんの力で引ひっ摑つかみ横に薙なぐように投げとばす。敵の身体にぶちあたって長椅子が砕ける。しかし跳び込んでくる敵の勢いを若干削そいだ程度で、砕けた長椅子が床に墜つい落らくしたときには敵は目前に迫っている。顎あごがはずれているのではないかと思うほど垂直にあけた口から粘性の唾だ液えきとぶつぶつした突起物がついたざらついた舌が覗く。

「ビー！」

　呼ぶ声が聞こえた。ずっと昔、家族に呼ばれていたはずの名前。現在ではすでに一人しか呼ぶ人間はいないはずの省略しまくった愛称で。同時に何かが回転しながら床を滑ってくる。頭で認にん識しきするより先に脊せき髄ずい反はん射しやがその物体の正体を見極め、敵の下をかいくぐるように腰を落として拾いあげた。

　弾帯がぶらさがった大口径の黒い銃。ずっしりと重い銃を両手で構え、敵の心しん臓ぞう部ぶめがけて狙ねらいを定める。

　ぎゅぼっ！

　炭化銃独特の濁にごった銃声が轟とどろいた。至近距きよ離りから銃弾を食らった敵の胸部一帯が消し炭と化して消失し、

　ぐらり、と力を失った敵の身体からだが真正面から倒れてきた。

「きゃーっ」

　重量級の死体の下した敷じきになってベアトリクスは悲鳴をあげた。水死体そっくりののっぺりと濡ぬれてぶよぶよと沈む皮ひ膚ふの感触に寒気が走る。「うぎゃーっ、いやあーっ、気持ち悪い、どけーっ」「ビー！」ひっくり返って起きあがれない甲こう殻かく虫ちゆうみたいな格好でもがいていると、さっきと同じ呼び声とともに駆け寄ってきた誰だれかに腕を摑つかまれ、どうにか死体の下から引きずりだされた。

　半泣きで相手の腕にしがみつき座り込んだ格好で死体を振り返ると、黒焦げになった石の心しん臓ぞうが胸の穴からごろりと転がった。

　死体は死体に戻ってもう動くことはない。

「ぐはー……」

　品のない溜ため息いきをつくと肋ろつ骨こつが軽く痛んだ。死体に潰つぶされて折れたか……すぐに治るだろうと痛みを遮断しただけで意識から追い払い、助すけ太だ刀ちに来た相手と顔を見あわせた。

　お互いににやりと笑いあい、

「よう」

「久しぶり。生きてた？」

　至極あっさりした再会の挨あい拶さつを交わしてこつんと軽く拳こぶしをあわせる。二年ぶりの再会の感動がこの程度なのはいつものこと。例によって変わってないなと呆あきれながら（まあ自分だって変わっていないのだが）、それにしてもこいつはまた五体満足からかけ離はなれたな、というのが第一印象だった。二年前は義手がついていたはずの右腕はなく、左目は入れ替えたのか色が違う。

　少々呆れつつ見つめていると相手のほうもこっちを見つめて瞬まばたきをし、

「お前なんか変わった。あ、髪が少ない」

「少ないってどういう言い方よ」

　殴る。

　それから肩をすくめて軽く笑い、殴ったその手で赤しやく銅どう色いろの髪をくしゃくしゃと撫なでた。「相変わらずおんぼろなんだから。あんたらしいわ」「やっ、やめろ」ぶっきらぼうにエイフラムが手を払おうとするのが面おも白しろくてもっとやりたくなる。

「おっさんも元気だった？」

　視し線せんを落としてエイフラムの首からぶらさがったラジオに問うと、おっさん言うなとでも言いたげなノイズだけがスピーカーから返ってきた。「……？　おっさん？」首をかしげて視線をあげる。

「壊こわれて、調ちよう子し戻らない……」

　沈ちん鬱うつそうに視線を落として下唇を嚙かむエイフラムの様よう子すに一いつ時とき言葉を失ったが、「……そんな顔するな。なんとかなるわ。なんとかなるだろ、ってあんたがいつも言ってる」俯うつむいた相手の前髪をくいと引っ張ってベアトリクスは微笑ほほえんだ。「あんたが来てくれてよかった、はやくキーリのとこに行きなさい。たぶん聖堂の裏のほうへ行ったわ。これ、まだ弾あるわよね。借りるわよ？」行きあった兵士から奪いでもしたのか、炭化銃独特の大振りの弾帯にはまだ十分に残弾がある。

「ビー？」

　炭化銃を拾って立ちあがったところでエイフラムに腕を摑つかまれた。赤しやく銅どう色いろの瞳ひとみが心配そうに覗のぞき込んでくる。気づかれてたか……自じ嘲ちよう気味にベアトリクスは自分の脇わき腹ばらに手を触れた。折れた肋ろつ骨こつの損傷はすでにほとんど治りかけている。

「平気よ。私、ちょっとまだ野や暮ぼ用ようがあるのよ。あとで追いつく」
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　死体に潰つぶされたりして手間取っているあいだに、後続で現れたできそこないどもが一般巡礼者たちを追って聖堂の奥へと向かっていったのが見えていた。あの神官が老婆を連れて逃げていった方向。しょうがない……一度助けてしまったからには最後まで面めん倒どうみないと後味が悪いったらない。

「ベアトリクス」

　炭化銃を肩に提げ走りだそうとしたところをもう一度呼ばれた。「ん。何？」立ちどまって気軽な口く調ちようで応じたが、こいつが略さないでちゃんと名前を呼ぶときは真ま面じ目めな話をしようとしているときだとわかっている。

　次の台詞せりふがあるまでに一拍の間があり、

「……みんなで帰ろう」

　体裁悪そうに視し線せんを落として照れたような仏ぶつ頂ちよう面づらで、そいつはそう言った。ぽかんとして瞬まばたきをしてから、ベアトリクスは内心でぷっと吹きだした。

　中身は何も変わっていないように見えて、やっぱりいつの間にか変わったのだなと実感する。前はこんなに素直に感情が表面に出てくる奴やつじゃなかったのに。百年近い年月の中のたったの数年。それでも、ずっと変化もなくだらだらと続いていたものが多少なりとも変わるくらいに自分たちにとっては密度の濃こい出会いがあった、数年。

「当たり前よ。すぐに追いつく」

　片手を伸ばし、自分の頭よりも高い位置にある赤しやく銅どう色いろの髪を軽く抱き寄せて。

「あんたはあんたで頑張るのよ」

　ずっと昔、幼い弟に言った台詞を。

　少女だった自分がうまく感情を伝えられずに突き放すように吐き捨ててしまった台詞を、今はやわらかくあたたかく言いなおすことができた。

　自分にとっても間違いなく変化があった、たったの数年。その数年に、後悔はない。

　再会を約束してきびすを返し、二人それぞれ別の方向へ走りだした。
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　教会兵はどうして来ないんだ。

　こんなときに市民を守るのが治安部の仕事じゃないのか。

　ああ、神さま……。

　人々が逃げ込んだ用具室の入り口、長なが椅い子すを積つみあげて作ったバリケードがぎしぎしがちがちと異様な音を立てて軋きしむ。バリケードの向こう側にいる化け物は一体のみ。しかし男連中が総出で押し戻そうとしてもバリケードは今にも突破されそうな軋みをあげている。一般巡礼者の他ほかに若い神官も何名かおり、ヨシウも彼らと一緒にバリケードを押さえる側に参加しながら、用具室の奥で身を寄せあって見守る女性や子供、老人たちから次第にこぼれはじめる不満や泣き言を片耳で聞いていた。

　おそらく治安部だって精いっぱいの努力をしているだろう。市街のほうには比べようもなくもっと多くの化け物の群れが出現しているが、あの化け物どもを治安部の装備で容易に食いとめられるとは思えない。それでも聖堂まで登ってくるのが数匹程度で済んでいるのは治安部の必死の働きがあるからこそだと、こんなとき不満を言うことしか思いつかない人々は気づきもしないのだろう。とはいえ自分だって愚ぐ痴ちの一つや二つこぼしたいので他人を非ひ難なんする資格はない。

「うぎゃっ」

　そんなことを考えているうちに力がゆるんでいたのか、長なが椅い子すの脚の隙すき間まから化け物の腕が突っ込んできたので喉のどから悲鳴が飛びだした。

　のっぺりとした緑色がかった皮ひ膚ふに鋭するどい爪つめを持つ骨張った指が、甲こう殻かく虫ちゆうの肢がもがくように蠢うごめいてバリケード越しに獲え物ものを捕まえようとする。周囲の男たちや背後の人々からも恐慌の悲鳴があがる。「うわあっ」すぐ隣となりでバリケードを押さえていた若い男がその腕に襟えり首くびを摑つかまれた。バリケードにへばりつくように引き寄せられ錯さく乱らんして暴あばれる男の身体からだをヨシウは渾こん身しんの力でこっち側から引っ張り返す。ヨシウを含めて神官三人がかりでなんとか対抗して男を引っ張り返したとき、

　ごきっ。

　寒気を引き起こす奇怪な音とともに、化け物の腕が肘ひじから折れてぶつ切れた。周囲の人々が悲鳴をあげ、床に落ちた腕を避けて付近を跳とび退のく。

　肘からもげた不気味な腕が、それでもまだ獲物を探すようにぎしぎしと蠢いて五指の爪だけで床を這はう。遠巻きになって蒼あおい顔でそれを凝ぎよう視しする人々。泣きだす子供の甲かん高だかい声。バリケードが再び軋きしみはじめ、全員が必死で壁かべとなってバリケードを押さえる。

「助けてくれっ……」

　と、バリケードの向こう側から思いがけず人間の声が聞こえた。長椅子の隙間に顔を押しつけて覗のぞきみると、逃げ遅れたのか礼拝者と思おぼしき男がバリケードの外側から取りすがっている。片腕を失った化け物が男に気づき、ゆらりと目標を変える。

「助けてくれ、入れてくれ、はやくっ」

　焦った要求にバリケードの一部がゆるんだが、

「やめて！」

　後ろで見守る人々の中から制止する声があがった。

「やめて、あけたらあいつまで入ってくるわ！」

　ヨシウは耳を疑った。逃げ遅れた一般人が外にいるというのにその女はバリケードをあけるなと言っている。さらに信じられないことに賛さん同どうの声がいくつもあがる。「そ、そうだ、駄だ目めだ！」「仕方がないんだ。運がなかったんだ」「しかし……」反はん論ろんしたそうな者も何人かいたが多勢に押されて口をつぐむ。

「何してるんだ、はやくあけてくれっ、助けてくれっ……」

　軋きしみを立てるバリケードの外では未いまだ助けを請こう男の声が聞こえていたが、中の人々は暗い顔を見あわせるだけ。バリケードをゆるめようとする者は結局一人もいなかった。外で男の悲鳴があがり、中の全員が身をすくめる。助けてくれ、助けてくれと請い続ける男の声が次第にか細く弱々しくなっていく。

　他ほかの者と一緒にバリケードを押さえながらヨシウは頭の中でぐるぐると考えていた。どうしよう、助けなければいけない。しかしバリケードをゆるめた途端とたん化け物が入ってくるのも間違いない。どうしよう、どうしよう──。こんなとき何な故ぜ神は救いの手を差しのべてくださらないのか、これすらも試練なのか。

「そのへん、どきなさい！」

　突然。外から鋭するどい声が聞こえた。そのへんと言われても大ざっぱすぎてどくどころか誰だれも動くことができずにぽかんとする中、

　ぎゅぼっ！

　濁にごった空気を一気に解放したような破裂音がバリケード越しに轟とどろいた。バリケードの一部が外側からがらがらと崩れ、近くにいた者が悲鳴をあげてその場を退いた直後、あの緑色の化け物が壊こわれた長なが椅い子すと一緒に倒れかかってきた。あちこちで悲鳴があがり人々が壁かべ際ぎわまで後ずさる。

　様よう子すを窺うかがうような一拍の静寂。しかし化け物は長椅子に俯うつぶせにもたれかかったきり動く様子がない。

　人々のあいだに恐怖よりも怪け訝げんな空気が漂いはじめたとき、

　ばんっ！　と化け物の背中を踏み台にして、バリケードの向こう側から跳び込んでくる人ひと影かげがあった。どよめきとともに人々がその人影を振り仰ぐ。短くした金髪がふわりと煽あおられて光の粒を周囲に振りまき、金の翼つばさを帯びたように宙を舞まうその姿はまるで──

　まるで。

「天使さま──」

　溜ため息いきとともに誰だれかが呟つぶやくのが聞こえた。

　まさしく天使のごとく、彼女はひらりと華か麗れいに宙を舞い危なげなく床に着地した。しかし次の瞬しゆん間かん、人々の崇敬の溜め息は忌き避ひのどよめきに入れ替わる。化け物に喰くいつかれたのであろう血まみれの男を肩に担ぎ、もう一方の肩に大口径の黒い銃を提げた彼女の姿に、

「化け物……」

　先ほどの異常な再生能力を見せつけられた人々のあいだで囁ささやきあう声が漏れる。

　そんな中、彼女は怪け我が人にんの男をわりあい乱らん暴ぼうな扱いで床に降ろし、周囲の怯おびえた空気など気にしたふうもなくきっぱりした口く調ちようで「誰だれか、医者とかいないの？　はやく手当てしないと死ぬわよ」と人々の顔を見まわした。応急処置の知ち識しきを持つ神官たちが及び腰ながら怪け我が人にんに駆け寄っていく。

「一匹だけ？　まだいたわよね？」

　すでに動く様よう子すのない化け物を手振りで示してさらに問う彼女。しかし人々の中から彼女の問いに答える声はなく、とっさにヨシウが声をあげた。「他ほかの通路に逃げた人たちがっ。たぶんそっちを追っていったんだと……」透きとおった氷のような彼女の蒼あおい瞳ひとみがこちらに向けられヨシウはどきんとして口をつぐんだ。

　と、彼女はふわりと、相変わらず見る者の心しん臓ぞうを射い抜ぬく最上級の微笑ほほえみを見せ、

「そう。ありがと」

　未いまだ忌き避ひの視し線せんで遠巻きに見守っている人々を一いち瞥べつしただけで、身をひるがえして跳び込んできたときと同様に化け物の死体を踏み台にしてバリケードの外へと抜けていく。怪我人の手当てにあたる神官たちを除いて無反応に見送るだけの人々の中、

「……あっ」

　同じく彼女を見送っていただけのヨシウははっと我に返り、周囲の人々を搔かき分けて彼女があけた穴に跳び込んだ。化け物の死体に触れるのに躊ちゆう躇ちよしたものの見ないようにして死体に這はいあがり（ぶよぶよと沈む感触と何やら生臭い異臭、それに混じった焦げ臭さに吐き気がして泣きそうになった）バリケードを越える。用具室の外の通路に飛び降りたところで、

「まっ、待ってください！」

　炭化銃を肩に提げて通路を駆けていく彼女の背中に声をかけると、彼女が足をとめて振り返った。

「何？　危ないから戻って、バリケードの補強でもしてなさい」

「いえ、あ、あの」

　彼女と距きよ離りをおいて立ちどまり、ヨシウはとっさにもごもごと言いよどんだ。立ちどまった彼女は訝いぶかしげに一つ二つ瞬まばたきをして、「ああ」とまだ何も言っていないのだが納得したような反応をした。

「そうか、私を捕まえないといけないのよね、あんた」

「いえ、そうじゃなくて……」

　慌てて首を振り否定する。……助けになんか行かなくてもいいじゃないですか。あんな恩知らずな連中放っておけばいい。そんなようなことを言おうとしてとっさに飛びだしてきた。しかしいざとなってみると、自分だって彼女に助けてもらった手前それはあまりに身勝手な言い分であり口にするのをためらう。自分の気の弱さと心の狭さに嫌いや気けがした。おかしいな、俺おれは本当に神官試し験けんをパスしたんだったか。そんなことまで疑ってくる。

「僕が、僕が捕まえないといけないのは、戦争の殺さつ戮りく兵器で〈戦争の悪あく魔ま〉で〈トゥールースの魔ま女じよ〉です。……あなたじゃあない」

　考え考え、口にした台詞せりふに彼女が不ふ思し議ぎそうな顔をする。考えて言ったわりに自分でも何が言いたかったのかよくわからなかった。言いたいことをうまく言葉に変換できない自分がもどかしくて唇を嚙かむ。

「あなたを最初に見つけたとき、町の子供たちが天使さまだって言ってはしゃいでて、僕は正直、馬ば鹿か馬ば鹿かしいって思って……。でも、」

　息を吸って、一拍おいてから。

「でも、あの日、俺おれのところに降ってきてくれたのは、本当に天使でした……」

　言ってから、もしかして今ものすごいくさいことを口走ったのではないかと猛烈に恥ずかしくなった。ぽかんとした彼女の顔をまともに見ていられずあわあわと下を向く。な、何言ってるんだ俺これじゃまるで告白みたいだ……！

　とはいえ下を向いて黙だまっているのもすぐにいたたまれなくなり、少ししてからちらりと上目遣いに窺うかがうと、

「……ありがと！」

　彼女は笑って、あの最上級のとびきり綺き麗れいな笑顔えがおを自分だけに向けて笑って、そして未いまだ化け物が徘はい徊かいする混乱の中へと走り去っていった。
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「弾切れかー……」

　弾帯を使い尽くした炭化銃をごとりと重く床に落とす。聖堂の奥、柱が並ぶ通路。硝煙が沈殿する足もとには心しん臓ぞうを射い抜ぬいたできそこないどもの死体が数体転がっていて気分のいいものではない。武器は使い尽くしたが、聖堂内に入り込んだ奴やつらはこれで全部倒しただろう。奥の総本山施設内へ行った奴らがいるかもしれないが、我われ先さきにとっとと逃げだした長老や高位神官どもが襲おそわれるぶんには別に慈悲の心もわきはしない。

　ふうと深く息を吐き、柱を背もたれがわりに座り込んでひとまず休きゆう憩けい。

「あーあ……」

　あちこち破れてしまった服に舌打ちをした。シグリ邸に軟禁されて（居座って）いるあいだにいろいろ買ってもらった中で一番気に入っていたシンプルな黒のドレスだったのだが。服と同様に小さな傷やら大きな傷やらで身体からだのほうもだいぶぼろぼろだったが、服と違って身体のほうは取り返しがつくので気にしない（普通の感覚では逆なのかもしれない）。

　足もとに転がる死体たちに何気なく視し線せんを流す。

「あんたたちも犠ぎ牲せい者しやなのよね。供養してやりたいとこだけど、そこまでは私の仕事じゃないのよね。ここ、坊さんいっぱいいるんだしさ」

　エイフラムはキーリと会えただろうか。世話が焼けるんだからと溜ため息いきと苦笑が漏れる。天使だってここまで他人の世話を焼いたりしないのではないか。

（天使ねえ……）

　あの神官に言われた台詞せりふを思いだしちょっとばかりくすぐったい気分になる。トゥールースでは魔ま女じよ呼ばわりされていたかと思えば今度は天使さまだって。正直、天使よりも魔女のほうが気楽でいい。

（だって天使って、世の中のためにイイコトしないといけないじゃない）

　まあ今日に関しては上出来の天使かな、なんて思ったり。

　柱と柱のあいだに一枚の大きな絵画が掛けられていた。聖人を取り巻いて天上へと昇っていく天使たちの絵柄が、通路の底辺に漂う硝煙に霞かすんでいる。




　──ありがとう、すてき！　すてき！




　明るい声が絵の中から聞こえた。小ぎれいな白い家の庭、真新しい白いワンピースを着た金髪の少女が楽しそうに笑いながらくるくるくるくる踊りまわっている。幼い弟が姉を追いかけて走りまわり、すてんと前のめりに転ぶ。もう、あんたは男の子でしょ。膝ひざを擦すり剝むいて泣きべそをかきはじめる弟を抱き起こして叱しつ咤たする少女。

　あんたはあんたで頑張るのよ──両親の葬そう儀ぎで弟に言った台詞を、何な故ぜあのときエイフラムに言ってしまったのだろう。いつまでたっても世話が焼けて、本当は臆おく病びようで優ゆう柔じゆう不ふ断だんで、意地っ張りなのにそのくせすぐ泣きそうな顔して、あいつもきっと自分にとって弟とおんなじようなものだったのだ。

　みんなで帰ろう。

　エイフラムの最後の台詞が頭に浮かぶ。そうだ、まだ休きゆう憩けいしてはいられない。みんなで一緒に帰るために。

「さて、行かないとね。もう少し面めん倒どうみてあげなくちゃ」

　立ちあがろうとしたが、まだ疲れが残っている足が軽くよろめいた。「真ま面じ目めに働け」柱に手をつきふらつく足を叱咤する。

　と、視界の端、一つ向こうの柱のそばで、倒れていた化け物の死体がずるりと動くのが見えた。心しん臓ぞうを撃うち抜いたはずなのにまだ動くのかと信じられずに目を見張る。死体が俯うつぶせのままずるずると床を這はい、柱の向こうに消える。

　死体と一緒にケーブルの切れ端と思おぼしき奇妙な物体が引きずられて柱の陰に消えた。そして聞こえはじめる、骨と肉を嚙かみ砕く咀そ嚼しやくの音。

「……？」

　訝いぶかしげにその方向を凝ぎよう視ししたとき、

　ずんっ──

　心しん臓ぞうを真上から押しつけられるような不可解な圧力を感じた。立ちあがろうとした腰が崩れて尻しりもちをつく。

　柱の向こうにいびつな巨体の影かげが見えた。おしゃかになった機き械かいのように、太いケーブルや細いケーブル、大小の配管を身体からだの各所から引きずりながら、のそり、とそいつが柱の陰から姿を現す。

　床に座り込んだままベアトリクスは慄りつ然ぜんとして目を見開いた。自分の視力を疑う思いで、呟つぶやいた声が震ふるえた。

「あんたは──……」
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　自分の右手を引いている父親の左手の感触にキーリはひどく戸惑っていた。ハーヴェイの手ともベアトリクスの手とも祖母の手とも違う、触れたことのないこの感触をどんな言葉で表現すればいいのか頭の中で処理することができない。思考回路がぐちゃぐちゃだった。わからない。わからない。わからない……。

「は、放してくださいっ……」

　弱々しい声でようやく拒絶の意を表すと、

「あ、ああ。すまん」

　と父親は謝しや罪ざいして繫つないでいた手を放した。二人ともだいぶ息があがっていて、走るのをやめしばらく沈ちん黙もくして足早に歩くのみ。あの狂信的な混乱の中で誰だれかの拳こぶしでも食らったのか、父親は眼鏡めがねを失なくして口の端に痣あざを作っている。……キーリを助けにきたせいで。

　大聖堂の混乱を逃れ、二人は総本山施設内の塔と建物を繫ぐ柱廊を歩いていた。建ち並ぶ太い柱の隙すき間まから戸外の光が細く射さし込み、前後に長く延びる空間は仄ほの暗ぐらい静せい謐ひつな空気に包まれている。少し前まで背後に遠く聞こえていた大聖堂の騒さわぎもいつの間にか聞こえなくなり、二人分の足音とまだ収まらない不規則な息づかいが人ひと気けのない柱廊に響ひびく。

「怪け我がはないか……？」

　遠えん慮りよがちにかけられた問いにキーリは強く首を振った。安あん堵どしたように父親が痣を作った頰ほおに笑えみを乗せる。自分は殴られて痣をこしらえて右腕の吊つり包帯もいつの間にやらどこかに行ってしまって痛む腕を不自然に下げているというのに。それだけで会話が途と切ぎれてまたしばらく気まずい沈黙。

　キーリがふいに立ちどまったので、どうしたのかというように父親も足をとめた。

「こんな、ことで……」

　俯うつむいて自分の靴の先に向かって吐き捨てながら、キーリは父親から離はなれるようにじりっと後ずさる。「こんなことで、なっ、なんで……私が懐かい柔じゆうされると、思わないでくださいっ」ひどいことを口走っていると自覚していたが頭の中がぐちゃぐちゃで何を言えばいいのかわからない。今すぐ誰だれかに助けにきて欲しかった。嫌いやだ、この人と二人きりにされたくない。ハーヴェイ、兵長、ベアトリクスっ……。辛つらそうに口を引き結ぶ父親の顔がさらに空気をいたたまれなくする。

「私……私、ベアトリクスのところに戻らないと」

「待っ……」

　引きとめようとする父親の手を振り切ってもと来た方向へ身をひるがえした。

　今度こそもう限界だ、これ以上一緒にいたら自分が何をやらかすかわからない。またハーヴェイが悲しい顔をするようなことを口走るに決まってる。ここに来てからどんどん自分が嫌いになる。

　いつもあんたの幸せを最さい優ゆう先せんに考えてる──。

　ベアトリクスはそう言ってくれたのに、キーリなんかのことをそう言ってくれたのに、そう思ってくれる人たちに顔向けができなくなる。




　ぐぅ……。




　獣けものの唸うなり声に似た低い音がどこかで聞こえた。

　ぞくりとして足をとめる。柱廊の柱の陰に大柄な人ひと影かげが見えた。動物のような前かがみの立ち姿勢でゆらゆらと身体からだを揺らしながら、こちらの姿を確かく認にんするように、ぐぅ？と首をかしげてまた唸り声を漏らす。できそこない──。

　走りだしかけた足が硬直して動けなくなるキーリの前に父親が立った。それでもキーリをかばって前に出した腕は小刻みに震ふるえている。できそこないが柱の陰から一歩踏みだし、父親の腕に押されるようにキーリは硬直した足でぎこちなく後ずさる。

　一歩踏みだしたところで、できそこないがふいに前のめりに身体を折って床に崩れた。突然のことにキーリは訝いぶかしげに目を見張り、「……！」直後、思わず視し線せんを逸そらして食道を迫りあがってくる嘔おう吐と感かんを飲み込んだ。

　床に倒れたできそこないの身体が、半分がた喰くわれたように失なくなっている。

「不ま味ずいなあ、コレ……」

　柱の陰から別の声が聞こえた。血みどろの石の心しん臓ぞうを右手に持って、周囲にぶらさがった生体ケーブルの切れ端にこびりついた血と肉片を口の端でじゅるじゅるとすすりながら姿を現したのは──

「ヨア……ヒム……？」

　慄りつ然ぜんとしてキーリはその名を口にした。

「あーあ」

　場にそぐわない妙に軽い口く調ちようで、黒い長衣の長身瘦そう軀くのその男が肩をすくめて溜ため息いき混じりにぼやく。「取り返しがつかないなんて言ったくせに、そんなの噓うそじゃん、おっさん。じゃあその背中に隠してるモノはなんだよ？」父親の肩越しに視し線せんを向けられてキーリはびくりと身をすくめた。キーリを守るように父親の足が半歩前に出る。

「あんたには取り戻したものがあったじゃねえか……噓つきだなあ」

　あの化け物たちそっくりのゆらりとした歩き方で、柱の陰からヨアヒムが歩みでてきた。異い形ぎようと化したその姿を目にしてキーリは息を飲む。柱に隠れていた左半身は半ば緑色に腐った肉塊と化し、身体からだの横にだらりと下げた左手の指先から腐肉の塊がぼとっと落ちる。右手に持った石の心しん臓ぞうをまるで果実の汁をすするようにかじりながら、

　ひは、と奇怪な笑い声を立てた。

「なあ、どっちを殺してどっちを絶望させたほうが面おも白しろいかな」

　と、こっちに向かって問いかけて首をかしげる仕し草ぐさをする。

「走るんだ」

　父親が囁ささやいてキーリを後ろに押しやった。押されるまま身をひるがえすのもそこそこに走りだしたキーリだが硬直していた足がもつれた。転びかけたところを父親に支えられ、手を引かれて一緒に走りだす。

　仄ほの闇やみが降りる柱廊の突きあたりに鉄の扉が見えていた。背後からゆっくりした歩調で追ってくる気配けはい。背後を気にしながら柱廊を走り抜け、父親が扉に取りすがる。普段ふだん使われていない出入り口なのか扉はひどく錆さびついていて軋きしむばかり。見かねてキーリも横から手伝い身体を押しつけて渾こん身しんの力で錆びついた扉を押しあける。がこっ、と扉が軋んだかと思うと予想外に勢いよく向こう側に開き、勢いあまって二人は半ば転がるように扉の内側に跳び込むことになった。

　外の柱廊よりも闇が深く、錆さびと埃ほこりと饐すえたような臭においが濃こく漂っている。円筒形の塔状の建物の内部だった。頭上を振り仰ぐと、細かいひび割れが這はう壁かべに沿って造りつけられた螺ら旋せん階段が闇の先へと消え入っている。

　ぼう────……

　上から下へと空気が吹き抜けるような低音が壁に乱反射して響ひびく。

　扉をあけるのに手間取っているうちに背後から追ってくる気配が迫ってきている。すでに息があがっていたが、父親に手を引かれ大人おとな一人が通れるほどの幅の狭い螺旋階段を駆けあがる。コンクリートの階段を駆ける二人分の小走りの足音。かつん、かつん……と、後ろから別の足音がゆったりと追いかけてくる。歩調はゆっくりなのにどんどん距きよ離りが縮ちぢまっているような錯さつ覚かくに気が焦る。

　どれくらい登ったか、すでにだいぶ重たくなっていた足がもつれて段差を踏みはずし、前のめりに転んで脛すねをしたたか打ちつけた。キーリの手を引いて先を走っていた父親が巻き込まれてたたらを踏みながらも体勢を立てなおし、キーリに手を貸して起こそうとする。しかしその隙すきに、背後から来る足音がすぐ近くまで迫っていた。

　前後数メートル程度しか視界がきかない薄うす暗ぐらい螺ら旋せん階段。下方の闇やみから長身の男が姿を見せた。

　男が薙ないだ腕に父親が吹っ飛ばされ、階段の壁かべに背を打ちつけて倒れ込んだ。悲鳴を漏らしてキーリはとっさに駆け寄ろうとしたが、後ろから首を抱え込まれて父親から引ひき剝はがされた。脱だつ臼きゆうした肩を打ったのか、肩を押さえて倒れ込んだまま父親は呻うめき声を漏らすだけで起きあがらない。

「放してっ」

　暴あばれるキーリの首にまわされた手がぐいとキーリの顎あごを押さえる。手のひらの皮ひ膚ふがぐちゃりと溶けて顎に食い込む感触に戦せん慄りつが走った。螺旋階段の手すりに背中を押しつけられ、半ば仰あお向むけに反ったキーリの頭の真下には底の見えない円筒形の闇が沈んでいる。

「やめ、ろ……」

　父親の呻く声が聞こえた。キーリを手すりに押しつけたままヨアヒムが背後に軽く視し線せんを投げて舌打ちし、「なんだよ。あんたにはそんなふうに、必死になって守るものがあるじゃねえか。手に入れたものがあるじゃねえか。むかつく。裏切り者……」吐き捨てながら、キーリの首に手をかけて絞めあげた。「う……」キーリは必死でヨアヒムの手のあいだに自分の手を突っ込んで気道を確かく保ほしようとする。酸素が薄れ視界がちかちかと瞬またたく。

　苦しみもがくキーリの顔に自分の顔を近づけてヨアヒムが舌なめずりをした。死体が漂わせる腐臭が鼻をつく。

「ニンゲン、は、喰くったらウマイか……？　さっきのニク、マズかった……」

「……ヨ、ア……？」

　わずかに力がゆるみ、呼吸を取り戻したキーリは咳せき込みながら切れ切れの声で相手の名を呼ぶ。言動がおかしい気がした。夜空と同じ綺き麗れいなブルーグレイをしていた瞳ひとみは白っぽく澱よどんで焦点が定まっていない。「ヨアヒム……ヨアヒム！」まだ咳き込みながら名前を呼ぶと、青灰色の瞳が至近距きよ離りでぎょろりと回転するように動き、ようやく焦点をあわせてこっちを見つめてきた。

「キー、リ……助けてくれ……」

　頰ほおを歪ゆがめて悲しそうな苦しそうな奇妙な笑い方で、しゃっくりを引きずるみたいなおかしな喋しやべり方で。

「おかしいな、さっきからずっと身体からだ中じゆう痛くて、でも痛覚切れなくて……やり方思いだせなくて……考えられない、何も考えられない。なあ、俺おれ今どっかおかしいかな？」

「ヨアヒムっ……」

「なあ、ひとつ頼まれろよ、キーリ」

　キーリの首を絞めて手すりに押しつけながら、ヨアヒムは半ば腐肉と化したもう一方の手でキーリの手を摑つかんで自分の胸に押しあてた。ぎょろりとまた回転するように目を剝むいて、そして悲しそうな顔でこちらを見つめ、

「心しん臓ぞうえぐってくれ」

　と、そう哀あい願がんしてきた。キーリはぎょっとして目を見張る。「えぐってくれよ……タスケテ、楽にしてクレ……」「やだ、やだ、できないっ、放してっ……」もがきながらキーリは懸けん命めいに首を横に振って拒絶を示した。ヨアヒムの胸の中に自分の手が取り込まれるようにぐにゃりと沈み込み、掠かすれた悲鳴をあげて手を引き抜こうとする。




　裏切り者……。




　首を絞められ朦もう朧ろうとしはじめる意い識しきの中、呪のろう言葉が聴ちよう覚かくではなく頭の芯しんのほうに聞こえてきた。

　首都に来てからヨアヒムと交わした会話が泡のように頭に浮かんでは消える。




　殺すよ？　お前の父親。

　何泣いてんの？

　俺おれとお前は同類だよ。

　だから俺が手伝ってやる。お前の敵を殺してきてやる。

　お前なんか仲間じゃなかった。




　裏切った──自分は裏切ったのだろうか？　父親を殺してもかまわないと言っておいて、敵だと言っておいて、いざとなったら躊ちゆう躇ちよして結局とめようとした。父親の言葉に触れ体温に触れて混乱し懐かい柔じゆうされまいと必死で拒絶している自分がいた。今、父親が殴られて倒れたときとっさに駆け寄ろうとした。受け入れることは裏切り？　わからない、どうしたらいいのかわからない。ダレカタスケテ──。

「ヨアヒム！」

　朦朧として膜がかかった聴覚に飛び込んできた声に、悪夢の中から引っ張りだされたように突然意識がはっきりした。

　ヨアヒムが動きをとめた。手すりに背中を押しつけられ首を反らした格好でキーリは視し線せんを巡らせる。螺ら旋せん階段の下方に沈む闇やみから長身瘦そう軀くの人ひと影かげが駆けあがってくる。闇に溶け込む漆しつ黒こくの神官服姿に一いつ瞬しゆん別人かと思ったが、闇の中でわずかに明るく見える赤い髪と決して大声ではないのにキーリの耳にはよく届く声の主は間違いない。間違いない──。未いまだ拘こう束そくされながらも心の中に言いようのない安あん堵どの感情が広がっていく。

　現れた人ひと影かげは息を切らせながら階段の少し下で足をとめた。

「よう、いいタイミングでヒーロー登場だなあ」

　からかい口く調ちようで言いながら、ヨアヒムがキーリの顎あごを摑つかんで牽けん制せいする。歯は嚙がみして踏みだそうとした足をとめ、ハーヴェイが叫ぶ。

「何やってるんだお前は、ヨアヒムっ……」

「何？　見りゃわかるだろ、お前のキーリ姫と無理心中しようとしてるとこさ」

　さらにヨアヒムが力を入れてキーリを手すりに押しつけ、キーリの上半身が仰あお向むけに手すりからずりさがる。キーリの視界の下方には黒いノイズに侵されたような暗くら闇やみがどこまでも落ち込んでいる。ヨアヒムとハーヴェイ、階段の上と下で両者が睨にらみあう。

　睨みあいの隙すきに、ヨアヒムの肩越しに動く気配けはいがあった。

「娘を放せっ」

　倒れていたシグリがヨアヒムの背後からタックルをかけるように組みついた。ヨアヒムは若干驚おどろいた顔をしつつ「うぜえよっ」肘ひじ打うちでシグリを突き放し、脱だつ臼きゆうした右肩に容赦のない手刀を入れて殴り倒す。シグリが再び壁かべ際ぎわに沈む。しかしその隙に解放されて尻しりもちをついたキーリはほとんど階段を転げ落ちながらヨアヒムから距きよ離りを取っている。

　その目の前に、キーリを守るようにハーヴェイの神官服の足が立った。

「ちっ」

　頰ほおの腐肉を拭ぬぐってヨアヒムが舌打ちし、ふらついた足取りで闇の壁がそびえ立つ螺ら旋せん階段の上方へと身をひるがえす。一いつ瞬しゆん追おうとして二、三段階段を駆けのぼったハーヴェイだがすぐに足をとめた。逃げる足音が頭上の闇に呑のまれていく。絞められた首を押さえて喘あえぎながら、キーリは遠ざかっていく足音とすでに見えない長衣の後ろ姿を見送る。

　階段の途中にシグリが倒れている。ハーヴェイが軽くかがんでその容よう態だいを確かく認にんし、それからキーリが座り込んでいる段まで戻ってきた。

　キーリはまだ少し咳せき込みながら、ハーヴェイはまだ若干息を切らせながら、二人の目があって。

　しゃがみ込んだ長身にふわりと抱きしめられた。

　震ふるえる唇を嚙みしめてキーリは必死で涙をこらえたが、飽和した涙がひとつ雫しずくとなってこぼれるとあとはもうとめどなく溢あふれてくる。「うっ……うぅー、ハーヴェ……」力の入らない両腕で精いっぱいきつくその背中にしがみつき、胸に顔を埋めて喘ぐ。「ハーヴェイ、ハーヴェイ、ハーヴェイ」涙声で何度も名前を呼んだ。何度も何度も。キーリが呼ぶたびに「うん」と耳もとで頷うなずくハーヴェイの声。耳に心地ここちよく沁しみるいつもの声と煙草たばこの匂におい。

「ごめんな、遅くなって」

　目の前の胸に顔を埋めたままぶんぶん首を振った。迎えにきた。ちゃんと迎えにきた。絶対来るって言ったから、キーリの危き機きにちゃんと来てくれた。それだけで十分だった。

「ベアトリクスは……？」

「会えた。もう大丈夫だ。もうすぐみんなで帰れる」

　静かな心強い声が心の底まで沁しみ込んで涙がとまらない。首を振ったかと思ったら今度はキーリは何度も何度もこくこく頷うなずく。もうすぐ帰れる。みんなで帰れる。その言葉をこの数日間どんなに待っていたか。たった数日間が数ヵ月にも長く感じていた。

　がこんっ……。

　遠く頭上で扉が軋きしむ音が聞こえた。ぼう──……と壁かべに浸みるように響ひびいていた屋内のこもった風に屋外の冷気が流れ込んでくる。一度頭上を振り仰いでから、ハーヴェイがキーリの身体からだを少し離はなした。

「ちょっと待ってられるか。あの馬ば鹿かと話がしたいんだ。すぐに戻るから」

　不安な顔をしながらも、引きとめる言葉を飲み込んでキーリは小さく頷いた。きっとそれもまた、みんなで帰るために必要なハーヴェイにとっての決着なんだ……それなら、キーリが引きとめることはできないから。

　みんなで帰る、そのために。

　安心させるようにハーヴェイが頷き返す。首に下げていたラジオをキーリに預けて立ちあがり、階段の上へと身をひるがえした。ラジオを腕に抱きしめてキーリは闇やみの向こうへと沈んでいく神官服の後ろ姿を振り仰ぐ。それでも心の底からは拭ぬぐえない不安に、ラジオが子守歌のような静かなノイズを歌いだす。

「兵長……」

　スピーカーに額ひたいをつけるとノイズにまぎれてラジオの声がかすかに聞こえる。

　一段だけ階段を這はって倒れているシグリと距きよ離りを詰め、様よう子すを窺うかがってみた。気を失っているのだろうか、シグリは動かない。けれど距離を若干詰めただけでキーリはそれ以上近づくことができず、声をかけてみることもできずに気まずい思いでただ父親から少し離れたところにうずくまってラジオを抱きしめていた。

　みんなで帰るために片づけないといけない決着は、キーリの中にもまだわだかまって残っていた。キーリ自身が、他ほかでもないキーリが自分でつけないといけない決着が。







　螺ら旋せん階段をてっぺんまで。一気に登りきったところで息を吐き、そのまま二度三度だけ深く呼吸を繰くり返して息を整ととのえた。

　半ばほどあけられた鉄の扉の隙すき間まから戸外の冷気が吹き込んでくる。扉を抜けて戸外に身をさらした途端とたん山脈の強い風が吹きつけ、危うく煽あおられそうになって戸口に摑つかまった。隣となりの塔へと続く吹きさらしの長い回廊が延びている。片側は山脈の岩がん壁ぺき、片側には垂直に切り立った内壁が遥はるか下方まで落ち込んでいる。遠く眼下に灰色のスモッグがかかった首都〈機き械かい都市〉の市街と、市街を突っ切る鉄道の陸橋が見おろせる。

　回廊の中ほど、隣となりの塔に向かって走っていたヨアヒムが、片かた膝ひざから崩れるように転倒したのが見えた。吹きつける風の中、まだ息があがったきりだったが一気にダッシュで距きよ離りを詰めて追いついた。身を起こしざまヨアヒムが振り返ってフォールディング・ナイフを突きだしてくる。左手の甲に軽く刃を受けつつも受け流して相手の腕を摑つかむ。ナイフを奪おうとして二人もんどり打って回廊を転がり、仰あお向むけになったヨアヒムに馬乗りになる格好でとまった。

　ヨアヒムのナイフの先はこっちの喉のどの急所を狙ねらって寸どめ、自分のほうはヨアヒムの身体からだの中心、心しん臓ぞうの真上を摑んだ格好。次の一いつ瞬しゆんの動作でお互い少なくとも一時的にでも相手を行動不能にできる体勢で睨にらみあう。

　腐敗が進行し見るも無惨に皮ひ膚ふが崩れた片かた頰ほおを歪ゆがめて、ひは、とヨアヒムが奇妙な笑い声を立てた。

「俺おれを笑いに来たのか？　無様だって笑いに来たんだろ」

「笑わねえよ」

「じゃあお前が殺してくれるのかよ？」

「ああ。喜んで殺してやる」

　相手の心臓部を摑んだ手に力を込めた。腐敗した皮膚に指が沈み込む感触。しかしその状態で動きをとめる。

「どうしたよ。やれよ。でないとお前の首が先に跳ぶぜ？」

　つ、とひと筋、ナイフの刃先が触れた首筋から血が流れたが、それでも相手に対してはそれ以上は力を入れない。口の端をひん曲げてヨアヒムが笑う。「なんだよその顔。今さら同情かよ？　もとはといえば何もかもお前のせいじゃねえかよ。むかつく。ほんとに心の底から力いっぱいむかつくぜ、お前っ」最後のひと言を気合いがわりに馬乗りの上下をひっくり返してきた。組みあった格好で数回転し、回廊の手すりにヨアヒムの背中がぶつかる。

　脆もろくなっていたのかがこっと音を立てて石製の手すりの一部が崩れた。崩れた手すりと粉ふん塵じんとともに、背中から倒れ込むようにしてヨアヒムの身体が転がり落ちる。

　間一髪、回廊の端からとっさに半身を乗りだしてヨアヒムの手首を摑んでいた。大人おとな一人分の体重の負荷に肩が軋きしむ。同時に粘性の物体をぶちぶちと引きちぎるような嫌いやな音が耳をこする。腐敗に侵されたヨアヒムの左腕が肘ひじの関節から引きちぎれ、残った腱けんだか神経繊せん維いだかだけでかろうじてぶらさがる格好になった。

　回廊の下方には澱よどんだ水路の水がところどころから浸みだす切り立った内壁が落ち込んでいる。遥か眼下にごつごつした岩肌の斜面が見える。この高さを頭から落ちて脳のう髄ずいが飛散でもしたら、不ふ死し人にんとはいえさすがに再生可能なのか不明だし試したこともない。

　数十メートルの高さを腕一本でぶらさがった状態で、まるで他ひ人とごとみたいにヨアヒムが引きつった薄うす笑わらいを作った。

「わっかんねえなあ、お前。ぜんぜん意味わかんねえよ。殺す殺す言っといてなんで助けるんだよ？」

「意味わかんねえのはお前だっ」

　渾こん身しんの力でヨアヒムの体重を支えながら怒ど鳴なり返した。

「お前は何がしたかったんだよ、何が欲しかったんだよっ。俺おれのまわりうろちょろして邪じや魔まばっかりしやがって、それで今度は殺してくれってのはなんなんだよ、結局どうして欲しかったんだよ、俺にっ」

　考えないまま口から出ていた。こいつにこんな説教をするつもりなんて別になかった。なんで自分はこんな奴やつのために必死になっているのか。

　この道をたどってきてよかったと、後悔はないと確かく信しんすることができた自分。それに対してこいつは何かに満たされたことがあるのか？　よかったと思えたことが今までにあったのだろうか。つまんないことにいちいち反発して何もかも気に入らない顔して、結局こいつ自身は何を望んでいたのか──。同情とか救ってやりたいとか、そんなことを考えているわけじゃなくて、ただ理解できない苛いら立だちを半ばぶつけるように叫んでいた。道が交こう錯さくしたり並へい行こう線せんをたどったりしながらも、それでも常にヨアヒムとは同じ距きよ離りを歩いてきたように思う。少しでもたどった道が違っていたら自分もこいつと同じになっていたかもしれない。こいつは別の道をたどったもう一人の自分だ。何も見つけられなかった自分だ。

　ヨアヒムの顔から人を馬ば鹿かにした薄笑いが消えた。見飽きるほどに見み慣なれた青灰色の瞳ひとみでまっすぐこっちを見あげる。一度視線が交錯する。

　それから、溜ため息いき混じりにそいつは言った。

「どこまで行っても呆あきれた馬鹿お人ひと好よしだな。だから大っ嫌いなんだ、お前なんか。何がしたかったかって？　何が欲しかったかって？　……お前なんかに教えてやらねえよ。バーカ」

　相変わらずの憎まれ口を叩たたいて、そして。

　右手に持ったフォールディング・ナイフで、かろうじて体重を支えていた自分の左ひだり肘ひじの腱けんをぶち切った。

「ヨアヒムっ──」

　左腕を残したまま真っ逆さまに落ちていくヨアヒムが、にやりと笑って右手の親指で自分の心しん臓ぞうのあたりを指差す。そして胸の中心にフォールディング・ナイフを突き刺して横に切り裂き、生体ケーブルを引きちぎって自みずからの心臓を摑つかみだした。

　まるであてつけみたいに、右手に持ったその石の心臓をこっちに向かって突きつけながら次第に姿は小さくなり──。

　遥はるか下方で激げき突とつ音おんが聞こえた。
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　空が見えた。

　とんがり帽子の尖せん塔とうの屋根のずっとずっと向こう側、夕暮れの赤しやく銅どう色いろに染まりはじめた空が高く高く突き抜けている。薄うす雲ぐもで濁にごった惑星の空。高いようで低い、それでも決して手の届かない空。

（あー……まだ生きてるのか、俺おれ）

　岩肌の地面に投げだした右手にまだ自分の心しん臓ぞうを持っていた。

　お前は何が欲しかったんだ──。

　欲しかったものなんて本当はどこにもなかった。結局自分でもわかっていない実体のないものを摑つかもうとしていただけなんだから、どこまで行ってもどこまで昇っても摑めないのは当たり前だった。

　ああ、でも今、少しわかった。……俺はあいつみたいになりたかったんだ。めちゃくちゃ馬ば鹿かお人ひと好よしで優ゆう柔じゆう不ふ断だんでどうしようもなくて、でもだからこそたぶんあいつは、俺が望んでも手に入れることができなかった何かをいつの間にかたくさん手に入れていた。

（あーそうだよ。羨うらやましかったんだ、ずっと……）
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　スタートラインは同じだったはずなのに、何が俺おれとあいつの道を分けたんだろう。俺はどこで踏みはずしたんだろう。

　もし道を踏みはずさなかったとしたら、俺は──。

　欲しかったものの形がせっかく少し見えたのに……これで終わりだなんて、ちょっと残念だなと思う。長いだけでつまんない人生だったなあ。ま、いいか。こんな身も蓋ふたもないくそつまらねえ最期っていうのも俺らしい。

　右手を掲げて空を摑つかもうとした。

　当たり前だが指の先すら空には届かず、

　ころり。右手に持っていた自分の心しん臓ぞうが、手の中から滑り落ちて岩肌を転がっていった。

　赤しやく銅どう色いろに染められた視界が次第に白くなっていく。そこには何もなくて、光も音も匂においもなくて、孤独も絶望も苦しみも悲しみも喜びすらなくて。

　世界の終わりには本当に何もなくて。

　そこは本当に本当にまっさらな虚無だった。














　　あとがきにかえて







　こんにちは。ユカーコ・カベイです（何このキャラ？）。

　……いやなんかこう、本ほん編ぺんがあんな感じで終わっているのであとがきをどう繫つなげればいいのだろうかと悩んだあげく本編の余よ韻いんをぶち壊こわすこの妙なテンション……す、すみません。

　というわけで『キーリ』八巻目をお届けすることができました。今回の巻は今までの巻と少し違います。何が違うって表紙のメンツが違います。田た上うえさん気合い入ってます。そんなこんなで今回、ヨアヒムがなんとなく影かげの主役という巻になっております。

　そして次巻、最終巻になります。前巻のあとがきでの希望的観かん測そくどおり、全九巻構成になる予定です。

　えーと、この期に及んで内容について多くを語るのも野や暮ぼなので……今回はあとがき番外編ということで、読者さまからいただくお手紙の中から特に多いご質問にお答えしてみようと思います。決していい加減あとがきのネタが尽きたわけでは……ありません、よ？

　ではでは、Ｑ＆Ａ大会はじまりです。




　Ｑ．六巻のあとがきに書いてあったラジオドラマってもう聞けないんですか？

　Ａ．ラジオドラマは終わってしまいましたが、放送分にボーナストラックも加えてドラマＣＤとして発売されています。オマケ短編や田上さんの描かきおろしイラストも満載ですので、よろしければぜひ聞いてみてください。二〇〇六年二月現在、全国アニメイトまたは電でん撃げきの通販サイト（www.dengekiya.com）で入手可能、だと思います。




　Ｑ．ファンレターのお返事ハガキのメッセージって本当に壁かべ井いさんの直筆ですか？

　Ａ．直筆ですよ！　ちなみに同居人の人に「私の字って人に見せられる程度には下へ手たじゃない？」と訊きいてみたところ「お前の字はうまいへたとかいう次元を超越して、雑」と言われました。メッセージ、いつも雑な字ですみません……。あといつも原稿の下書きを５ミリ方眼のレポート用紙にぎゅうぎゅう詰めに書いているので字がえらいちっちゃいです……。




　Ｑ．「ハーヴェイ」の発音のアクセントって？

　Ａ．意外とこのご質問が多いので驚おどろいています（私自身は別に迷うことなく発音していたので……）。ドラマＣＤを聞いていただいてもわかると思いますが、えーと、文章で説明するのは難むずかしいな……。「マンボウ！」と同じ発音です（何この例え）。あるいは「煎せん餅べい」とか「盲腸」とか、「わしは艦かんと命を共にする」「艦長！」とか。




　Ｑ．兵長の本名を教えてください。

　Ａ．内ない緒しよです。…………。いや、決めてないわけじゃないですよ？　…………。




　Ｑ．豆まめ柴しばの名前を教えてください。

　Ａ．ユキチっていいます。〝ユ〟という音が好きなのです。自作のキャラクターにも〝ヤユヨ〟がつく名前がけっこう多いですね。




　Ｑ．五・六巻を読んでヨアヒムが好きになりました。

　Ａ．ありがとうございますニヤニヤ。微妙に狂ってるとことかが書きやすくて作者的にも非常にお気に入りのキャラでした。




　Ｑ．将来小説家になりたいと思っています。何かアドバイスとかありませんか？

　Ａ．うぐ……私も毎回試し行こう錯さく誤ごしながら書いているので、アドバイスと言えるほどのものはできないのですが……。とにかくラストまで放りださずに書きあげること、が鍛たん錬れんの一つだと思います。途中で飽きてやめるのとラストまで根性振り絞って書きあげるのとでは、気づくことがすごく違ってきますので。それから友だちといっぱい遊んだり、小説以外のこともたくさん吸収することが何よりの財産になるかと……と、学生時代のほほんと過ごして卒業してしまった私は今後悔しています……。将来同業者としてお会いできたら私も嬉うれしいです。頑張ってください！（それまで小説を書き続けていられるように、わ、私も頑張ろう）




　Ｑ．『キーリ』は漫画化、アニメ化しないんですか？

　Ａ．このたび漫画化されました！　秋あき田た書しよ店てんの漫画誌「ミステリーボニータ」（毎月六日発売）にて、二〇〇五年十二月より連載中です。担当漫画家さんの手て代しろ木ぎ史し織おりさんは、田た上うえさんとはまたひと味違った素敵すてきな絵を描かかれる方です（でもって廃はい墟きよフェチ仲間で意気投合！）。もうひとつの『キーリ』ワールドをぜひぜひチェックしてみてください。




　Ｑ．『キーリ』をずっと続けてください！

　Ａ．同様のお言葉をたくさんいただきました。本当にありがとうございます。でもやっぱり物語には終わりがあるべきものだと思いますので……。最終巻まで見届けていただけましたらこのうえない幸せです。




　それでは、『死者たちは荒野に永ね眠むる（下）』で、お会いできますことを。





壁かべ井いユカコ









壁かべ井いユカコ

５月18日生まれのウシ座Ｂ型。沖縄出身の父と北海道出身の母を持つ信州育ちの東京在住。出不精。でも都会の雑踏や雑音に触れるのは好き。もう少し世の中のいろんなことに一生懸命になれる人間になりたいなあと思いつつ犬をいじりながらゆるめに生きています。
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田た上うえ俊しゅん介すけ

埼玉在住。和風、爬虫類好きです。パソコン知識に乏しい田上ですが、最近、ホームページを開設しました。

http://www.geocities.jp/jhanome/








電撃文庫

キーリⅧ

死し者しゃたちは荒こう野やに永ね眠むる（上）

【電子特別版】





壁かべ井いユカコ
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『キーリ』ほのぼの園児劇場


ようちえんじエフィーくんの純情




この作品は、電撃文庫公式海賊本『電撃ＢＵＮＫＯＹＯＭＩ』に収録されたものの再収録です。

文庫版『キーリⅧ 死者たちは荒野に永眠る（上）』には収録されておりませんので、予めご了承ください。







（初出）

電撃文庫公式海賊本『電撃ＢＵＮＫＯＹＯＭＩ』（２００６年発売）

電子配信にあたり、加筆修正しております。
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　　じゅうがつついたち

　　　　こころのてんき　どんてん




　今日、ビー姉ちゃんもハー兄ちゃんもいない時間に、六年生のベッカ姉ちゃんの友だちがたくさん遊びにきた。ベッカ姉ちゃんに命令されて、めんどくさいなあと思いながらエフィーくんがお部屋にジュースを持っていくと、みんなでビデオを見ながらきゃあきゃあ騒さわいでいた。

　男の人と女の人がはだかでプロレスしているビデオだった。ハー兄ちゃんがそういうビデオをベッドの下に隠しているのをエフィーくんは知っていた。いいかエフィーこれはこどもが見るものじゃないんだぞこどもが見たら目が腐ってつぶれるんだぞとハー兄ちゃんが言っていたのでエフィーくんは怖くなって逃げようとしたが、

「エフィーも一いつ緒しよに見なさいよ、ほら」

　とベッカ姉ちゃんにネックロックをかけられて取っ捕まった。必死で目をつぶろうとしたが、床に組み伏せられてむりやりビデオを見せられた。女の人のはだかが目に飛び込んできてどきどきした。

「エフィーくん、赤くなってるう」

「かわいーい」

「やっぱり男の子なんだあ」

　ベッカ姉ちゃんだけでなくベッカ姉ちゃんの友だちにも取り囲まれてほっぺをつつかれたりつねられたりした。ベッカ姉ちゃんの友だちはベッカ姉ちゃんと同じでうるさくって怖い女ばっかりだ。

「これはね、エフィー。おとなになるための勉強のビデオなのよ。悪いビデオじゃないのよ」

　ベッカ姉ちゃんが言った。普ふ段だんこどもに見せないようにおとなたちがビデオを隠しているのはおとなの世界の陰いん謀ぼうなんだって。

　ビデオの中で行われているそれはなんだかすごく生々しくてグロテスクな儀ぎ式しきで、たしかに何かの陰謀っぽかった。

　ベッカ姉ちゃんが言うには、これは結婚して赤ちゃんを作るときにおとながみんなやる儀式なのだそうだ。エフィーくんもベッカ姉ちゃんもビー姉ちゃんもハー兄ちゃんも、みんなこうやって生まれてきたんだって。

　エフィーくんは噓うそだと言い返した。だって幼稚園のキーリ先生は、ミツバチがおしべからめしべに花粉を運んで赤ちゃんができるんだって言っていた。キーリ先生は絶対に噓なんてつかない。

　キーリ先生はベッカ姉ちゃんみたいなガサツで乱暴な女とは種類が違うからあんなグロテスクな儀式なんてしないのだ。キーリ先生はとても優しくておしとやかで、春に咲くお花みたいな人だもの。キーリ先生のところにはきっと本当にミツバチが花粉を運んでくるのだ。

　でももし、ビデオが本当におとなになるための勉強に必要なものだとしたら……ビデオを見たらはやくおとなになれるのかな？

　エフィーくんははやくおとなになりたいと思っていた。

　ハー兄ちゃんくらい背が高くなって、自分でお金を稼かせげるおとなになったら、キーリ先生に……。




　　じゅうがつふつか

　　　　こころのてんき　どんてん




　エフィーくんは牛乳が苦手。でも牛乳を飲まないと大きくなれないわよってビー姉ちゃんやベッカ姉ちゃんにいつも怒られる。大きくなれないのは困る。

　今日の給食の時間、がんばって牛乳を全部飲んだ。ちょっと涙目になったけどがまん。コッペパンを口に詰め込んでもぐもぐごくんと飲みくだす。

「せんせーい」

　手をあげるとエプロン姿のキーリ先生がエフィーくんの机の横にやってきた。

「はーい。どうしたの、エフィーくん」

　キーリ先生はエフィーくんたちステゴザウルス組の担任の先生だ。ちょっとドジなところもあるけど優しくてかわいくてステゴザウルス組のみんなの人気者。みんな何かにつけてキーリ先生に誉ほめてもらってポイントを稼ごうとしている。

　エフィーくんは誇らしげに鼻を持ちあげて、

「見て、先生」

　牛乳ぜんぶ飲んだんだよ！

　言おうとしたとき、飲みほしたはずの牛乳がなみなみと復活していることに気がついた。

　はっとして隣となりの席を見ると、知らん顔でコッペパンを食べているヨアくんの机に空っぽの牛乳瓶が置かれている。愕がく然ぜんとしてエフィーくんは自分の席の牛乳瓶とヨアくんの席の空の牛乳瓶を見比べた。

「わあ、ヨアくん、今日は牛乳全部飲めたのね。えらいえらい」

　キーリ先生の声にエフィーくんはさらに愕然。こくんと頷うなずきながらヨアくんがこっちに横目を送って口の端で笑った。

「はい、今日のよくできましたスタンプ」

　とキーリ先生がヨアくんの手の甲にヒヨコの形のスタンプを押す。ヨアくんの手の甲にはもうスタンプが三つ。エフィーくんは今日はまだスタンプをもらっていない。

「キーリ先生、違うよ、その牛乳はオレが飲んだの。知らないうちにヨアが取りかえたの」

　焦あせってエフィーくんは真実を訴えた。本当なの？という視線をキーリ先生がヨアくんに向ける。ヨアくんは「オレ、知らないよ」としらばっくれて首を振る。

「うそだっ。キーリ先生、そいつにだまされちゃだめっ」

「エフィーくん、お友だちのことをそいつなんて言ったら駄だ目めでしょう。ヨアくんは知らないって言ってるわよ？」

　めっという顔でキーリ先生にたしなめられて、エフィーくんは唇を嚙かんで口ごもった。ヨアくんはつんとしてそっぽを向いている。目に涙がにじんだ。

　キーリ先生はオレの言うことよりもヨアのほうを信じるの？　キーリ先生なんか、キーリ先生なんか。

「キーリ先生のばあーか、ブース！」

　悔しまぎれに叫んでエフィーくんはまだ途中の給食をそのままに教室から飛びだした。「エフィーくんったら！」キーリ先生の声が追いかけてきた。食べそこねたプリンへの未練も追いかけてきた。ほかのものを食べてから最後に食べるのを楽しみにしてたのに。

　プリンへの未練を振り切ってエフィーくんは走った。




　キーリ先生なんて大っ嫌い……。

　お昼休みのあいだじゅう、お庭の滑り台の下で膝ひざを抱えていた。給食を残したのでおなかがぐうぐう鳴った。

　お昼休みが終わる時間、滑り台の向こう側に誰だれかの足が立った。しゃがんで覗のぞき込んできたのはキーリ先生だった。

「エフィーくん、教室に帰りましょ。エフィーくんのプリン、とってあるから」

　キーリ先生が手をさしのべる。エフィーくんはぷいとそっぽを向いた。でもプリンの誘ゆう惑わくを拒こばみきれず、まだ仏ぶつ頂ちよう面づらのままだけれど、そうっと手を伸ばしてキーリ先生の手を握った。

　キーリ先生と手をつないで教室に帰った。キーリ先生の手はやわらかくて、ビスケットみたいないい匂においがした。

「キーリ先生……」

「ん？」

　キーリ先生がほほえんでこっちを見る。エフィーくんは首を振って下を向いた。

「なんでもない……」

　キーリ先生、けっこんして。

　心の中だけでそう言った。




　　じゅうがつみっか

　　　　こころのてんき　いちごぱんつ




　もうすぐ幼稚園の運動会。今日は校庭で運動会の練習をした。行進やかけっこや玉入れ。順位によって決まった数のヒヨコえんぴつがもらえるのでみんな真剣に練習する。

　エフィーくんはかけっこが得意だった。かけっこではぜったいに一等賞になって、キーリ先生にいいところを見せたかった。

「いちについて、よーい」

　ピー。

　キーリ先生の笛の合図でかけっこの練習がスタート。エフィーくんとヨアくんの二人が一番に飛びだした。お互いに負けるまいと肩を並べて走る。

「エフィー、知ってるか？」

　走りながらヨアくんが話しかけてきた。

「なんだよ？」

「運動会でたくさん一等賞をとったら、キーリ先生がごほうびくれるんだぞ」

「ごほうび？」

　ついつい興味を覚えてエフィーくんは訊きき返す。そのあいだも二人は足をゆるめずに走り続けている。ゴールはもうすぐ。

　もったいぶった間をおいてから、ヨアくんが言った。

「キーリ先生がチューしてくれる」

「えっ？」

　足がもつれた。すてんとすっ転ぶエフィーくん。「一等賞はオレがもらう」その隙すきにヨアくんが一番でゴールを抜けていった。




　転んだときに膝を擦すり剝むき、キーリ先生が保健室で消毒液を塗ってくれた。エフィーくんの前にかがんだキーリ先生の髪からシャンプーの匂いが漂ってきた。

「はい、これで大だい丈じよう夫ぶ」

　キーリ先生が顔をあげた。うっすらとピンクに色づいたやわらかそうな唇につい視線が吸い寄せられた。

　キーリ先生がチューしてくれる……。

　ヨアくんの声が頭に浮かぶ。身体からだぜんぶが心臓になったみたいにどきどきして頭ががんがん脈打った。

「エフィーくん、顔が赤いわね。お熱があるのかしら」

　キーリ先生が首をかしげて顔を覗き込んでくる。ピンク色の唇が近づいてくる。キーリ先生の冷たいおでことエフィーくんのおでこがぴたっとくっついた。

「うーん、熱はないみたい」

　おでこが離はなれて、ほんのりした冷たさといい匂いが残った。

「あの、キーリ先生、訊いてもいいっ……？」

　思いきってエフィーくんは切りだした。キーリ先生がほほえんで「なあに？」と小首をかしげる。

「キーリ先生は、好きなひと、いる？」

　言った！

　途端にその場を逃げだしたくなったけれど踏ふみとどまり、心臓をばくばくさせてキーリ先生の返事を待った。

　驚おどろいたようにキーリ先生は少し目を丸くしたあと、ぽっと頰ほおを赤くした。

「やあね、エフィーくんの前じゃ、恥ずかしくって言えないわ」

　何やら意味ありげな返事とはにかみ笑い。今度こそどかんと熱がでたような気がしてエフィーくんはひっくり返りそうになった。

　え？　ええ？　オレの前じゃ恥ずかしくって言えない……って、どういうこと？　キーリ先生の好きなひとって、もしかして……。




　キーリ先生は、オレのことが好きなのかも。

　その日は夕方までそのことばっかり考えていた。オレのプリンとっておいてくれたし、迎えにきてくれたし、牛乳を飲むと誉めてくれるのはオレにはやくおとなになってほしいからかもしれないし、そういえばオレが帰るときいつもなごり惜しそうにしてるし。

　そう考えるといろんなことに納得がいってしまった。キーリ先生はオレがプロポーズするのを待ってたりするのかも。キーリ先生の気持ちに答えるためにも運動会では一等賞をとらないと。

「オレ、運動会で一等賞になったら、キーリ先生にプロポーズする」

　声にだしてそう宣言したのはエフィーくんではなくてヨアくんだった。

　夕方、教室で保護者のお迎えを待っているとき。残っている園児はもうエフィーくんとヨアくんの二人だけだった。エフィーくんを迎えにくるのは一番上のハー兄ちゃんだが、働いているのでお迎えはいつも遅くなる。

　積み木でお城を作っていたエフィーくんはヨアくんの言葉に目を丸くした。

「おとなになるまで待つつもりだったけど、コンヤクだったらもうできるだろ。エフィー、おまえ、じゃまするなよ」

「オ、オレだってっ……」

　積み木を挟んで睨にらみあうエフィーくんとヨアくん。ヨアくんがふふんと鼻で笑って言う。

「エフィー、おまえ、将来のビジョンとか考えてるのかよ？」

「び、びじょんって？」

「おまえ、将来なにになりたいんだ？」

「ラ、ライダー仮面タテガミっ」

　真剣な顔で身を乗りだしてエフィーくんは答えたが、「バッカじゃねーの」とヨアくんに笑いとばされた。

「ヒーローなんて日本にそんなにたくさんいらないんだぞ。一年に二人とか三人くらいしか募集してないんだぞ。それにおまえ、ライダーの年収知ってるのかよ。キーリ先生を幸せにできるくらいの収入があるのか？」

「む……」

　難しいことを言われてエフィーくんは口ごもる。しかし言い負かされるのは癪しやくなのでがんばって言い返した。

「そうゆうヨアは将来なんになるんだよ。びじょんっていうのがあるのか？」

「オレは東京都公務員」

　偉そうにヨアくんは答えて、積み木で二つの高い塔を作ってみせた。

　都庁ビルだった。

「と、都庁ビルなんて怪人に壊こわされちゃうんだからな。ライダーのほうがぜったい偉いしすごいんだ。怪人を倒す正義の味方なんだから」

「ライダーなんて日曜日の八時から八時半までしか働いてないじゃんか。ぜんぜん偉くなんてないんだぞ。月曜日から金曜日まで毎日会社に行くひとのほうがずっと偉いんだぞ。ライダーみたいのはフリーターっていうんだ。フリーターはだめにんげんなんだぞ」

「ライダーはだめにんげんじゃないっ」

　お互い一歩も譲ゆずらずおでこをつきあわせて火花を散らすエフィーくんとヨアくん。

「エフィーくん、ヨアくん。遊んでるところ悪いけど、ちょっとお手伝いしてくれる？」

　キーリ先生の声に、二人揃そろって背すじを伸ばして「はいっ」と返事をした。教室の後ろに椅い子すを運んできたキーリ先生がにっこりして、

「いいお返事ね。先生、模造紙を貼はりかえるから、二人で椅子を押さえててくれる？」

「はーいはいはいっ」

　ヨアくんがエフィーくんを押しのけて駆けだしていったのでエフィーくんも負けずに追いかけ、両側から取りあうみたいに二人で椅子をがっしり摑つかまえた。

〝こんしゅうのもくひょう　おともだちをおもいやりましょう〟という模造紙を持ってキーリ先生が椅子にのぼり、背伸びをして掲示板の模造紙を貼りかえる。オレは今キーリ先生の安全を預かってるんだ、キーリ先生に信しん頼らいされてるんだという誇りと責任感を胸にエフィーくんは椅子をしっかり押さえた。

「エフィー、エフィー」

　向かい側で椅子を押さえているヨアくんが話しかけてきた。

「なんだよ、うるさいなあ」

「上、上。見てみろよ」

　何やらにやにやしながら耳打ちしてくる。「上？」エフィーくんは訝いぶかしんで視線をあげた。

　イチゴだった。

　キーリ先生のフレアスカートの中にイチゴのプリントのパンツが覗いていた。

「……わあっ」

　真っ赤になって思わずエフィーくんはその場を飛びのいた。その拍子に押さえていた椅子ががたんと揺れた。「きゃっ」キーリ先生が椅子の上でバランスを崩す。フレアスカートがひるがえりイチゴパンツが丸見えになる。

　危ない、キーリ先生……！

　宙に舞ったキーリ先生の身体を、誰かがふわりと抱きとめた。

　エフィーくんもヨアくんも目と口をまんまるにして固まっていた。キーリ先生の身体を軽々と腕に抱いて床におろしたのは、スーツ姿の背の高い男の人。

「ハー兄ちゃん……」

　啞あ然ぜんとしたままエフィーくんは呟つぶやいた。

　会社帰りのハー兄ちゃんだった。弟のエフィーくんと同じ赤茶けた色の髪、でもエフィーくんよりもずっと背が高くてスーツが似合う、働いている立派なおとなだ。ベッドの下にえっちなビデオは隠してるけど。

「怪け我がはありませんか、先生」

「あっ……、ありがとうございました。なんともありません」

　ハー兄ちゃんの問いかけに、あたふたした感じでスカートの裾すそをなおしながらキーリ先生が答える。

「キーリ先生、大丈夫っ？」

　慌てて駆け寄るエフィーくんとヨアくん。しかしエフィーくんたちの存在なんて頭からさっぱり消し飛んでしまったみたいにキーリ先生は周囲に白い花びらを飛ばして潤うるんだ瞳ひとみでハー兄ちゃんだけを見つめている。ハー兄ちゃんのほうも真剣な面おも持もちで「先生、その歳としでさすがにイチゴはどうかと……」……ハー兄ちゃんも見てたんだパンツ。

　ハー兄ちゃんのツッコミは耳に入っていないっぽく、キーリ先生の視界にはハー兄ちゃんを中心とした何やらキラキラした別世界が形成されていて、小さなエフィーくんが入り込む余地などなくなっていた。

　なんだか嫌な予感がした。

　キーリ先生はオレのことが好きなんじゃないの……？




　　じゅうがついつか

　　　　こころのてんき　あめもよう




　エフィーくんのおうちは四人兄弟だ。家長は一番上のハー兄ちゃん。ビー姉ちゃんは短大を卒業してＯＬさん。ベッカ姉ちゃんは小学校六年生。そして幼稚園児のエフィーくん。

「ビー姉ちゃん、しんちゃんみせてよ。ビデオなんていつでもみれるじゃん」

　金曜日の夜。キャミソールにスパッツ姿でトレーニングビデオにあわせてエアロビクスに励んでいるビー姉ちゃんにエフィーくんは訴えたが、

「うるさいわねえ」

　と一いつ蹴しゆうされた。末弟のエフィーくんにチャンネル権が与えられることは普段からめったにない。「ちぇ。ダイエットなんかより性格ブスをきれいにしたほうがいいと思うけどな」「なんか言った？」ぼそっとエフィーくんが毒づくとすかさず後頭部にスリッパが飛んできた。

　ベッカ姉ちゃんはきゃらきゃら笑って友だちと長電話している。「なんだ、ジュース何もないじゃん。エフィー」冷蔵庫を覗いたベッカ姉ちゃんが電話を耳から離してエフィーくんを呼んだ。

「下の自販で飲み物買ってきて。私、オレンジ。つぶつぶ入ってるの」

「やだよう、オレ」

　ふてくされてポテチをあけながらエフィーくんは反抗したが、

「逆らったらコブラツイストだからね」

　と言われてぐっと口ごもった。ベッカ姉ちゃんのプロレス技は本当に容よう赦しやがないのだ。ビデオにあわせて両手のダンベルを交互に持ちあげながらビー姉ちゃんまでもが「じゃあ私アクエリ。あとコーヒーの無糖の、ミルクだけ入ってるやつ」と細かい注文をつける。ビー姉ちゃんのトレーニングはただのエアロビではない。あのダンベル、片方が十㎏あるのだ。

　姉ちゃんたちみたいな女どもとは絶対に結婚すまいと心に誓うエフィーくんである。優しくて清せい楚そで、守ってあげたくなるような女の人と結婚するんだ。そう、キーリ先生みたいな。決して弟に電気あんまを食らわせて悶もん絶ぜつする姿にげらげら笑い転げたり、十㎏のダンベルを窓からぶん投げて電信柱の陰に潜ひそんでいたストーカーに命中させ病院送りにしたりする女じゃなくて。うちの姉ちゃんたちはどうしてこんなのばっかりなんだろう。

　ちなみに今度の月曜日の運動会、ビー姉ちゃんは連休を利用して旅行、ベッカ姉ちゃんは友だちと買い物。ハー兄ちゃんは仕事があるらしくて、エフィーくんにはお弁当を作って応援に来てくれる家族はいない予定だ。午後には保護者参加競技もあるからほとんどの園児の家族は誰かしら見に来てくれるのに。エフィーくんの小さなガラスのハートはずたぼろだ。こんな冷たい家族じゃなくて、キーリ先生と幸せであったかい家庭を作るんだと決意を新たにする。そのためにも最近は毎朝がんばって牛乳を飲んでいた。

　渋々小銭を持って外の自販機にでかけようとしたとき、ちょうどハー兄ちゃんが帰ってきた。スーツの上着を腕に引っかけ、ネクタイをゆるめたワイシャツ姿。ハー兄ちゃんの仕事はフィールドエンジニアというやつだ。よくわからないけどかっこよさそうな仕事だ。

「おかえり、ハー兄ちゃん」

「ああ。ただいま」

　玄関先で靴を脱ぎながらハー兄ちゃんがコンビニの袋をこっちに渡した。ずっしりと重い袋の中を覗き込んでエフィーくんはわあと声をあげた。つぶ入りオレンジとスポーツドリンクのペットボトルと、砂糖なしミルク入りの缶コーヒー、それにエフィーくんが好きなグレープジュース。

　ハー兄ちゃんは超能力者だろうか？

「すげー。なんでわかったの？　今買いにいくところだったんだよ」

「コンビニの前で、なんとなく虫の知らせが」

　ハー兄ちゃんがこめかみを引きつらせて苦い溜ため息をついた。

　女のほうが発言権が強いこの家でハー兄ちゃんは何かと苦労性だ。男兄弟どうしでふうと溜め息をつきあった。

「そうだエフィー、月曜の運動会、昼から行けるから」

「本当？」嬉しい知らせにエフィーくんは表情を輝かがやかせたが、「あ、でもお弁当……ビー姉ちゃんいないから作ってくれないよ」

「キーリ先生が、弁当作るのでぜひ一緒にどうぞって」

「キーリ先生が？」

　心臓がどきっと跳ねた。キーリ先生の手作りのお弁当。エフィーくん、はい、あーん、なんてキーリ先生がミートボールを……そんな妄想が一いつ瞬しゆんにして駆けめぐる。

　ゆううつ半分だった運動会が途端に楽しみになってきた。




　その夜、エフィーくんは夢をみた。場所は靄もやがかかったお風ふ呂ろ場ばだった。ベッカ姉ちゃんたちが見ていたあのビデオにでてきた場所だ。白い靄とさあさあと流れるシャワーの向こうにビデオにでていた女の人が立っている。

　ビデオの女の人の顔がキーリ先生になってエフィーくんはたいそう焦った。

「エフィーくん……」

　なんだか背中がぞくぞくする声でキーリ先生がエフィーくんの名前を呼ぶ。靄が晴れて、イチゴパンツ一枚のキーリ先生の姿が……。

「うわあっ」

　飛び起きて夢は覚めた。

　パジャマのズボンがじっとりとなまあったかい。はっとして布ふ団とんをめくりあげると、

「あー……」

　シャワーの音はおねしょの音だった。

　朝、エフィーくんの家の窓にはくっきりと世界地図が描かれた敷しき布団が干されることになった。ビー姉ちゃんにげんこで殴なぐられ、ベッカ姉ちゃんにげらげら笑われた。




　　じゅうがつようか

　　　　こころのてんき　おおあらし




　ぽん。ぽぽぽん。ぽんぽん。

　十月の青い空に花火があがる。いよいよ運動会の日がやってきた。

「負けないからな」

「こっちこそ」

　ヨアくんと顔をつきあわせて睨みあい、意気込んで臨んだものの、最初のほうはクラス対抗の団体競技が続く。

　エフィーくんたちステゴザウルス組の綱つな引ひきの対戦相手はティラノザウルス組。でかい図体の園児が集まっている屈強なクラスだ。中でもユドくんはとても幼稚園児とは思えないガタイを誇る。花か壇だんのチューリップの世話が好きなぼーっとした奴やつだけど強敵なのは違いない。

「よーいしょ、よーいしょ！　がんばれ、がんばれ！」

　キーリ先生がかけ声とともに大旗を振る。キーリ先生の声にあわせてみんなで力いっぱい綱を引く。エフィーくんもヨアくんも今だけは休戦して力をあわせる。

　しかしティラノザウルス組の一番後ろに構えたユドくんが軽く綱を引っ張った途端、ステゴザウルス組の園児たちはたたらを踏んで引っ張り寄せられ、ドミノ倒しみたいにばたばたと倒れ込んだ。

　ピピー。審判の笛が鳴って競技終了。

　続く競技は大玉転がし。クラス全員で長い列を作って大玉を送っていく。ステゴザウルス組の大玉が先行したが、ユドくんのひと突きでティラノザウルス組の大玉が一気にゴールを突っ切った。

　ピピー。競技終了。

　ドッヂボール。ユドくんが振りかぶって投げる剛速球に、ステゴザウルス組全員瞬しゆん殺さつ。

　ピピー。競技終了。

　団体競技ではことごとくティラノザウルス組にかなわないエフィーくんたちステゴザウルス組。一種目くらいは勝てるはずと臨んだ紅白対抗玉入れでは、エフィーくんとヨアくんの二人で玉のぶつけあいになり退場。

　一等賞どころか二人ともいまだヒヨコえんぴつを一本も獲得できずにいた。

　午前中の最後の種目、障害物競走。パン食い、網あみくぐり、跳び箱、平均台、最後にパジャマ着替えを経てゴールするという種目。ようやくやってきた個人種目にエフィーくんもヨアくんも闘とう志しを燃やした。

　一等賞を目指して二人で競うとして、まずはスタートラインに並んで立つユドくんをどうにかしないといけない。こっそり視線を交わして頷きあう二人。

「ガキども、準備はいいなあ？」

　兵へい長ちよう園長先生が空に向かって鉄砲を掲げる。

「いちについて、よーい……」

　ぱあん！

　鉄砲の合図と同時に全員が飛びだし、校庭を囲む保護者たちから声援があがる。

　最初のパン食いでは案の定、背の高いユドくんが真っ先に頭上に吊つるされたあんパンに食いついた。ひと口でパンを食べきって先行するユドくん。あんパンを口に詰め込みながらエフィーくんとヨアくんがほとんど並んでそれを追いかける。

　続く網くぐり、ユドくんよりも小柄な二人は腹はら這ばいで網の中を進んで距きよ離りを詰める。ユドくんに追いつくと、ユドくんの左右の足をそれぞれ摑んで「せーの」で引っ張った。

　ユドくんがべちゃっと転んだ。網目にからまってもがくユドくんを左右から追い越して二人同時に網を抜けた。「ざまあみろ」ヨアくんが振り返ってせせら笑う。エフィーくんはちょっとだけ罪悪感を覚えたが、この際きれいごとは言っていられない。

「ここからが勝負だぞ！」

「負けないからな！」

　お互い譲らず次に待ち受ける障害へ。周囲からの声援を受けながら、得意な跳び箱を軽々と越えて平均台を渡る。

　肩を並べてパジャマ着替えコーナーに飛び込んだ。レジャーシートの上に並べられたパジャマの中から自分のものを探していると、「ほら」とヨアくんがエフィーくんのパジャマを投げてよこしてくれた。「あ、ありがと」一瞬びっくりしてからエフィーくんがお礼を言ったときにはヨアくんはもう自分の着替えをはじめている。

　けっこういい奴なのかも……？

　ヨアくんのことを見なおして、エフィーくんも着替えはじめた。運動着を脱いでパジャマをはおり、前ボタンをとめるのに少し手間どった。そのあいだに残りの園児たちも追いついてきて着替えはじめる。焦ってズボンに足を突っ込んだとき、

「わっ」

　何かに引っかかってバランスを崩し、すてんと後ろに転んだ。

「？？？」

　何が起こったのかとっさにわからずきょろきょろしてから、ズボンの片いっぽうの足が固結びにされていることに気がついた。

「あーっ」

　いちはやく着替えを終えたヨアくんがこっちを見てにやりとし、「バーカ」と言い捨ててコースにでていった。急いでエフィーくんは結び目をほどきにかかったがこれでもかとばかりきつく結ばれている。

　どうにか結び目をほどいて着替えを終え、くしゃくしゃになったパジャマで残りのコースを必死で駆けたが、ゴールにたどり着いたときにはヨアくんは余裕で一等賞の旗とヒヨコえんぴつを持って立っていた。

「オレのほうが一歩リードだ」

　勝ち誇るヨアくん。歯嚙みするエフィーくん。

　勝負は午後の競技に続くのだった。




　午前中の競技が終わり、お昼休憩の時間になってもハー兄ちゃんはまだ来なかった。仕事が長引いているのだろう。午後の競技の最後には保護者参加の仮装競走があるから、それまでには行くって言ってたけど。

　それぞれの保護者が校庭を囲んでレジャーシートを広げ、気合いの入ったお弁当を並べている。お正月料理みたいなとりわけ豪華なお重が並んでいるのはユーリくんのうちだ。

「エフィーくん。お兄さん、まだいらしてないのね」

　お花柄の風ふ呂ろ敷しき包づつみのお弁当を抱えたキーリ先生が残念そうに言った。

「仕方ないわ。先に食べましょうか。保護者の方が来てない子は先生と食べましょう」

　キーリ先生が声をかけ、保護者が来ていないステゴザウルス組の園児たちが一つのレジャーシートに集まった。みんなおうちから手作りのお弁当を持たされていたが、レジャーシートの端っこでヨアくんがだしたお弁当は菓子パンが二つだけ。

　ヨアくんのおうちはかていほうかいというやつだと聞いたことがあった。

　障害物競走でズルした罰ばつだ。ざまあみろとエフィーくんは思ったが、

「ヨアくん、先生のお弁当、たくさんあるから一緒に食べましょ」

　とキーリ先生がヨアくんを手招きした。少しだけむっとしたが、キーリ先生の優しさにあらためて感動するエフィーくんだった。キーリ先生は天使みたいな人だなあ。

「本当はオレとハー兄ちゃんのために作ってきてくれたんだからな。感謝しろよ」

　エフィーくんが肘ひじでつつくとヨアくんはべえっと舌をだした。

「がんばって作ってみたの。あんまり上手じゃないけど……」

　キーリ先生がお花柄の風呂敷包みを二人の前に広げる。現れたのは三段重ねのお重だった。早起きして作ったのかもしれない。キーリ先生の目は少し赤い。

　キーリ先生の手作りのお弁当。

　期待に胸がふくらんだ。たまご焼きとかからあげとかタコさんウインナーとか、かわいいおかずが並んだお弁当を想像し、エフィーくんもヨアくんも身を乗りだしてお重を覗き込んだ。

「うっ……」

　異様な刺激臭が鼻をついた。

　三つのお重にはそれぞれ茶色っぽくてどろどろした謎なぞの物体が……。

「せ、先生……これ、なに？」

　訊かないほうがいいような気もしたがおそるおそる訊いてみる。キーリ先生は恥ずかしそうにもじもじと身をよじって、

「精がつくものを選んでみたの……」

　スッポンの丸ごと煮、ニシキヘビのからあげあんかけ、マグロの目玉……キーリ先生の説明に従ってエフィーくんとヨアくんの顔色は蒼あおくなっていく。

「それから飲み物は赤マムシドリンク」

　と、最後にキーリ先生は水筒をだした。

「お口にあうといいんだけど」

　頰を赤らめつつキーリ先生はにこにこしている。にこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこ。

「い、いただきま……す」

　にこにこ攻こう撃げきに根負けしておそるおそる箸はしをつける二人。マグロの目玉とやらを口に入れた途端、「う」と箸がとまった。

　キーリ先生はにこにこしている。にこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこにこ。

　……。

　…………。

　………………ごくん（吐）。

「お、おいしい、です」

　涙目になりつつ二人はだいぶぎこちない作り笑いを浮かべた。

「そう、よかった！」

　両手をぱんとあわせてキーリ先生が満面の笑みになった。「たくさんあるから遠えん慮りよしないでどんどん食べてね！」キーリ先生のキラキラした期待のまなざしには逆らえず、おいしいです、おいしいです、と二人はだくだくと涙を流しながらやけくそ気味に怪しさいっぱいの料理を口に詰め込んだ。

『午後の競技、かけっこに出場する園児の皆さんは、集合場所に集まってください』

　放送がお昼休憩の終わりを知らせた。

　助かった……もとい、いよいよメーンイベントだとエフィーくんはヨアくんと視線を交わして立ちあがった。障害物競走で負けたので今のところエフィーくんが遅れをとっている。かけっこではぜったいに負けるわけにいかない。

「キーリ先生、オレ、ぜったい一等賞になるから応援してて！」

　ヨアくんがキーリ先生の手をがっしり握って宣言した。「はいはい。がんばってね、ヨアくん」無邪気な笑顔で答えるキーリ先生。エフィーくんに肩をぶつけるようにしてヨアくんは集合場所に駆けていった。

「エフィーくんもがんばってね」

　レジャーシートに正座して見送るキーリ先生にエフィーくんは無言で頷いた。ヨアくんみたいに手を握って宣言したかったけど、ヨアくんの真ま似ねっこになるのは嫌だった。

　ヨアにはぜったい負けないからね、キーリ先生。

　心の中だけで宣言して、集合場所に向かった。

　保護者たちの声援が飛ぶ中、かけっこに出場する園児がスタート地点に並ぶ。隣に並んだヨアくんにエフィーくんはちらりと視線を送った。余裕ぶってにやりと笑ってみせるヨアくんを睨みつけ、前を見る。地面を踏む足にぐっと力を入れる。

「いちについてえ、よーい」

　兵長園長の声に続いて、

　ぱあん！

　鉄砲が青い空に鳴り響いた。

　ヨアくんが真っ先に集団から抜けだした。エフィーくんもすぐに隣に並ぶ。二人とも少しも譲らずまっすぐに駆ける。

　駆ける。

　駆ける。

　駆ける。

　駆け……




　ぎゅるるるるるるるるるうううう




　おなかが奇妙な音を立てた。

　前かがみになってエフィーくんはその場に崩れるように倒れ込んだ。先行したヨアくんが走りながら振り返り、勝ち誇って笑う。しかしその途端ヨアくんも急に顔色を変えてばたりと倒れた。

　おなかを抱えてうんうんうなる二人の左右を後続の園児たちが追い抜いていく。意識がかすんで声援の声が遠くなる。

　思いあたる原因は一つしかなかった。

　キ、キーリ先生のお弁当……。

　おなかの中で強烈な嵐あらしが吹き荒れる。水道の蛇口（イメージ映像）が破裂するのを歯を食いしばってこらえながら視線をめぐらせ、キーリ先生の姿を探した。

　さっきまで声援を送っていたはずのキーリ先生は競技を尻しり目めに保護者たちの隙間を駆けてどこかを目指している。競技のゆくえもエフィーくんやヨアくんの容態もまったく眼中にない様子でキーリ先生が一直線に駆け寄っていった先には、スーツ姿で遅れて現れたハー兄ちゃんの姿があった。

　今さらだけど理解した。

　キーリ先生、あのお弁当をハー兄ちゃんに食べさせたくて作ったんだ。スッポンやら赤マムシドリンクやらを成人男子に摂取させて、キーリ先生、いったい何をするつもりだったのデスカ……？

　おなかの堤防がとうとう決けつ壊かいした。




　運動会をしめくくる最後の種目、保護者参加の仮装競走がはじまっていた。園児の保護者や先生たちが二人一組になり、二人三脚でコースの半分を走ったあとくじを引いて、くじに書いてある衣装に着替えてゴールを目指す。

　ハー兄ちゃんとぴったり密着して二人三脚で走るキーリ先生はそれはもう幸せそうで、こどもの目にも〝恋する乙女おとめ〟そのものだった。

　……キーリ先生が好きなひとって、ハー兄ちゃんだったんだな。

　木陰に敷かれたレジャーシートにぐったりと寝転がりつつ、エフィーくんは腹痛と失恋の苦さを同時に味わっていた。隣には同じく憔しよう悴すいした顔で横になっているヨアくん。

　ハー兄ちゃんとキーリ先生ペアが引いたくじは新郎新婦の仮装のようだった。なんでそんな衣装が幼稚園にあるのか知らないけどハー兄ちゃんはタキシード、キーリ先生は純白のウエディングドレスに着替えてゴールに向かう。ヴェールをかぶったキーリ先生は今までに見たことがないほどきれいな笑顔を振りまいていて、本当の花嫁さんみたいだった。

「好きな女の幸せを見守るのも男の役目っていうもんさ……」

　ヨアくんが何やら人生を悟ったようなことをぼそっと言った。

「うん……」

　エフィーくんも頷く。

　さっきまで対立していたのもどこへやら、失恋園児二人は意気投合し、二人揃ってげっそりした顔で校庭の様子を眺めていた。

　ぎゅるるるるるう。

　いい加減全部だしつくしたのにおなかがまた不ふ穏おんに騒ぎだした。

「オレ、もういっかいトイレ……」

「オレも……」

　よろよろと立ちあがり、肩を組んで支えあいながらトイレに向かう二人の背中に、ふいに声がかけられた。

「おっ。エフィー、ヨア、いいところに」

　嫌な予感を覚えつつ振り返る二人。

　ずんぐりしたハムスターの着ぐるみに身を包んだ兵長園長とハンニ先生ペアだった。ハンニ先生が手にしているくじには〝ハムスター一家〟。

　兵長園長が子供用のハムスターの衣装を二着掲げてわははと笑い、

「子ハムスター役を二人探してたところだ」

「園長先生、オレ、腹の調子が……」

「ト、トイレ……」

　二人の言い分をまったく聞く様子もなく兵長園長が両肩に二人を担かつぎあげる。腹に力が入らず情けない悲鳴をあげて連れていかれる二人だった。

「たーすーけーてーえー……」





おしまい
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